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プロローグ









　トクントクンと、自分の胸の鼓こ動どうが聞こえてきます。

　私は今、お兄ちゃんからの返事を待っているところです。

　私の告白への返事──お兄ちゃんのことが好きだという、私の正直な気持ちに対する答えを、私は静かに待っています。

　沈ちん黙もくが私とお兄ちゃんの間に流れる中、私は自分が不思議と落ち着いていることに気がつきます。

　さっきまでは、ついにお兄ちゃんに気持ちを打ち明けてしまったことに、心臓が爆ばく発はつしてしまいそうなくらいドキドキしていました。

　どうなってしまうんだろう？　お兄ちゃんはどう思ったんだろう？　そういった不安が頭の中をグルグルと回り、泣きたくなるのを堪こらえるのに必死だったんです。

　けれど、いつしかそんな不安は消えていました。

　今はただ、お兄ちゃんの答えに集中する自分がいるだけです。

　どんな答えが返ってきてもあるがままに受けとめようという素す直なおな気持ちだけが、まるで濾ろ過かされた水のように、私の中にあったのです。

　……どうしてこんな心持ちになっているのか、自分でもわかりません。

　お兄ちゃんへの告白なんて、今までなら妄もう想そうしただけでもベッドの上をゴロゴロと転がり回っていたくらいの大事件です。

　それが現実のものとなったのですから、それこそ気絶してしまってもおかしくないくらいの状じよう況きようなのに、私の心はいつの間にか落ち着きを取り戻もどしていました。

　でも、それもよく考えてみれば不思議でも何でもないことなのかもしれません。

　なぜなら、たとえこれからどんなことになろうとも、私がお兄ちゃんを好きだという気持ちは決して揺ゆらぐことはありませんし、この気持ちには一いつ切さいの不純物もなく、また恥はずべきところもないからです。

　きっとそういった確信が、私の心を支えているのでしょう。

　……ですからお兄ちゃん、どうか告白の答えを聞かせてください。

　何度でも言います。

　私は……、お兄ちゃんのことが、好き、です……。








第一章　それぞれの告白









「涼すず花か、俺は──」

　そこまで言いかけて、俺はハッと我に返り口をつぐんだ。

　寸前で、口から出そうになった言葉をのみ込む。

　あまりの衝しよう撃げきに呆ぼう然ぜんとしていた俺は、思わずこう言いそうになっていた。




　──涼花、俺はお前のことが好きだ。




　それは嘘うそ偽いつわりのない本音だった。

　妹だとかどうとかそういうこととは関係なく、涼花のことが世界で一番大事な女の子だという正直な気持ちだ。

　だがそれでも、俺達が兄妹きようだいである以上、それは決して表に出してはいけないもの。

　だから俺は、そんな気持ちを永遠に心の中だけに留とどめておこうと決めたんだ。

　唯ゆい一いつ、俺はその想おもいをラノベという形で書き上げたが、それも長年の夢だったラノベ大賞の受賞を蹴けってまで封ふう印いんした。

　これはあくまでも俺の独りよがりの気持ちに過ぎない。

　涼花の幸せにならないこんな想いは、決して世に出してはいけない。

　そう考えて、俺はこの気持ちを心の奥底にひっそりと沈しずめ、二度と出てこないように鍵かぎをかけてしまっておいたんだが──

　……それが、思わず溢あふれ出そうになった。

　鍵なんて一いつ瞬しゆんで壊こわれて、中から飛び出したものがそのままの勢いで口からほとばしりそうだった。それくらい、今の涼花の発言は衝撃的だったんだ。




　──私は……、お兄ちゃんのことが、好き、です……。




　耳に残ったその言葉が、何度も俺の頭の中で繰くり返される。

　脳のう味み噌そがどうにかなってしまったんじゃないかってくらい、何度も何度も無限にリピートされる涼花の声。

　俺はしばらくの間、まるで全身が痺しびれたみたいにぼんやりとその声を聞いていたが、やがて意識が戻ってくると、自分が何を口走りそうになっているかに気づいて、慌あわてて口を閉じたというわけだ。

　で、なんとか再起動した頭で、俺は必死に状況を把は握あくしようとする。

　……す、涼花のやつ、今なんて言ったんだ……？

　最初に浮うかんできた言葉はそれだった。

　もちろん、涼花の言い間ま違ちがいか俺の聞き間違いかをすぐに疑った。

　だが、耳にハッキリと残っている響ひびきがそれを否定する。というか、今でも意識の裏でまだリピートされたままだ。

　つまり、涼花は本当に俺のことを好きだと言ったわけで──……と、思考がここに至って、ようやく俺はハッキリと我に返った。

　同時に、すさまじい混乱が訪おとずれる。

　……な、なんでだ？　何が起こったんだ？　どうして涼花が急に、俺のことを、す、すすす、す……っ、好きだ、なんて……っ!?

　……や、やっぱり俺の聞き間違い…………、はないよな……!?　だって、ハッキリと耳に残っているし……！　じゃ、じゃあ、やっぱりなんで!?

　……あ、あれか？　経験はないけど、いわゆる幻げん聴ちようってやつなのか？　俺が涼花のことを好きすぎるから、その気持ちが俺にあり得ない言葉を聞かせたのか？　……って、そんなことがあるわけないだろ!?　目の前にいる涼花が言ったのは明らかなのに！

　……じゃあ、まさかこれは夢か？　明めい晰せき夢むってやつ？　で、でも頬ほおを引っ張ったら普ふ通つうに痛いし。……というか、こんな生々しい夢があるわけないだろ!?

　と、こんな感じで俺はこれ以上ないくらい狼ろう狽ばいする。

　しかし、思考が乱れながらも、俺はなんとかこの状況に説明がつく可能性を一つ一つ検討しては潰つぶしていく。

　そうして最後に辿たどり着いた可能性は、涼花が何らかの理由で冗じよう談だんでそんなことを言ったというものだったが、

「…………う」

　それも、目の前で真しん剣けんな表情で俺を見つめている涼花の姿に一瞬で否定される。

　……じゃあ、……じゃあ一体、これはどういうことなんだ……？

「……お兄ちゃん、どうしたんですか？　急にキョロキョロしたり、自分の頬をつねったりして……」

　そんなことを考えていると、涼花が訝いぶかしそうに首を傾かしげ、俺はギクリとする。

　だがそのおかげか、俺は少しだけ落ち着きを取り戻すことができた。

　というか、ようやく現実に引き戻されたと言った方が正しいかもしれない。

　今まで我に返ったつもりでいたが、やっぱり混乱に引きずられてまともな思考ができていなかったことを自覚する。

「あ、いや……」

　俺は何でもないと涼花に手を振ふりながら、改めてこの状況を──というか、涼花の言葉の真意を考える。

　すると、何のことはない、単純かつ当たり前の可能性にすぐに思い至った。

　むしろ、なんであれだけわけのわからないことを考えていたのか、我ながら不思議なくらいだ。どんだけ混乱してたんだ俺は……。

「悪い。ちょっと驚おどろいちまって……」

「……何に驚いたんですか？」

「ほ、ほら、お前がいきなり俺のことを好きだなんて言うからさ、ビックリしちまったんだよ。……それって、あれだろ？　兄妹として好きって意味だろ？　いわゆる兄に対する妹の好意ってやつで……」

　俺はそう言いつつ、なんでそんな当然のことをすぐに思いつかなかったんだと自分に呆あきれてしまう。というか、冷静に考えてそれ以外ないじゃないか……。

　俺が涼花のことを好きだから、そんな当たり前のことをすっ飛ばして変なことばかり考えてしまったわけだ。我ながら自分の思考がキモすぎる。どんだけシスコンなんだと自分自身が恥ずかしい。全然想いが封印できてない。

　とはいえ、気づいてしまえばどうということのない言葉で──……って、いや、そうじゃないな。これはこれで、考えてみればものすごい発言なんじゃないか？

　だって、そうだろ？　あの涼花が、俺のことを兄貴として好きだって言ったんだぞ？

　最近はようやく仲直りできて普通の兄妹に戻れたとはいえ、涼花が俺のことをよく思ってくれていたなんて考えもしなかったし、今までそんな言葉も涼花の口からきいたことなんてない。

　またひょんなことで嫌きらわれでもしないかと思っていただけに、今の涼花の言葉には思わず感動してしまう。俺もようやく、兄貴として涼花に好きだって言ってもらえるくらいになったのかと──

「いえ、違います」

「……え？」

　だが、そんな俺の思考を断たち切るように、涼花は言った。

　その表情は相変わらず真剣なままで、でもどこか今にも泣きだしそうな雰ふん囲い気きの視線を真まっ直すぐに俺に向けている。

「わ、私はそんな意味で言ったのではありません……」

　涼花は顔をかああぁと真っ赤に染め上げながら恥ずかしそうに、しかしそれでも俺から視線を外すことなく続ける。

「もちろん、お兄ちゃんはお兄ちゃんとして好きです。こんな素す晴ばらしいお兄ちゃんは他ほかにはいないと思っているくらい、お兄ちゃんは素す敵てきなお兄ちゃんです」

「あ、そ、その……。ありがとう……？」

　面と向かってそう言われて、俺はどう反応していいかわからない。

　今まで涼花からこんなことを言われたことなんてなかったから、照れるのを通り過ぎてちょっと感動してしまう。

　……す、涼花のやつ、俺のことをそんな風に思ってくれていたのか……!?

　今までが今までだっただけに、俺はまだ完全に信じられないながらも、その言葉をジーンと噛かみしめていたのだが、

「……けれど」

　間もなく涼花は深呼吸をして、なぜかギュッと拳こぶしを握にぎりしめた。

「け、けれど、今の言葉はそういう意味で言ったのではありません……！」

「え……。じゃ、じゃあどういう意味で……？」

　そして俺がそう訊きき返すと、涼花は一瞬息を吞のんだ後キッと俺を見み据すえながら、勢いよくこう言ったのだった。

「で、ですから……！　私はお兄ちゃんのことが、一人の女の子として好きなんです！　兄妹とかそんなことは関係なく、お兄ちゃんが世界で一番好きな男の人なんですよ！　ずっとずっと、子供の頃ころからずっとそうだったんです！　もう、どうしてわかってくれないんですか……！」

　言い終えて、ハァハァと荒あらい息を吐はく涼花。

　その顔は今にも爆ばく発はつしそうなほど赤く染まり、潤うるんだ瞳ひとみは熱い視線を俺に向けている。

　全身は小刻みに震ふるえ、必死に何かに耐たえているようだった。

　一方で俺はというと、今の涼花の言葉に絶句していた。

　その信じられないような内容に、俺は思考が追い付かずに呆然とする。

　だがさすがに今度は我に返るのが早かった。というか、先ほどとは比べものにならない衝撃に襲おそわれて、呆然としている余よ裕ゆうすらなかったと言う方が正しいかもしれない。

　涼花の発した一言一句に、俺に現実から目を逸そらさせないほどの力がこもっていて、俺は強制的にその告白に直面せざるを得なかったのだ。
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「な……っ!?」

　口を開くが言葉が出ない。

　しかし、頭の中では今耳に入った言葉がグルグルと回って、定まらない思考が脳内を駆かけ巡めぐっている。

　……す、涼花が俺のことを、一人の女の子として好き……!?

　……兄妹とか関係なく、俺が世界で一番好きな男、だと……!?

　……つまりそれは俺を兄貴として好きだって意味じゃなく、いわゆる、その、男女としてってことだよな!?

　……しかも子供の頃からずっと……!?　あ、あの涼花が……!?

　……い、いやいやいや！　そんなのあり得るわけないだろ!?

「お、お前、そんな冗談──」

　俺は反射的に口を開いた。だが、最後まで言い切ることはできなかった。

「…………っ」

　なぜならその時、涼花の顔を見てしまったからだ。

　その表情には、冗談なんて言っているような気配は微み塵じんもなかった。

　ジッとこちらに向けられた瞳を見返して、俺は思い知らされる。

　涼花の今言ったことは紛まぎれもない真実であると、俺はその視線から理解した──いや、理解せざるを得なかった。

　……つまり、涼花は本心から言ったのだ。俺のことが好きだと。それも妹としてではなく、一人の女の子として。俺を兄ではなく、一人の男と見なして。

「……な、何を……っ、何を言ってるんだよお前は!?」

　思考がそこまで至った時、俺は思わずそう叫さけんでいた。

　突とつ然ぜんの告白に、意外すぎる内容。

　それを受け止めるとか以前に、俺はまるで意味がわからなかったのだ。

　なぜ涼花がそんな告白をしたのか？　なぜ涼花が俺をそんな風に想おもっているのか？

　わからない。あり得ない。

　そんな単語が頭の中を飛び交かい、気づけば俺は、涼花にこう問いかけていた。

「お、俺のことを好きだとか、子供の頃からずっととか……！　じゃ、じゃあそもそもなんで、俺達はあんなに長い間、険悪な時間を過ごしたんだ!?　俺はずっと、お前を怒おこらせたことで、お前から嫌われてると思ってたんだぞ!?」

　そうだ、俺はずっとそう思ってた。最近はマシになったとはいえ、涼花から好かれている自覚なんてあの時以来まるで感じたことはなかった。嫌われてないにしても、好かれることなんてあるはずがないと思っていたんだ。

　……なのに……！

「それなのにいきなり、俺のことを、す……、好き、とか……！　どういうことなんだよ!?そんなこといきなり言われても、意味がわからないだろ……！」

　最後、俺の声は絞しぼり出すようなものに変わっていた。

　けれど、これは俺の心の底からの叫びだった。まるで今まで信じていたものが、全てひっくり返ったような、そんな感覚。

「そ、それについては、私は謝らないといけません……」

　すると涼花は俺の叫びを聞いて恥はずかしそうに、そしてどこか申し訳なさそうな顔を見せて言った。

「わ、私がお兄ちゃんのことを子供の頃から今までずっと好きだったというのは本当のことです……！　けれど、ずっと関係が疎そ遠えんだった時期があったのも事実です……。でもそれは、私のせいなんです……！　私が、全すべて悪かったんです……！」

「ど、どういうことなんだ？」

「……私は、何度もお兄ちゃんに謝ろうと思いました。あの時、お兄ちゃんが私の代わりにお父さんに怒られた時、私が思わず口にした心ない言葉について、何度も謝ろうと思ったんです……。謝って、また大好きなお兄ちゃんと元通りの仲良し兄妹に戻もどりたい──そう思っていたのですが、私はどうしても素直にそうすることができなかったんです……」

　涼花が苦し気な表情で、わずかに俯うつむく。

「自分でもどうすることもできませんでした……。この素直になれない性格のせいで、長い間お兄ちゃんと疎遠な時間を送ることになり、そしてお兄ちゃんにそんな勘かん違ちがいをさせることになってしまいました……。だから、お兄ちゃんが急に私の告白を聞いても、意味がわからないと言うのは当然のことだと思います……」

　ですが──と、涼花は再び顔を上げて、俺を見据える。

「それでも、さっきの告白は全て本当のことです。わ、私はお兄ちゃんのことが、だ、大好きなんです……！　今までずっと、素直になれずに言えなかったけど、私はずっと、お兄ちゃんのことが好きだったんです……！」

　涼花の再びの告白に、俺は言葉を失ってしまう。

　……涼花が、俺のことをずっと好きだったって……。

　……俺はずっと涼花から嫌われてると思ってたけど、そんなことはなかったってことなのか……？　じゃあ、あの冷え切ったような時間も、涼花がずっと素直になれなかったからだって言うのか？　そ、そんなことがあり得るのか……？

「どうして私が素直になれなかったのか、自分でもずっとわかりませんでした……。でも最近になってようやくその理由がわかったんです。だから、私はやっと勇気を出して、こうやって告白することができたんです……」

　俺の困こん惑わくをよそに、涼花は静かに自分の気持ちを吐と露ろしていく。

　その声の響ひびきから、そして涼花の雰囲気から、俺はその言葉にウソがないということを理り屈くつじゃなく直感で理解できてしまう。

　……だが、

「そ、そんなこと……」

　だが、俺はやっぱりまだ信じられない思いだった。

　涼花が本当のことを言っているというのは、頭ではわかっているのに、心が受け入れてくれなかった。

　だって、これは仕方がない。俺のこれまでの人生の半分くらいの期間を占せん有ゆうしていた事実が、あっという間に覆くつがえされてしまったのだ。

　しかも、妹からの告白という、あり得ない事実と一いつ緒しよに。

　それでも俺はなんとか現状を理解しようとするが、やはり衝しよう撃げきが大きすぎた。

　現実感もなく、これが夢だと言われたら一いつ瞬しゆんで納なつ得とくしてしまうような状じよう況きように、俺はただ言葉を詰つまらせながら立ち尽つくすことしかできない。

「……やっぱり、信じてもらえませんか？」

　すると、そんな俺を眺ながめていた涼花がポツリと呟つぶやいた。

　俺はその声に思わず顔を上げる。

　その時、涼花の姿がもう目の前にまで来ていることに気がついた。

「では、こ、こうすれば、信じてもらえますか……？」

「え？　な……っ!?」

　そして次の瞬間、涼花がそっと俺の胸に抱だきついてきたので、俺は驚きよう愕がくしながら思わず背筋を伸のばす。

　間近で感じる涼花のぬくもりや、微かすかに漂ただよってくる涼花の甘い香かおりも相まって、俺はこの状況の意味不明さにメチャクチャ狼ろう狽ばいする。

「な、ななな……っ！　何を、お前……！」

　かろうじて何をしているのかと問いかける俺に、涼花は真っ赤な顔を見上げながら、それでもハッキリとした口調で答える。

「で、ですから、お兄ちゃんに抱きついています」

「そ、それは見ればわかる！　なんでこんなことしてんだってことをだな……！」

「お、お兄ちゃんに私の告白を信じてもらうためです……！　大好きな人だから、こうやって抱きついて、ほ、頬ほおずりだってできるんです……！　いえ、大好きだからこそ、むしろいっぱいしたいんですよ……！」

　そう言って涼花は、本当に俺の胸に頬を擦なすり付けてくる。

　その何とも言えない幸せな感かん触しよくに、思わず意識が飛びそうになるが堪こらえる俺。

「ちょ、ちょっと待って！　待ってくれ……！」

「あ、も、もしかして嫌いやでしたか……？」

「そんなわけあるか！　……って、いや、そ、そうじゃなくてだな。その……、なんと言うか……、こ、こんなのお前のキャラじゃないだろ!?」

　俺は焦あせるあまり、どこか的外れなことを口に出してしまう。

　本当に問うべきなのはそんなことじゃないのに、混乱した頭が上手うまく働いてくれない。

「そ、そんなことはありません！」

「へ？」

　だが、意外にも涼花はその言葉に食いついてきた。

　呆あつ気けにとられる俺を恥ずかしそうに見上げながら、涼花はどこかおずおずと続ける。

「きゃ、キャラじゃないなんてことは全然ありません……！　む、むしろ、こういう行こう為いは、実に私らしいと言えます……！」

「え、えっと、それはどういう」

「で、ですから！　……お兄ちゃんのことが好きな私は、告白する前からずっとこういうことをしたいと思っていましたし、実際してきましたから、その……、そう！　私の本質ともいえる行動なんです！」

　謎なぞの自信と共に、勢いよくそう言い切る涼花。

　だが、俺はやっぱり涼花が何を言っているのかわからない。

　そんな俺を見て、涼花はさらに焦じれったそうに続ける。

「ま、まだわかってもらえませんか？　私はずっと素す直なおになれませんでしたけど、素直になれないなりにアプローチは続けてきたんです……！　今までずっと、取材という名目でお兄ちゃんとイチャイチャしてきたじゃないですか……！」

「しゅ、取材!?」

　その単語を聞いて、俺は驚おどろきを隠かくせない。

　だが次の瞬間、俺の頭の中で「ま、まさか……!?」とある予感が走った。

「ひょ、ひょっとして、今までずっとやって来た取材ってのは……!?」

「……そうです。ラノベの取材というのは確かにありましたが、それはあくまで名目で、素直になれない私がただお兄ちゃんと、その……、い、イチャイチャしたかったからやっていたことで……！」

　頭から湯気が出そうなくらい真っ赤になり、最後の方は声がか細くなる涼花。

　一方で俺は、今涼花の口から出た衝撃の発言に、それどころじゃなかった。

　だって、俺は本当にあの取材はラノベを書くためのものだって思ってたからだ。

　もちろん、取材だからってあそこまでやる必要があるのかって最初の方は疑問に思ったけど、それでも実際に面おも白しろい作品につながってるんだから、さすがは涼花だって──永遠とわ野の誓ちかいだって本気で感心してたのに……！

「あ、あの取材は、じゃあ全部口実だったってのか!?」

「い、いえ、実際に作品には反映させていましたから、そういうわけではありません。ただ本当の目的は、お、お兄ちゃんとイチャイチャしたかったからというのが事実です。というか、それ自体が私にとって、作品を書くということと同義だったんです」

「同義って？」

「……だ、だって、私の作品は、お兄ちゃんへの気持ちを形にしたものですから。〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉というのは、私のお兄ちゃんへの想いをそのまま書き綴つづったものなんです」

「────────」

　今度こそ、最大級の衝撃が俺を襲おそった。

　その言葉に、俺は頭の中を直接ぶん殴なぐられたかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　……あ、あの作品が、世紀の傑けつ作さくラノベが……、涼花の俺への想おもいを書き綴ったもの、だと……？　ま、マジで言ってんのか……!?

「……お兄ちゃんは、全然気づいてくれてなかったんですか？」

「拗すねた顔で言うな！　そんなのわかるわけないだろ!?　さっきも言った通り、俺はずっとお前から嫌きらわれてると思ってたんだ！　だから、お前が妹モノのラノベを書いたって聞かされた時は心底驚いたんだぞ!?　な、なのにそれが、俺への気持ちを形にしたものだったなんて、そんなのわかるわけが……！」

　俺はそうまくしたてながらも、徐じよ々じよに納得していっている自分に気がつく。

　ずっと変だと思ってたけれど、そんなものかもしれないと無む理り矢や理り心の奥底にしまっておいた疑問が、今になって一気にひもとかれていくような感覚。

　あの涼花が妹モノのラノベを書いたという事実。

　登場人物の名前が『涼りよう』と『祐ゆう花か』という俺達の名前をもじったものであること。

　妹が兄のことが大好きで大好きでたまらないという内容の物語。

　そして、ラノベを書くためという理由で何度もしてきたイチャイチャ取材。

　これらは確かに今振ふり返ると全部、涼花が俺のことを好きだという推測につながる。

　いや、冷静に考えてみればそう考えるしかないような要素の羅ら列れつかもしれない。

　……だが、俺は今までそういった考え方をしてこなかった。それは、俺が涼花から嫌われているという考えが、いわば絶対的な壁かべとして、その推測につながる道を閉とざしていたからだ。

　あり得ないこと。考えるまでもないこと。まったくゼロの可能性。

　けれど今、その立ちはだかっていた壁は、他ほかでもない涼花自身の手によって打ち砕くだかれてしまった。すると、これ以上ないくらい明白な事実が、今まで重ねてきた時間の分、一気に俺に押し寄せてくる。

　つまり──

　……涼花は、本当に俺のことを……？

「お兄ちゃん……？」

　その時、胸に抱きついていた涼花が、そっと俺に声をかける。

　俺はハッと我に返り、ちょうど俺を見上げる涼花と目が合った。

　その一点の曇くもりもない瞳ひとみに、俺は思わず吸い込まれそうな感覚に陥る。

「お兄ちゃんは、私の告白をまだ信じられませんか？」

「…………」

　その質問に、今度は何も返せなかった。

　さっきまでなら「そんなことがあるはずがない」と焦りと共に否定していただろうけれど、今の俺はただ黙だまっているしかなかった。

　気がつけば、混乱していた意識もいつの間にか落ち着いていた。今はただ、ドキドキと心臓だけが強く速く動いているだけだ。

　俺はもう一度、涼花の瞳を見下ろす。

　その澄すんだ輝かがやきを見て、俺はようやく納得した。するしかなかった。

　──涼花は本気なんだ、と。

「……どうやら、やっと信じてもらえたみたいですね」

　俺の心の中を読んだかのように、涼花は少しだけ笑ってそう呟いた。

　俺はそれにも沈ちん黙もくするしかなく、そしてその沈黙こそが肯こう定ていの証あかしでもあった。

「…………」

「………………」

　しばらくの間、俺達の間になんともいえない静せい寂じやくが訪おとずれていた。

　涼花は俺に抱きついたまま、俺はただ両手を下げて立ち尽くしたままだ。

　お互たがい何も言わないが、不思議と居い心地ごこちの悪くない静寂。

　だがそれも、やがて涼花が口を開いたことで終わりを告げた。

「……お兄ちゃんは、きっと不思議に思ってますよね？」

「え？」

「私がいきなりこんな告白をしたことに、です」

「あ、ああ……」

「仕方がなかったんです。私にはもうこうするしかなかったんですよ。私の本当の気持ちを打ち明ける以外、どうすることもできなかったんです。……あ、でもでも、だからといって告白の内容自体は、決して苦し紛まぎれのものじゃないですからね!?」

「そ、そんなことは思ってないけど!?」

「な、ならいいのですか。……それで、私が告白した理由についてですが──お兄ちゃんはさっきこう言いましたよね？　兄が妹の幸せを優先するのは当然だと。だから、お兄ちゃんに幸せになってほしいという私の願いはきけない、と。そうでしたよね？」

　涼花が今までで一番真しん剣けんな様子で、何度も俺に訊たずねる。

　涼花が何を言おうとしているのかわからないながらも、俺はその気配に押される形で反射的に頷うなずくしかなかった。

「……お兄ちゃんはその考え方を最後まで曲げませんでした。でも、私はそんなのは絶対嫌いやです。私のためにお兄ちゃんが不幸になるなんて、そんなのは決してあってはならないことです……！　だから私は告白するしかなかったんです……！　素直になれないままでいることは、もう絶対に許されなかったんです……！」

「ど、どういう意味だ……？　どうしてそれで告白なんて……」

　俺が涼花の真意を掴つかめずに戸と惑まどっていると、涼花は俺をキッと睨にらみ付け、言った。

「そんなの決まってるじゃないですか！　お兄ちゃんは、兄と妹なら兄の方が優先だって言いましたよね!?　それが兄の使命だとも言いましたよね!?　……私には、お兄ちゃんのその頑がん固こな考えを変えることはできませんでした……！　だから、もうその前提を超こえるしかないって思ったんじゃないですか！」

「ぜ、前提って……」

「はい、兄と妹なら兄優先でいいですよ！　お兄ちゃんは優やさしくて素す敵てきで最高のお兄ちゃんですから、絶対にその考えを変えない！　もうそれでかまいません！」

　でも──と、涼花は大きく息を吸う。

「でも、私はお兄ちゃんのことを兄妹きようだいとか関係なく、一人の男性として好きなんです！　世界で一番好きな人なんです！　そして、好きな人を想う気持ちは、兄妹の愛を超えて、もっともっと強いんです！　優先されるべきものです！　だから──……だから、私は好きな人に幸せになってもらいたいから、本当の気持ちを告白するしかなかったんじゃないですか！　どうしてそれをわかってくれないんですか！」

「えええ!?」

　半ばキレ気味にそう迫せまられて、俺は思いっきり慌あわてる。

　ふーふーと息も荒あらく半泣きで詰つめ寄ってくる涼花の勢いと、そしてそれ以上に衝しよう撃げき的な内容の発言に、俺の脳の容量があっという間にオーバーしそうになる。

　だが、それを寸前で堪こらえて、俺は涼花の言葉をなんとかのみ込む。

　つまり、涼花はこう言っているのだ。

　俺は涼花の幸せを優先したけれど、そんなことは許さない。

　それ以上に、涼花の俺に幸せになってほしいという気持ちは強い。

　そしてそれは兄妹という枠わくを超えたものだ。なぜなら──




　──俺のことが、一人の男として、世界で一番好きだから。




　……なんてこった。こんなことがあり得るか？

　……あの涼花が、俺のことを好き？　しかも、兄妹とか関係なく、だと？

　……それって、俺とまったく同じことを考えてたってことじゃないか。

　いくら考えても、それはまるで現実感のない状じよう況きようだった。

　普ふ通つうだったら到とう底てい信じられるものじゃない。

　けれど目の前にいる涼花が、その温かな感かん触しよくが、そして今投げかけられた強い言葉が、全すべてこれが現実だってことを物語っている。決して目を逸そらしてはいけないと、俺に訴うつたえかけてくる。

　じゃあ……、じゃあ俺は、どうすれば……？

「お兄ちゃん」

　その時、涼花の声で、俺は思考から呼び戻もどされた。

　見ると、涼花は俺の胸に抱だきついたままさっきとはうって変わって落ち着いた様子で、かすかに上気した顔で俺を見上げていた。

「一つ、お願いをしてもいいですか？」

「お願い？」

　急に意外なことを言われ、俺は面食らう。

　だが涼花はやっぱり落ち着いたままで、静かにこう続けた。

「私の告白への、……お兄ちゃんの答えを聞かせてほしいです」

　それはある意味で当然のことだった。

　涼花は今俺へ告白した。だったら、俺はその告白に返事をしなければいけない。

　そんな当たり前のことさえ思いつかないくらい、俺の頭は混乱していたということなのかもしれない。

　だが、涼花にそう言われて、ようやく思考が告白の返事へと至ると、その瞬しゆん間かんに俺の心にある感情が湧わき上がってきた。




　──うれしい。




　それは紛れもなく、うれしいという気持ちだった。

　素す直なおにうれしかった。

　涼花の告白がうれしかった。

　俺と涼花が実は両想いだったとわかって、それがこの上なくうれしかった。

　こんなにもうれしくて、そしてなぜか泣きたくなるような幸せを感じたことは、今まで一度もなかった。

　だが、

「…………っ」

　……だが、その時湧き上がってきたのはそれだけじゃなかった。

　うれしいという気持ちと同時に、まるでその裏側に寄り添そうようにあった想い。

　それは「この気持ちを決して表に出してはいけない」という考えだった。

　俺は涼花のことが好きだ。世界で一番大事な女の子だ。

　そして涼花も、俺のことを世界で一番好きだと言ってくれた。

　両想い。相思相愛。一見何の問題もないように見えるかもしれない。

　……だが、決して忘れてはいけない事実がある。

　それは、なにがあろうと俺達は兄妹だってことだ。

　兄妹でそんな関係になってはいけない。

　兄と妹は、どこまで行っても兄と妹に過ぎない。

　その構図からは決して逃のがれることはできない。

　もし、その事実から目を逸らして突つき進んでしまったとしたら、それは間ま違ちがいなく涼花を「不幸にする」ことになる。

　最悪、俺だけが不幸になるのはかまわない。

　涼花を好きだという気持ちに嘘うそ偽いつわりはないんだ。それを貫つらぬいた結果、俺自身が重荷を背負うのは仕方がないことだ。覚かく悟ごもしている。

　でも、涼花が不幸に見み舞まわれることだけは絶対にダメだ。

　兄妹で両想いになって、涼花が罪を背負う。そう考えただけで、俺はもう耐たえられなくなる。

　涼花の輝かしい人生に影かげが差すようなことは許されない。それが俺自身によってもたらされるとなればなおさらだ。

　涼花は大切な妹であり、世界で一番大事な女の子。

　決して「不幸にする」ことがあっちゃいけない。

　それだけは、自分の気持ちを偽ってでも回かい避ひしないといけないんだ。

　だったら──

　……だったらどう答えるべきかなんて、そんなの決まってるじゃないか……。

「……お兄ちゃん？」

　その時、黙り込んだままの俺を見上げて、涼花が少しだけ首を傾かしげる。

　心配と不安が入り混じったような、すがるような視線を俺に向ける涼花。

　俺の胸に抱きつきながら、小さな子供のように俺の服をキュッとつかむ。まるで、どこにも行ってほしくない、ずっと傍そばにいてほしいと訴えかけるかのように。

　そんな涼花を見ていると、俺はそのまま涼花を強く強く抱きしめたくなる。

　どうしようもなく可愛かわいくて愛いとおしくて、決して誰だれにも渡わたしたくないと感じる。俺の全人生をかけて守り続けたいと思ってしまう。

　けれど、

　……けれど、その想おもい自体が涼花を「不幸にする」ことにつながるんだ。

　できない。

　してはいけない。

　今ここで一歩踏ふみ込んでしまえば、もう取り返しがつかなくなる。

「…………涼花」

　だから俺は、身体からだの中から湧き上がってくる衝しよう動どうに耐える。

　涼花を抱きしめたいという気持ちを抑おさえ込み、涼花を好きだという気持ちを封ふう印いんする。

　そうして俺は全てを諦あきらめると、大きく息を吐はいて身体の力を抜ぬいた。

　ゆっくりと両手を上げると、涼花の背中に回す代わりに、そっと両りよう肩かたに触ふれた。

　それから、俺は抱きついていた涼花をそっと引き離はなしたのだった。

「お兄、ちゃん……？」

　俺の行動の意味がわからず、困こん惑わくした表情でこちらを見つめる涼花。

　その顔にはさらに不安そうな影がよぎり、俺はそれを見て胸が痛むが、決して表情には出さないように努めながら、なんとか笑えみを浮うかべる。

「告白の答え、だよな？」

　いつもと変わらない調子で、なんとか声が震ふるえないよう苦労しながら、俺は口を開く。

　告白の答えと聞いてビクリと身を硬かたくする涼花。

　そんな涼花を見ながら、俺は今から嘘偽りある答えを返す。

　決して表に出してはいけない本当の気持ちを、強く強く抑え込みながら。

「……その、ありがとうな？　俺のこと、好きだって言ってくれて」

「あ、うぅ……！」

　俺がそう言うと、涼花がカッと顔を赤くして恥はずかしそうに俯うつむいてしまう。

　そんな仕草もたまらなく可愛いかったけれど、見とれている余よ裕ゆうは今の俺にはない。

「正直驚おどろいたよ。お前にそんな風に想われてるなんて、考えてもいなかったから。昔からずっと嫌きらわれてると思ってたし」

「で、ですからそれは、私が素直になれなかったからで……！」

「わ、わかってる。いまだに実感はないけど、そういうことだったってのは理解したよ。……お前に好きだって言ってもらえて、す、すごくうれしかった……」

　俺がそう言うと、涼花は「あ……」と息を吞のんで顔を輝かがやかせる。

　その肯こう定てい的な反応から、その続きの言葉を期待するかのように。

「……俺もお前のことが好きだよ」

　そうして、俺は涼花の告白に対してそう返した。

　瞬間、涼花の表情が喜びで染まる。

　けど、

「けど」

　その先の本心を、俺が口にすることはできない。

　だから俺は、すぐさまその喜びを打ち消す言葉を口にするしかない。

「それはあくまで妹として、だ」

「……え？」

「俺はお前のことが好きだし、大切に想ってる。でもそれは妹としてであって、一人の女の子として見ることはできない」

　俺は言わなければならないと決めたことを、そのまま無心に発していく。

　その硬こう質しつで乾かん燥そうした自分の言葉を聞いて、俺の胸がズキリと痛んだ。

　けど、いくら心が悲鳴を上げようと、俺はそれを続けなければいけない。

「俺にとっては涼花、お前は妹だ。大好きで、世界で一番大事な存在だけど、それでもやっぱり妹なんだ。それ以外の目でお前を見ることはできない。……だから──」

　ごめん。

　俺はそう言って口を閉じた。

　最後の言葉は、まるで呟つぶやくように小さなものになってしまった。

　ハッキリと想いを断たち切るために言いきらないといけなかったのに、未練がその決意を揺ゆるがせて、かろうじて言えたというレベルになってしまった。

　だが、かろうじてでもその響ひびきはやはり残ざん酷こくなものに聞こえた。

　言った自分でもそう感じたんだ。涼花は一体どう思っただろう？

　……いや、拒きよ絶ぜつの答えを聞いて傷つかない人間がいるはずがない。そして、その傷をつけたのが俺自身だという事実が、胸をかきむしりたくなるくらい苦々しかった。

　でも、それでも涼花を不幸にしないため、俺はこう答えるしかなかったんだ……！

「……ごめん」

　俺はもう一度呟く。

　今度は告白に対する返事ではなく、こんな答えしか返せない俺というバカな人間についての謝罪の言葉だった。

　とはいえ、何はともあれ、なんとか言い切ることはできた。

　今度こそ、本当に嫌われたかもしれない。

　いや、嫌われはしなくとも、今までみたいな関係にはもう戻れないことは間違いない。

　兄妹きようだいで告白をして、そしてフラれて、それでも元の関係に戻りました──なんて甘い展開はあり得ない。

　優しくて強い涼花のことだから、なんとか気き丈じように振ふる舞まおうとするに違ちがいない。俺もそれに合わせようとするだろう。

　でも、きっとその日常は今までと全然違った意味でギクシャクする。まるで、永遠に治らない傷から目を背そむけ、なかったことにしようとする感じで。

　だが、いくら意識しないようにしても傷は残ったままだ。

　おそらく、昔みたいに冷え切った関係の方がまだマシだったと思えるくらい、その傷は俺達の中で疼うずき続けるのだろう。

　それがわかっていてもなお、俺は自分の正直な気持ちを打ち明けられない。

　涼花の幸せのために、涼花の告白を受け入れることはできない。

「………………ごめん」

　三回目は、もはや何に対して謝っているのかもわからなかった。

　自然と口から漏もれたものだ。なんにせよ、俺の答えはこれで終わりだ。

「…………」

「………………」

　重苦しい沈ちん黙もくが辺りを覆おおう。まるで今の俺の気分が溢あふれ出したみたいだ。

　涼花は俯いて黙だまっている。垂れ下がった前まえ髪がみに隠かくれ、その表情を窺うかがうことはできない。

　傷ついているのだろうか？　いや、そうじゃないはずがない。

　涼花はどれだけの勇気を振り絞しぼって告白したのだろう。俺はそれを拒絶したんだ。涼花の想いを踏みにじったんだ。どうせなら、今すぐこの場で消えてしまいたい。

　だが、現実は厳しい。あったことをなかったようにはできない。

「……………………」

　やはり涼花は黙ったまま。だけど、次に何か言うべきなのは涼花だった。

　俺の答えを受けて、涼花はどんな反応を見せるだろう。

　そうですかと言って、目に涙なみだを溜ためながらも笑顔を見せるのだろうか。

　それとも傷ついた心のままに、俺を責めるのだろうか？

　なんにせよ、どんな反応を見せたとしても、俺はそれを真正面から受けとめないといけない。俺は涼花の兄貴でい続けなければならないのだから。

「…………っ！」

　そんなことを考えていた時だった。

　いきなり、涼花が無言のままバッと勢いよく顔を上げた。

「……え？」

　俺はその顔を見て呆ぼう然ぜんとする。

　涼花は涙をボロボロとこぼしながら俺をキッと睨にらみ付けていた。しかしその表情はどう表現したらいいのかわからないものだったのだ。

　悲しみと怒いかりだけじゃない。焦あせりや悔くやしさ、苦しさや虚むなしさ、その他もろもろの感情が溢れ出ていて、まるで今にも心が爆ばく発はつしそうだといった雰ふん囲い気き。

　俺はその迫はく力りよくに圧あつ倒とうされて何も言えずに立ち尽つくすしかなかったのだが、次の瞬しゆん間かん、涼花が予想もしていなかった行動に出て、俺は驚きよう愕がくする。

「あ、おい、涼花!?」

　涼花は突とつ然ぜん、ものすごいスピードでその場から走り去ってしまったのだ。

　間もなく、玄げん関かんの方からガチャ、バタンというドアの開閉音が聞こえてきた。

　どうやら涼花は家の外に出ていってしまったらしい。

「…………す、涼花？」

　俺はいきなりのことに何が起こったのかもわからず唖あ然ぜんとしていた。

　だが、すぐにハッと我に返ると、

「涼花!!」

　俺もまた、気づけば涼花と同じように走り出していたのだった。




　　　　▼




「涼花！　おい、涼花、どこだ！」

　玄関から飛び出した俺は、そう叫さけびながら涼花の姿を捜す。

　外はもうすっかり暗くなっていて、街灯の光が頼たよりなく辺りを照らしているだけだったが、それでも道の先にかろうじて見つけた。

　今さっき出ていったばかりのはずなのに、涼花の背中はもう遠く、小さくなっていて、今にも視界から消えてしまいそうだった。

「くそ……っ！」

　俺は涼花を追いかけて走り出した。

　初めから全速力を出したおかげか、なんとか声が届くくらいまではすぐに近づくことができたのだが、そこから先はまるで距きよ離りが縮まらない。俺の出せる最高速で走っても全然追い付く気配がなかった。

　……さすがはスポーツ万ばん能のう。足の速さも半はん端ぱじゃない……！

「……待て、涼花！　待ってくれ……！」

　俺は走りながら、涼花の背中に向けて必死に声をなげかける。

　早くも息が上がりかけている中で声を出したので、思いっきりかすれていた。

　さらにその分酸素の供給も減ったことで、一気に身体からだが悲鳴を上げる。

　だが俺はそれを無視してスピードを緩ゆるめることなく、再度涼花に呼びかけた。

「涼花、待てってば……！　なんで逃にげるんだよ……！」

　声に混じって風を切る音と、ぜぇぜぇという自分の呼吸音が聞こえる。

　それでも涼花の声を聞き逃のがすまいと耳を澄すましていると、ふと前を走る涼花が走りながら後ろを振り向くのが見えた。

「なんで追いかけてきてるんですか……！　私を一人にしてください！」

　俺と違ってハッキリとした声の上に、そんな体勢になってもまるでスピードが落ちる気配がない。おまけに息が切れてる様子もない。

　こっちはもう早くも限界だってのに、これじゃ追いつくどころかついていくのがやっとじゃないか……！

　俺は心の中でそう愚ぐ痴ちりながらも、決して離はなされまいと足を動かし続ける。

　追いつくことはできなくても声は届くんだ。今はただ、呼びかけ続けるしかない。

「……お、お前を一人になんかできるか……！　こんな時間に、はぁはぁ……、あんな状じよう況きようで飛び出していきやがって……！」

「いいじゃないですか！　好きでもない私のことなんて、放ほうっておいてください！」

「できるわけないことを言うな!!」

　俺が声を張り上げると、涼花が苦し気に口を閉じた。

「……いいから、まずは止まれ……！」

「い、嫌いやです！　止まりません！　追いかけてこないでください！」

「……はぁはぁ、なんでだよ……！　どうして逃げたりなんかするんだ……！」

　俺が再びそう訊たずねると、涼花は少しうつむいた後に、

「わ、私が……、私がいる限り、お兄ちゃんは幸せになれないからです！」

　泣きそうな顔で俺を睨みながら、そう返した。

「は、はぁ!?　なんだよそれ……！　意味がわからない……！」

「いいから、もう放っておいてください！　お兄ちゃんは、私のことなんて忘れて生きていってください！」

「だから、できないことを言うなって言ってるだろ！」

　思わず叫んでしまい、俺は咳せき込む。だけど、あんなことを言われたら、声を張り上げずにはいられない。

「……ごほごほ……っ！　と、とにかく、教えてくれ……！　俺が幸せになれないって、どういう意味だよ……！」

「それは……！」

　俺の問いかけに涼花は一瞬言い淀よどんだが、すぐにまた俺を睨みながらハッキリとした口調で言い返してきた。

「わ、私の幸せはお兄ちゃんが幸せになることです！　でも、お兄ちゃんは自分よりも常に私を優先します！　私がやめてって言っても決してやめずに……！　だから、私がいる限りお兄ちゃんは幸せになれないんです！　私という存在が、お兄ちゃんを不幸にし続けるんです！」

　だから私は、お兄ちゃんの前からいなくならないといけないんです！　と、後半は泣きながらそう叫ぶ涼花。

　それを聞いて俺は、頭にカーッと血が上った。

「何言ってる!?　んなわけあるか！」

　そして、気づいたらそう叫んでいた。

　……涼花の存在が俺を不幸にし続けるだと？　そんなことがあってたまるか！

「俺はお前がいて不幸だなんて思ったことはな、人生で一度たりともない!!」

　断言できるし、どんなに息が苦しくても断言しないといけない。

　だって本当に、そんなフザケタことを考えた経験なんて一いつ切さいないのだ。

　それどころか逆だ。涼花がもし俺の前からいなくなったらと考えると、もうそれだけでどうにかなってしまいそうだった。

　……涼花は俺の大好きな、世界で一番大事な女の子なんだぞ!?　それが俺の前から消えるだと？　そんなのもう、字じ面づらだけでも不幸に決まってるじゃねえかよ！　勝手なことを言ってんじゃねえぞ！

「……はぁはぁ、ふざけやがって……！」

　俺は怒おこっていた。涼花といることが幸せな俺に、よくもまあそんなことが言えるもんだ。

　たとえそれが当の涼花の言葉だとしても──いや、だからこそ余計に、俺は怒りが収まらなかった。酸欠と怒りが相まって、頭の中がグワングワンと揺ゆれる。

　だから、だろうか。

「……いいか、涼花！　お前は俺にとってこの世で一番大切な妹なんだよ！　ずっと、これからもずっと傍そばにいてほしい、かけがえのない存在なんだ！　なのに勝手に、一いつ緒しよにいると不幸になるとか言うんじゃない!!」

　気づいたら、俺は声を振り絞ってそんなことを叫んでいた。

　それはもちろん心の奥底からの叫びだったが、だからこそ、そこには封ふう印いんしていた涼花への本当の想いが混ざってしまっていた。

　──ずっと傍にいてほしい、かけがえのない存在。

　そんなのは、いくら大切だとはいえ、決して妹相手に投げかけるべき言葉じゃないっていうのに。

「な……っ!?」

　涼花は俺の言葉を聞いて、遠目にもわかるくらい顔を真っ赤にさせる。

　それに合わせてわずかに速度が落ちたかと思ったが、それもつかの間、すぐさま元のスピードに戻もどってこう言った。

「そ、そんなのはウソです！　わ、私にずっと傍にいてほしいなんて……！　そ、そんなことお兄ちゃんが思ってるはずがありません！」

「思ってるんだよ！　マジで俺は！」

　俺は半ばヤケクソになってそう返すしかなかった。

　一度口から出た言葉はもう否定できない。それに正直否定する気にならなかった。

　ずっと想いを封印してきて、そして涼花を傷つけて、それでも涼花を不幸にするわけにはいかなくて──

　そんな考えが頭の中でグルグルと回って、もはや俺はまともな判断ができなくなっていた。こうなったらもう心に任せて、俺はただ涼花に追いつくために走り続けるしかないと開き直ることくらいしか。

「ウソです！　そんなのウソです！　あり得ません！」

　しかし、涼花はぶんぶんと首を振ふりながら俺の言葉を否定する。

　それはどこか必死の様子で、まるでそうしたくないけどそうしないといけないと自分に言い聞かせているような仕草だった。

「お、お兄ちゃんは私のことを妹としてしか見てないのに、ずっと傍にいてほしいと思うなんておかしいじゃないですか……！」

　頭のいい涼花は、俺の言葉のおかしな点を見み逃のがさない。

「……そうですよ、お兄ちゃんにとって私はあくまで妹でしかないんです……！　そして私が妹である限り、お兄ちゃんは絶対に幸せになれないんです……！　だってお兄ちゃんはお兄ちゃんだから……！　自分の幸せを差し置いてでも、妹のために尽くしてしまう人だから……！　だから私が妹として存在している限りどうしようもないんです！　お兄ちゃんはそれ以外の目線で私を見てくれないんですから！」

　そして、俺の言葉におかしな点がある以上、涼花は決して持論を曲げない。

　だからといってこちらも引き下がるわけにいかず、俺達はその後も夜の住宅街を走り続けながら、しばらくの間「違ちがう！」「違わない！」と堂どう々どう巡めぐりのやり取りを続ける。

　……ああもう、もどかしい！　どうしてわかってくれないんだ!?

　そろそろ体力が底をつきかけ、引き離されないように走るのもつらくなってきた。

　脚あしの筋肉も肺もさっきから限界の悲鳴を上げているが、俺は無む理り矢や理りそれをシャットアウトし続けている。

　そうすると、いよいよ頭がおかしくなってきた。兄の使命やら、一人の女の子やら、妹としてやら、涼花の幸せやら、そんな単語が脳内から溢あふれ出し、もう自分で何が何だかわからなくなってきた。

「……ああもう！　俺がお前を妹としてしか見られないのは、お前が不幸になっちまうからなんだよ！　どうしてわからないんだ……！」

　溢れ出た言葉が、そのまま口から飛び出す。

　マズイと思っても止められない。そんな判断ができるような状態じゃない。

　今の俺は、ただ涼花に止まってほしくて──俺の傍から離れないでほしくて必死だったんだ。

「不幸……？　わ、私が不幸になるって、一体どういう意味ですか!?　お兄ちゃんは何を言っているんですか!?」

「そのまんまの意味だよ！　俺達は兄妹きようだいなんだぞ!?　それなのに、お前を妹以外の目で見るなんて……！　そんなの、お前を不幸にしちまうだけじゃないか！」

　そして俺は、ついに本音をぶちまける。

　もはや取り繕つくろっている余よ裕ゆうなんて、これっぽっちもなかった。

「ふ……、ふざけないでください!!」

　そして次の瞬しゆん間かん、涼花のそんな声が辺りに響ひびき渡わたった。

　それは、走りながらどうやったらそんな大きな声が出せるんだと思うくらいの、ほとんど絶ぜつ叫きように近いものだった。

　俺はその響きに、息が上がって俯うつむきかけていた顔を思わず上げる。

　すると、涼花が走り続けながらもこちらに振り返っている姿が見えた。

　今までにないくらい俺を強く睨にらみ付け、真っ赤になりながら涙なみだをボロボロとこぼしている。それは紛まぎれもなく、怒っている表情だった。

「な、な、何をバカなことを……！　お、おに、お兄ちゃんは、ほ、本気で……、本気でそんなことを考えていたんですか……!?」

　泣きながらだからか、それともあまりの怒いかりで舌が上手うまく回らないのか、所々言葉に詰つまりながら言う涼花。

　だが、そんなことを気にする様子もなく、涼花はさらに声を張り上げる。

「お、お兄ちゃんが私を妹以外の目で見たら、わた、私が不幸になるなんて……、そんなことを本気で考えていたと言うんですか!?」

「そうだよ！　当たり前のことだろ！」

　俺は、その叩たたきつけられるような問いに負けないくらいの強さで答える。

　だが、

「ふざけるのもいい加減にしてください！」

　それをさらに一いつ蹴しゆうするかのような勢いで、涼花は続けた。

「私が不幸になるとかどうとか、そんなことはお兄ちゃんが決めることじゃありません！私が幸せかどうかは、私自身が決めます!!」

　ふざけないでください！　と、涼花はさらに繰くり返した。

　それは、今までで一番強い言葉だった。心の底から絞しぼり出したかのような絶叫に、俺は胸を貫つらぬかれたかのような感覚に陥おちいる。

　何か言い返さないといけないと頭でわかっていても、口から声が出てこない。というか言い返す言葉が、俺の中には何も見つからなかった。

「わ、わた、私の幸せは、私が決めるんです……！」

　黙だまったままの俺に対して、涼花は涙で顔をグシャグシャにしながら、嗚お咽えつの入り混じった声でさらに言葉を続ける。

「お、お兄ちゃんに妹じゃなくて、一人の女の子として見られるなんて……！　そ、そんなの……、そんなの不幸なはずがないじゃないですか！　きょ、兄妹だからとか、そんなの関係ありません……！　人の心を勝手に決めないでください！」

　涼花は止まらない。

「わ、私の幸せは、お兄ちゃんと一緒にいることです……！　お兄ちゃんのいない幸せなんて、私にはあり得ません……！　私は、お、お兄ちゃんがいてくれるだけで、もうそれだけで幸せなんです……！」

　溢れ出る感情をそのまま吐はき出すように。

「お、お兄ちゃんが傍にいてくれると、なんだかポカポカして、胸がきゅうって甘く痺しびれて、ナデナデされたりギュッとしてもらうと、もうそれだけで心がふわふわしちゃうくらい幸せで……！　ほら、私がどれだけお兄ちゃんから幸せをもらってるか、お兄ちゃんはわかってるんですか!?　不幸なんて欠片かけらもありません！」

　自分がいかに幸せなのかを語り続ける。

「わ、私はお兄ちゃんがいるだけでこんなにも幸せなんです……！　でも、これだって一番の幸せじゃありません……！　な、何が私の一番の幸せかわかりますか？」

　涼花は必死な表情で、俺に言葉を投げかける。

「わ、私の、私の一番の幸せは……！　お、お兄ちゃんが幸せであることです！」

　ドキリと、心臓が跳はねる。

　それは、俺の涼花に対する考えと、まったく同じものだったから。

「お兄ちゃんが自分自身の幸せを目指すことが、私の一番の幸せなんです！　そんなの当たり前のことじゃないですか！　お、お兄ちゃんは世界で一番大事な人だから……！　世界で一番好きな人だから……！　だから、その人が幸せになることが一番の幸せに決まってるじゃないですか!!」

　そう言って、涼花は走りながら空を見上げる。

　そして、俺に向けてでもなく、自分に向けてでもなく、誰だれかに向けてでもなく。

　ただ、世界に対してこう宣言した。




「私はお兄ちゃんのことが大好きなんです!!」




　涼花のむき出しの心が、星の見えない夜空に響き渡った。

　俺はそれを聞いて──……いや、涼花の心の叫さけびの全すべてを聞き続けて、頭の中が真っ白になっていた。

　だがやがて、そんな真っ白な中に少しずつ、言葉が浮うかんでくる。

　やがて現れたのは「なんだそれは……！」という反感だった。

　……なんだよ、なんなんだよそれ……！

　……俺がずっと悩なやみ続けたことを、心の底に永遠に封ふう印いんしようとまで考えたことを、そんな簡単に蹴けり飛ばしやがって……！

　……お前はどんだけ強いんだよ……！　どんだけ俺のことが好きなんだよ……！

　……俺と同じことを考えていながら、俺を軽く超こえやがって……！　俺のことも自分自身も信じ切りやがって……！　お前はどこまで完かん璧ぺきな妹さまなんだよ……！

　……気に入らない。まるでこれじゃ、俺の涼花に対する気持ちが負けてるみたいじゃないか……！　他の分野じゃまるで涼花に頭が上がらない俺だけど、お前が好きだって気持ちだけは、絶対に負けるつもりはないんだ……！

　……そうかそうか、お前は不幸にならないんだな？　俺がお前を一人の女の子として見ても、絶対に不幸になんてならないって宣言したよな？　俺の妹さまがそう言った以上、それは間違いのないことだ。この世で一番信じられる言葉だ……！

　……じゃあ、もう我が慢まんなんてしなくていいって、ことだよな……！

「……ざっけんな……！」

　気がついたら、俺はそう呟つぶやいていた。

　自分の中で何かがキレて、俺は大きく息を吸い込み、そして言った。

　世界に対して、涼花に負けないくらい大きな声で。




「俺はお前のことが大好きだ!!」




　その瞬間、自分の中で今まで押し留とどめられていたものが全て爆ばく発はつした。

　溢れ出る言葉がそのまま、口を通して世界に吐き出されていく。

「俺はお前のことが好きなんだよ！　妹がとか一人の女の子がとか、そんなことはどうでもいい！　ただ、お前が世界で一番大事な女の子なんだ！　ずっと傍そばにいて笑っていてほしい存在なんだ!!」

　ああもう、なんて恥はずかしい告白だよ！　我ながら恥ずかしくて恥ずかしくて、顔から火が出るってのはこのことだ！

　でも、もう止まらなかった。だってこれは俺の本心だからだ。

　涼花が本心をさらけ出した以上、俺がそれに負けるわけにはいかない。

　俺はもうわけがわからないまま、ただ心に従って言葉を発し続ける。

　自分がいかに涼花のことが好きか。どれだけ大事に想おもっているか。語っても語っても語りつくせない気分だ。

　だが、

「……はぁ、はぁ……？」

　ふと気がつくと、涼花がいつの間にか立ち止まっていることに気がついた。

　俺自身も、知らない間に走るのをやめていた。両手を膝ひざについて、ぜぇぜぇと荒あらい呼吸を繰り返している。視界がチカチカして、全身が重い。何も考えられない。

　だがそれでも、一向に呼吸が楽にならないまま、俺は顔を上げた。

「あ、あぅ、あうぅ……！」

　するとそこには、涼花が信じられないと言った表情で立ち尽つくしていた。

　驚おどろきに目を見開いて、ひたすら口をパクパクと動かしている。

「う、ウソです……よね？」

「はぁはぁ……、何がだよ……」

「い、いえ、ウソに決まってます……！　そんな、お兄ちゃんが私のことを、大好きだなんて、そんなこと……！」

「……ウソじゃない。さっき言った通り、俺はお前のことが好きだよ……」

「そ、それはまた、妹としてという意味なんでしょう……？」

「妹としても好きだし、一人の女の子としても好きだ。でも、ぶっちゃけそんな細かいことはどうでもいい。俺にとってお前は世界で一番大事な女の子で、そしてずっと傍にいてほしい存在だってことだよ……」

　今度は静かにそう言うと、涼花はしばらくの間微び動どうだにしなかったが、

「あ、あ……、あううううぅ……！」

　やがて言葉の意味を理解したのか、顔を真っ赤に染め上げた。

「や、やっぱりそんなのウソです……！　ま、またお兄ちゃんは、私を気づかってそんなことを言ってるに違ちがいありません……！」

「ああ、さっきまではそうだったよ。お前のためと思って、本当の気持ちは絶対に表に出さないでおこうと決めてた。……けど、結局我慢できずに、正直に打ち明けることになっちまった……」

　それでもまだ信じられないといった感じの涼花に、俺は続ける。

「何度でも言うよ。俺はお前が好きだ。……妹としてはずっと大事に想ってたけど、少し前にそれだけじゃないって気づかされたんだ……」

　俺は舞まいに告白された時のことを思い出す。

「妹ってだけじゃ収まらない気持ちが俺の中には確かにあった。涼花が俺にとってこの世で一番大切な存在なんだって、その時にわかったんだよ……」

「な、なら……！」

　涼花が前のめりになって言った。

「ならどうしてそう言ってくれなかったんですか!?　私が告白した時に、どうして正直にそう返してくれなかったんですか!?　そうしてくれたら、私は、私は……！」

「仕方なかったんだ。……俺はお前への気持ちを自覚した時から、絶対に表に出さないでおこうって決めたんだから。……俺達は兄妹きようだいだ。表に出しちまったら、お前のことを不幸にするって思ってた……」

「な……っ！」

　だから言えなかった。

　俺は包み隠かくさずそう答えた。

　……もっとも、そんな考えは涼花自身から否定されちまったけどな。

　自分の幸せは自分が決める……か。

　言われてみれば、当たり前の話だったのかもしれない。

　いくら俺が涼花のことを大事に想っていても、幸せか不幸せかを決めるのは涼花自身だ。

　だったらそんな涼花を信じて、俺は俺の気持ちを正直に打ち明ければよかったんだ。

「…………ちゃんの……」

「ん？」

　そんなことを考えていると、俯うつむいていた涼花がぷるぷると身体からだを小刻みに震ふるわせているのに気がついた。

　そして次の瞬しゆん間かん、

「お兄ちゃんのバカ!!」

「うわっ!?」

　すさまじい剣けん幕まくで、涼花が俺に向かって突とつ進しんしてきた。

「バカ！　バカです！　お兄ちゃんはバカじゃないですか!!」

「ちょ……っ!?　す、涼花!?」

　俺の胸に飛び込んで、そのままポカポカと叩たたいて来る涼花に、俺は面食らう。

　慌あわてて受け止めはしたものの、何が起きているのかわからない。

「ど、どうしたんだよ一体!?」

「バカバカバカ!!　お兄ちゃんの大バカ!!」

　だが涼花は泣きながらバカと繰くり返し、俺の胸を叩き続けるばかり。

「……ぐすっ。お、お兄ちゃんは本当にバカです……！　か、勝手にそんなこと考えて、勝手に一人で全部背負い込もうとして……！　お、おに、お兄ちゃんは、ひぐ……っ、どれだけバカなんですか……！　どれだけ優やさしければ気が済むんですか……！」

「…………ごめん」

　俺は素す直なおに謝るしかなかった。

　ああ、まったく涼花の言う通り、俺は本当にバカだった。

「……ほ、本当にお兄ちゃんはバカです……！　ちょっと考えればわかることじゃないですか……！　す、好きな人と一いつ緒しよにいられて、好きな人に好きと言われて、幸せじゃないはずがないじゃないですか……！　う、うう、うわあああああぁん！」
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　俺の胸に顔を埋うずめながら、ついに涼花は泣き出してしまった。

　妹を泣かせるなんて最低の兄貴だが、今だけは不思議と罪悪感はなかった。

　今、俺の胸の中にあるのはただ一つ、感謝だけ。

　ありがとう、涼花。俺のことを好きと言ってくれて。

　俺のことを、好きでい続けてくれて……。

「……ありがとうな、涼花」

「うう、ひっく……っ、お兄ちゃん……！　好き……！　好きですお兄ちゃん……！　世界で一番大好きです……！　ぐすっ、ううう……！　わ、私、今とっても幸せです……！幸せな妹で女の子です……！　ほ、本当ですから……！」

「……ああ、俺も幸せだ」

「うう、ううううう……！　お兄ちゃん……！　お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃん……！好き……！　大好き……！　好き好き好き……！　うう、ひぐ……っ、うわあああああああああああああああああぁん！」

　涼花は俺の胸に抱だきついて、感かん極きわまった様子でわんわんと泣き続ける。

　俺はそんな涼花を両りよう腕うでで包み込むように抱きしめながら、頭を優しく撫なで、小さな子供をあやすように、背中をぽんぽんと叩いてやる。

　涼花は泣きやまない。まるでこれまで抱いだいていた感情を、今この場で残さず吐はき出してしまおうとしているかのように涙なみだを流し続ける。

　俺もまた、そんな涼花をいつまでだって受け止めるつもりでいた。

　……泣きたければ泣けばいい。いくらバカな俺にだってわかってるから。この涙が悲しみではなく、喜びの結けつ晶しようだってことくらい……。

「…………」

　俺は涼花を抱きしめながら、ふと顔を上げる。

　ゆっくりと辺りを見回すと、そこは家の近くにある見慣れた公園だった。

　どうやら俺達は、近くの住宅街をグルグルと走り回り、最後に偶ぐう然ぜんここに辿たどり着いてしまったらしい。

　俺達以外に人の気配はなく、静まり返った夜の公園。

　俺達は、その後もずっとそこで抱き合ったまま時間を過ごした。

　涼花の泣き声が、いつまでもいつまでも静せい寂じやくの中に響ひびく。

　そうして、

「……お兄ちゃん、大好き……」

「ああ、俺もだ……」

　俺達はその日、両りよう想おもいになったのだった。








第二章　いつもの日常、変わった関係









　……まあ、だからって恋こい人びとになったとか、そんなことは全然ないんだけどな？




「……お兄ちゃん、寝ね癖ぐせがついたままです。ちゃんと顔を洗ったんですか？」

　次の日の朝、俺があくびをしながらキッチンに下りると、いつも通り朝食の支し度たくをしていた涼すず花かがジト目でそんなことを言ってきた。

「え？　ま、マジで？　どの辺が……」

「右の、ちょっと後ろの方です。完全に跳はね上がってます」

「げ、本当だ……。気づかなかった……」

「はぁ……、お兄ちゃんはもうちょっとしっかりしてください」

　涼花は心底呆あきれたといった感じでため息を吐つきながら、もう何度聞かされたかわからない、いつもの台詞せりふを口にした。

　俺はそそくさと洗面所に戻もどり、寝癖を直してから再びキッチンへ。

　すると朝食はすでに出来上がっており、俺はばつの悪い気分で食しよく卓たくに着いた。

「お兄ちゃんももう高校二年生です。身だしなみくらい、私に指し摘てきされる前に気をつけるようにしてください」

　すると涼花が紅茶を飲みながら、お小言の続きを言ってきた。

　そのやれやれといった表情が、なけなしの兄貴の尊厳をさらにグラつかせる。

「うぐ……。い、いやでも、さっきのも寝癖っていっても大したことなかったしさ。言うほど身だしなみがだらしないわけでもないだろ？」

　さすがに俺も言われっぱなしだと癪しやくなので、そう言い返すが、

「ネクタイも曲がっています。それも気づいていないようですが？」

　一いつ蹴しゆうされて、すごすごと引き下がるしかなかった。

　ネクタイを直し、俺も食事を始める。すると場はシンと静まり返り、食器の音くらいしか聞こえなくなった。なんだか気まずい。

　とはいえ、これがいつも通りの俺達の食事風景だった。なんだかんだで仲直りした後もこんな感じが続いている。基本的に食事中に話をする習慣がなかったので、傍はたから見れば冷え切った関係の時とそう変わらないように見えるかもしれない。

　だが、昔みたいに俺達の間に壁かべがあるわけじゃない。ただ涼花が完かん璧ぺき超ちよう人じんで、俺がちょっと隙すきを見せてしまっているというだけの、本当に何の変へん哲てつもない日常の一コマだ。いつもと何の変化もない平へい穏おんな日々。

　…………。

　………………いや、待ってくれ。

　……うん、わかってる。言いたいことはわかる。だがちょっと待ってほしい。

　あれだよな？　それっておかしくない？　ってことだよな？　なんで何事もなく日常に戻ってるんだって言いたいわけだよな？

　俺と涼花は両想いになったんじゃないの？　昨日のあの出来事はなんだったの？　夢なの？　夢オチなの？　全部俺の悲しい妄もう想そうだったの？　そういうの、どうかと思うよ？

　……と、そんな疑問が湧わいてくるのは当然だと思う。俺だって、読んでるラノベの展開がこんなことになってたら、絶対そうツッコんでるだろうし。

　だが、本当に少し待っていただきたい。こうなっているのには、その……、まあ、なんというかいろいろと事情があるんだ。正直、一言ではなかなか説明しづらいんだよ。

　けど、これだけは信じてくれ。

　昨日のあの出来事は現実で、俺と涼花は告白し合った。

　そしてお互たがいの気持ちを確かく認にんして、両想いになった。これは間ま違ちがいのない事実だ。

　問題は、じゃあ、どうして一夜明けた今日、それらしい変化が訪おとずれていないの？　バカなの？　死ぬの？　ってところなんだが──

　……それはまあ、言うなればこの一言に尽つきる。




　やっぱ兄妹きようだいで恋人になんてなれるわけねーだろ!!




　いやマジで、冷静に考えてみてくれよ！　マンガやアニメやラノベやエロゲやその他もろもろの世界じゃないんだからさぁ、リアルで兄と妹が恋人同士になるとか、そんなことはあり得るわけないだろ!?

　うん、あり得ない。あっちゃいけない。ファンタジーが過ぎる。

　……けど、あり得ないんだけど、だ。

　それでも、俺が涼花のことを好きで、涼花が俺のことを好きだっていうのは事実なわけで……。さすがに、もうそこから目を逸そらすようなことはしないと決めた。

　だから、俺達は昨日の晩、あれから家に帰っていろいろと話し合ったんだ。

　その話し合った結果の一つが、このいつも通りの日常という形で表れているというわけで、じゃあその話し合いってのは具体的にどんなもんだったかというと──

「お、お兄ちゃん……」

　その時、俺が自分の思考に集中していると、不意に涼花がさっきまでとはちょっと違った様子で声をかけてきた。

　ほんのりと頬ほおを赤く染め、どこか遠えん慮りよがちに、しかし期待に満ちた表情で、上うわ目め遣づかいでチラチラと俺の方に視線を向けている涼花。

　俺はその可愛かわいさに、思わず手に持ってたトーストを落としかけるが、なんとか耐たえながら「な、なんだ？」と返す。

「あ、あの……、今から永遠とわ野の誓ちかいタイムをしたいです……」

　すると、涼花がモジモジしながらそんなことを言ってきたので、俺はカッと顔が熱くなるのを感じる。

　改めてそう言われると、ぶっちゃけ恥はずかしくてたまらない。けどもちろん嫌いやじゃないので、俺は「あ、ああ」と頷うなずく以外なかった。

「で、でも、その……、何をどうすればいいんだ……？」

「そ、それはその……、こ、恋人同士なのですから、なんといいますか……、恋人同士っぽい朝食の摂とり方があるのではないでしょうか!?」

「こ、恋人同士っぽい朝食の摂り方……!?」

　ビビビッと、俺達の間に特に意味もなく電流が走る。

「た、確かにそうかもしれないけど、具体的にはどんなのが恋人同士っぽいんだ……？」

「え、えっと……、やっぱりここは食事なわけですから、恋人同士ならアーンをするのが当然なのではないかと！」

　両手をグッと握にぎりしめて言う涼花に、俺は「な、なるほど」と頷く。

「確かにアーンは恋人っぽいか……。じゃ、じゃあやってみるけど、えーと……、トーストくらいしかないけど、それでやるしかないよな？」

「は、はい。では、私は覚かく悟ごできていますので、ど、どうぞ……！」

　そう言って身構える涼花。正直、覚悟ってこういう場面で使う単語なのだろうか？

　それはともかく、おれは涼花の皿に載のっていたトーストを持ち上げ、ゆっくりと涼花の口元へと近づける。……あ、ヤバい、これすげぇ恥ずかしい……！

「す、涼花、アーン……！」

「あ、アーン……！」

　それでもなんとかがんばって、俺は涼花にアーンをする。

　涼花も顔を真っ赤にして、どこか必死な様子でトーストにかじりつく。

　そうして数回咀そ嚼しやくしたのち、コクリとのみ込むと、

「……あ、あの、なんか思ってたようなイチャイチャした雰ふん囲い気きにならないですね……。トーストも食べにくいですし……」

　なんだかすごくコレジャナイ感いっぱいの顔で、残念そうにそう言った。

　……まあ俺もやっててそんな感じがした。トーストはアーンするには大きすぎるし、そもそもそういうことには向いてない食べ物な気がする。……いや、じゃあ何が向いてるんだと言われたら困るのだが……。

「む、むうぅ」

　そんなことを考えていると、涼花が不満そうに頬を膨ふくらませた。

「せっかくの恋人の時間なのに、上手うまくいきません……。今までなら取材という名目でイチャイチャしてきたのに、いざ本当の恋人同士になったらどうすればいいのか戸と惑まどってしまいます」

　……それは俺も同じ気分だ。改めて恋人同士と言われても、何をどうすればいいのかとかさっぱりわからん。

「ああもう、もどかしいです……！　恋人の時間は限られているのに……！」

　焦じれたようにそわそわする涼花。だが俺はそんな涼花に、こう声をかける。

「落ち着けって。そんなに焦あせらなくても、これから少しずつ模も索さくしていけばいいだけじゃないか。時間はこれからいくらでもあるんだから」

　そう言うと、涼花はハッとした様子で俺の方を向き、そして顔を赤くして俯うつむく。

「そ、そうですね。私達はいつだって永遠野誓になれるんですから、そんなに焦る必要はありませんでしたよね」

「そうそう。だから、これから一いつ緒しよに考えていこうぜ」

「……はい、その通りでした。これからは私だけじゃなく、お兄ちゃんと二人で恋人同士のイチャイチャを探していくんでしたね」

　涼花はそう言って、頬を赤らめたまま柔やわらかく笑う。

　その笑え顔がおが可愛すぎて、俺は思わず照れ隠かくしでこう続ける。

「あ、でも知ってる人がいる時は永遠野誓は禁止だから、それは忘れるなよ？」

「……む、わかってますよ。でも私は、別に誰だれが周りにいようが永遠野誓として振ふる舞まっても問題ないと思いますけど……」

「だから、それはダメだって昨日決めただろ!?　普ふ段だんの俺達は、あくまでも仲良し兄妹として振る舞うんだって！」

「むー、わかってます」

　とはいうものの、やっぱりまだ不満そうな涼花。

　だけど、こればっかりは守ってもらわないと困る。

　だってそれは俺達が昨日の夜、お互いに話し合って出した結論なんだから。

「でしたら余計に、永遠野誓タイムは大事にしなければいけません！　えっと、でもこの場面でできるイチャイチャは……！」

　涼花が一いつ生しよう懸けん命めいな様子で腕うでを組みながらウンウンと唸うなっている。

　俺はそんな涼花もやっぱり可愛いなぁなんて思いながら、昨日の夜の出来事を思い出すのだった……。




　　　　▼




「どうしてなんですか─────────っ!!」

　涼花の絶ぜつ叫きようが俺の部屋に響ひびいた。

　あの後、俺達は家に帰り、俺の部屋でこれからのことを話し合っていたのだが、

「お、落ち着け涼花。とりあえず、まずは冷静に……」

「こ、こんなの、冷静になんていられるわけがありません！」

　ふーふーと荒あらい息を吐はきながら、涙なみだ目めで俺に詰つめ寄ってくる涼花。

　……こういう反応が返ってくるってのは想定していたとはいえ、それでも予想外に興奮しまくってる……。普段のクールキャラはどこ行ったんだお前……。

「い、いいか？　何度も言うけど、やっぱ兄妹で恋こい人びとってのはダメだ。なれないよ」

「だから、どうしてダメなんですか！　兄妹で恋人同士だっていうことの、どこに何の問題があると言うんですか！」

「あらゆるところにあらゆる問題が詰まっとるわ！」

　思わず涼花のテンションに引っ張られてツッコんでしまう俺。

　とはいえ、ああも大っぴらに開き直られたらツッコまずにはいられるか！

「……せ、せっかく両りよう想おもいになれたのに……！　お兄ちゃんから、世界で一番大事で自分の全すべてを賭かけても好きで生まれ変わってもずっと一緒だって言ってもらえたのに……！」

「さすがにそこまでは言ってないんですが……」

　数分前の記き憶おくが既すでに改ざんされてるでござる……。

　いやまあ、それくらい涼花のことが好きだってのはその通りだけどさぁ……。

「こ、こほん……。とにかく涼花、聞いてくれ。大事な話だ」

　俺は一つ咳せきばらいをし、真しん剣けんな顔で口を開く。

　事実、これからしないといけないのは、俺達にとってとても重要な話だ。

「……俺達は確かに両想いになった。これが普ふ通つうの男女なら、そこでハッピーエンドで終しゆう了りようだ。後は思う存分イチャイチャして過ごせばいい」

　でも──と、俺は人差し指を立てる。

「残念だけど、俺達は兄妹だ。そこは何があろうとも変わらない事実。そして、兄妹では恋人同士になんてなれないってのもまた事実だ」

「そこが納なつ得とくいきません！　いいではないですか！　別に兄妹で恋人同士だとしても！　最近では全世界で、様々な人生のパートナーの形が模索されているのですよ!?　兄妹がその範はん疇ちゆうに入ったとして、何が問題だと言うんですか！」

「……まあ、遠い未来にはそういうのも認められるかもしれないけどな。でも、現実の今はそうはなってない。そこから目を背そむけることはできないぞ」

　俺の指し摘てきに、涼花は不ふ機き嫌げんさを隠さず、

「私は目を背けているつもりはありません。まさにこの今の現実に対して、必要ならばいくらでも立ち向かう覚悟です。たとえ全世界を敵に回したとしても、私とお兄ちゃんの仲を裂さく存在には命を懸かけて立ち向かい──」

「す、ストップストップ！　意気込みはともかく現実を見てだな！」

「何を言ってるんですか。私は大おお真面目まじめです」

　そう言ってキッと俺に向けられた視線は本気だった。……お、恐おそろしい。

「と、とにかく、感情的になってもどうしようもないだろ……」

「お兄ちゃん、私は感情的になどなっていません。意気込んではいますが、ちゃんと冷静に考えています。……たとえば将来議員になり、兄妹きようだい婚こんを法律で許可させることだって真剣に考えていますし──……いえ、国内だけではダメですね。やはり国際社会に訴うつたえなければいけません。各国でセミナーを開き同調者を集め、国連の場で人権に絡からめて訴えることでより可能性を高めるなど──」

　……や、ヤバい。なんかリアルな方法を本気で考えてる。

　しかも涼花ならマジでやってのけそうな気配があるから余計に恐ろしい……。

「そ、そういう壮そう大だいな話は置いておいてだな！　とりあえず、今これからの話だよ。兄妹で恋人にはなれない。それは事実だし、そこはちゃんとしないといけない」

「でも……」

「わかってくれ涼花。俺はお前が周囲から変な目で見られるなんてことは耐えられないんだよ。……お前は平気だって言うかもしれないけど、俺が嫌なんだ。お前のことが大切だから、そこは聞き入れてほしい」

「お、お兄ちゃん……」

　俺の言葉に涼花はかああぁと顔を赤らめて、やがてコクリと頷いた。

　……うん、やっぱり涼花は素す直なおでいい子だ。まあ時にはわがままになってくれても、それはそれで可愛かわいいことに違いないけど。

「……しかし、やっぱり私は不満です。せっかくお兄ちゃんと想いが通じ合ったというのに、恋人同士になれないなんてひどいです！　残ざん酷こくです！　これでようやく、言い訳なんてせずに思いっきりお兄ちゃんとイチャイチャできると思ってたのに……！」

　赤い顔で頬ほおを膨らませて、あからさまに不満を表明する涼花。

　その子供っぽい仕草もまた愛いとおしかったが、それ以上に俺とイチャイチャしたいって欲望をストレートに表に出す様が、もうとろけそうなくらい可愛かった。

「？　どうしたんですかお兄ちゃん？」

「い、いや、何でもない」

　俺は口元を押さえながら、なんとか誤ご魔ま化かす。もう隠す必要はないとはいえ、面と向かって妹に萌もえてるというのはさすがに恥はずかしいしキモい。

「……そもそも、お兄ちゃんはそれで納得しているのですか」

　そうこうしていると、いつの間にか涼花がジト目で俺を見つめているのに気がついた。

「え？　な、何がだ？」

「で、ですから！　……私と両想いになれたのにそれでおしまいなんて、お兄ちゃんは平気なのですかと訊きいているんです。お兄ちゃんはもしかして、私と恋人同士でイチャイチャとかしたくないんですか？」

　そう言って「むー」と俺を睨にらむ涼花。どうやら不満の矛ほこ先さきが俺に向いたらしい。

「……んなわけないだろ。お、俺だってお前と思いっきりイチャイチャしてみたいよ」

　俺は視線を逸そらしながらも、正直にそう答える。

　俺だって涼花が好きなことには変わりないんだから、当然そういうこともしたいに決まってる。……しかし、こういう台詞せりふを涼花の前で口にする日が来るとはなぁ……。

「だったら、このまま諦あきらめるなんて、そんなのはダメです！　私はそんなのとてもじゃないですが容よう認にんできません！」

「それは俺も同じ気持ちだよ。……だから、どうすればいいか、これから一緒に考えていこうってことが言いたいんだよ」

「え？」

　俺がそう言うと、涼花はキョトンとした顔を見せる。

「……い、言っただろ。俺だってできればそういうことがしたいって。兄妹で恋人にはなれないけど、俺達は両想いだ。その気持ちは抑おさえることはできないからな。だから、どうすれば誰も傷つかない形で俺達の関係を進めていけるか、それをこれから二人で話し合っていこうってことだよ」

　自分一人だけの気持ちなら、抑え込んで生きているかもしれない。でも、今はもうこの気持ちは俺達二人のものだ。我が慢まんしたり封ふう印いんしたりできるものじゃなくなってる。

　じゃあ、もうこうなった以上は前に進むしかない。それは文字通り茨いばらの道だけど、涼花と二人でならきっと進んで行ける──そんな気がするんだ。

「……もう一人で勝手に思い悩なやむのはやめたからな」

　俺が最後にそう付け加えると、涼花は「お、お兄ちゃん……！」と感かん極きわまった様子で瞳ひとみを潤うるませた。

「そ、そういうことだったんですね！　もう、そうならそうと早く言ってください！　二人で協力してバラ色の未来を模も索さくしようというその姿勢は、実に素す晴ばらしいと思います！……はっ!?　こ、これも一種の『初めての共同作業』というものでしょうか!?」

　言ってる意味はよくわからんが、うれしそうにテンパってる涼花が可愛い。

　……普段はクールなだけに、こうやってはしゃいでいる姿を見ると、なんだか昔を思い出して心がほっこりしてくるな。

「や、やはり、誰も傷つかない形となると、この世界の仕組みを変えるのが正道かと思います！　というわけで私は将来議員に──……いえ、それよりももっと強い権力が必要ですね……！　となると政治力よりも資本力の獲かく得とくを目指した方がいいでしょう。いずれ国家よりも企き業ぎようが上に立つ時代が来ます。人類にとって必ひつ須すのシステムを統すべる企業を興おこせば価値観の変革も可能です。今でさえその萌ほう芽がは見られるんですから、そこから徐じよ々じよに人々に浸しん透とうしていき、いずれは新たな価値観を持つ共同体を──」

「ＯＫストップ！　だからその方向性はなんか壮大すぎる割に妙みように具体的でリアルなのが怖こわいからやめてくれ！」

「ですがお兄ちゃん、私達が結婚するためには避さけては通れない道ですよ？」

　……真顔で返さないでくれ。本気で言ってるのが伝わってきて恐ろしい……。

　……ったく、俺がちょっとほっこりしている間に、この完かん璧ぺき超ちよう人じんの妹さまは人類の変革なんかをナチュラルに企くわだててるから困る。

「……ごほん。そ、そういうのもまあ、将来的な目標としてはいいかもしれないが、それだって今すぐどうこうできる話じゃないだろ？」

「それはそうですが……」

「これから話し合うべきなのは、今この時点からできることだ」

　俺は「とりあえず現状を整理しようぜ」と言って続ける。

「まず兄妹で恋人にはなれない。これは大前提だな。でも俺達は両想いで、本当はそういう関係になりたいし、イチャイチャもしたい。これが目標ってことになる」

「つまり、前提条件をクリアしたうえで目標を達成できるような仕組みを考え出さないといけないわけですね……」

　……うん、まあそうなんだけど、涼花が真剣な様子でそう言うと、なんか壮大なプロジェクトを前にしてるみたいな雰ふん囲い気きになるな。実際はどうやったら思いっきり兄妹でイチャイチャできるかってことを考えてるわけなんだが……。

「……やはり、そうなると考えつくのは、普ふ段だんは普通の兄妹として振ふる舞まって、二人でいる時だけイチャイチャするという関係になりますね」

「まあ、普通はそうなるよなぁ……」

　それが一番妥だ当とうというか、普通に考えるとそれしかないってラインだ。

「つ、つまりは禁断の恋こい……！　私達は禁断の果実を口にして、深い深い闇やみの世界へと堕おちていくのですね……！　ああ、でも、私はお兄ちゃんと一いつ緒しよなら……！」

「そうならないように今話し合ってるんですよねぇ!?」

　なんでお前はちょっとうれしそうなんだよ!?

「しかし、現実を考えるとこれしかないのではないですか？　不満ではありますけど、そういう秘ひめられた恋というのも悪くないとは思いますが」

　悪くないかどうかは置いといて、これしかないというのはその通りだった。

　……だが、だからといって前向きに「それでいこう！」という気分にはなれない。

　なんというか、そういった関係はどこか後ろ暗いところがあって（事実そうなのだが）、そんな雰囲気の世界に涼花をいさせたくないという俺のわがままな事情がある。

　とはいえ、……やっぱり現実的にはその方向しかないのだが……、ううむ……。

「あっちはダメだけど、でもこっちはしたい……。その二つをクリアしたうえで、一番いい方法となるとなぁ……」

　考えがまとまらないまま、俺は腕うでを組んでそう呟つぶやく。

　するとその時、涼花がしばらくぼんやりと宙を眺ながめた後、不意にクスリと笑った。

「ん？　どうかしたか？」

「あ、いえ、すいません。少し昔のことを思い出してしまって」

「昔のことって……、子供の頃ころのことか？」

「いえ、そうではなく、私がラノベ大賞を受賞した時のことです」

　ラノベ大賞の……？　俺は涼花の言ってることがわからず、首を傾かしげる。

「二つの条件を同時にクリアする方法って考えると、そういえばあの時に似てる……と。あの時は、私のお兄ちゃんへの想おもいを書き綴つづった作品を全世界の人に見てもらいたいという思いがありました。でも、そんな本心をお兄ちゃんには絶対に知られるわけにはいかないっていう事情もあったんです」

「そ、そうだったのか」

「はい。そこであの時、私が思いついた方法が、お兄ちゃんに代理人になってもらうというものでした。そうすれば作品は世に出せますし、お兄ちゃんへの想いも誤魔化せる」

「……確かに、冷静に考えると誤魔化せるようなことじゃないけど、あの時は本当に誤魔化されてたからな。魔がさしたとか言われて……」

　俺が涼花から嫌きらわれてると思い込んでたってのもあったけど、それ以上に荒こう唐とう無む稽けいすぎたのが、逆に信しん憑ぴよう性せいを高める結果になってたんだ。

「そのうえ、お兄ちゃんとの距きよ離りが縮まってイチャイチャ取材という副産物まで手に入れることができ……、まさに困難な二つの条件をクリアしたうえで、さらに素晴らしい状態に昇しよう華かした名案でしたね！　今思えば！」

　……す、涼花が珍めずらしく自画自賛で気持ちよくなっておられる。

　とはいえ結果だけ見ればその通りなだけに、涼花の頭の良さというか、天才性？　運の良さ？　みたいなのを実感する。……くそぅ、天に愛されたやつめ。

「……でもまあ、確かにそうだよな。一見相反する条件をまとめて、よりいい案に昇華できたってのはその通りだよ。俺らの今の悩みも、そんな感じでバーンと名案が浮うかべばいいんだけどな」

　俺はそう言いつつも、そんな都合よくいくわけがないよなとため息を吐つく。

　だが、

「……お兄ちゃん」

　ふと、涼花がこれまでとは少し違ちがった静かな雰囲気でポツリと呟いた。

　どこか真しん剣けんな気配で、視線を宙に向けたまま、何かを考え込んでいる様子だった。

「今、ふと思いついたことなんですけど──……あ、いえ、厳密にいえば、ずっと頭の片かた隅すみで考えていたことではあるんですが、それが今の会話でちょっと浮かんできたんです。少し待ってください。考えをまとめますから」

　涼花はそう言って、しばらく無言で俯うつむいていたが、やがて「……うん」と何かに納なつ得とくした様子で顔を上げた。

「お兄ちゃん、一つ考えがあります。……といっても、本質的にはさっき言っていた、隠かくれてお付き合いをするということと変わりはないんですが……」

「その考えってのは？」

「はい。まずお兄ちゃんの言う通り、兄妹では恋こい人びとになれないという前提で、普段の私達はあくまで兄妹という間あいだ柄がらです。とても仲良しで強い絆きずなで結ばれてはいますが、それでも兄妹にとどまります」

　しかし──と涼花は言う。

「ある条件の下もとでは、私達は両想いの恋人同士になります。……それは、私達が永遠野誓でいる時です」

「永遠野誓の時……？」

　俺はその言葉の意味がわからず、オウム返しに訊きき返す。

「はい。永遠野誓は妹好きの作家、妹とイチャイチャするのは当たり前の存在です。それに、永遠野誓は私とお兄ちゃんの二人で一人の存在でもあります。だから、その時だけは私達は兄妹きようだいを超こえた恋人の関係になってもいいのではないでしょうか？」

　涼花は「……それに」とさらに続ける。

「……実は、もともと同じようなことをずっと考えていたんです。兄妹では結婚はできませんが、私はお兄ちゃんのお嫁よめさんにずっとなりたかったんです。……も、もちろん今もそう思っていますが、とにかくそういった想いが、永遠野誓という存在を作り上げたとも言えるんです。……お兄ちゃんのお嫁さんになるという約束──永遠野誓──それは私にとって、私達が兄妹という枠わく組ぐみを超えて結ばれるための象しよう徴ちようなんです」

　──だから、永遠野誓でいる時間だけは、私達は恋人でいてはダメでしょうか？

　涼花はそう言って、真まっ直すぐに俺の目を見つめてきた。

　俺は涼花のそんな告白ともいえる言葉にドキリと心臓が跳はねる。

　……涼花は、永遠野誓という存在にそんな想いまで込こめていたのか。

　俺は涼花のひたむきな心にジーンと感動しつつ、今の涼花の言葉を改めて考えてみる。

　本質は、涼花の言った通り何も変わっていない。人前では普ふ通つうの兄妹として今まで通り普通に過ごし、本当の関係は隠すということだ。

　ただ、俺達が永遠野誓としている時だけは、兄妹という枠を取り払はらって二人で一人の存在──恋人同士になるというもの。

　いうなれば隠れてイチャイチャするっていう状じよう況きように、永遠野誓という名前を付けただけに過ぎない。表に出てくる現象としては、何一つ変わっていない。ただ、俺達の仲での認にん識しきが違っているというだけの話だ。

「…………うん、まあ、詭き弁べんだよな」

「はい、そうですね。詭弁です」

　俺の呟きに、涼花もコクリと同調する。……だが、

「けれど、やっていることは変わらなくても、私達の中での意味はまるで違うものだと思います。それにこれならお兄ちゃんも、私に後ろ暗い思いをさせなくても済むって納得できるのではないですか？」

「……っ!?　な、なんでそれを!?」

「はぁ……、お兄ちゃんの考えていることくらいわかります。わ、私が今までどれだけお兄ちゃんのことを見てきたと思ってるんですか。真剣な顔をしてるから、どうせまた私のことを勝手に心配してるんだろうなと思ったんです」

　……まったく、本当にお兄ちゃんは優やさしすぎるから困ります。

　そう呟いて、涼花は拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。頬ほおを真っ赤に染め上げながら。

「……悪い。一人で思い悩なやむようなことはしないって決めたんだけど……」

「あ、謝らないでください。私を想ってのことだっていうのはわかってますから。それにお兄ちゃんに心配してもらえるのは、その……、やっぱり大事にされてるんだなって実感できて、うれしいですから……！」

　かああぁと顔を燃え上がらせながら言う涼花に、俺は「そ、そうか」と返すしかない。

　……うう、面と向かって言われると恥はずかしすぎる……！

「と、とにかく、詭弁ではありますが、明確な線引きができたという点を考えれば、これしかないと思うのですが……、どうですか？」

　まだ顔が赤いままだが、気を取り直したように言う涼花。

「……そうだな。やってることは変わらないし、ただ単に俺達が勝手にその状態に名前を付けただけだけど……、でもそれは大いに意味があることだって思うよ。永遠野誓の時だけ恋人だっていうのは、なんだかとっても俺達らしいし、それに──」

「そ、それならイチャイチャだって『取材』という建前でたっぷりできますし、ね？」

　俺の言おうとしたことを先取りされた。

　兄妹でなんつー恥ずかしい思考をしてるんだ俺達は……と、さらに顔が熱くなる。

「……じ、実際は建前とか関係なく、お前が好きだからイチャイチャするんだからな？　そこは誤解するなよ？」

　……でも、こうなりゃついでとばかりに、俺はさらに恥ずかしいことを言ってみる。

「そ、それは私だって同じです！　純じゆん粋すいにお兄ちゃんのことが好きだからイチャイチャしたいんです！」

　すると、涼花も真っ赤になりながらも、猛もう然ぜんとそう反論してきた。

　それからしばらくの間、俺と涼花はどっちがより相手とイチャイチャしたいかなんていう、思い出したら舌を噛かんで死にたくなるような論争を繰くり広げた後、

「……くっ、はは……」

「……えへ、えへへへへ……」

　やがて顔を見合わせると、どちらともなく笑い出した。

「……まあ、あれだよな。どっちだっていいよな。俺達がイチャイチャするのも、永遠野誓が取材するのも、どっちも当然のことなんだから」

「そうですね。そのどちらも私達なんですから」

　そう言ってさらに少しの間笑い合った後、俺達はこの方向で行くことをどちらともなく決めたのだった。

　永なが見み祐ゆうと永見涼花は兄妹で、兄妹である以上は恋人にはならない。

　でも、永遠野誓でいる時は、俺達は兄妹ではなく二人で一人のラノベ作家で──そして恋人同士になる。

　そこに明確な線を引いたことで、俺達はなんだか肩かたの荷にが下りたような気がした。

　永遠野誓という、いわばもう一つの『世界』があることで、俺達は禁きん忌きとか背徳とか、そういった後ろ暗い罪悪感に縛しばられる必要がなくなったのだ。

　だって、永遠野誓という存在は、もともとそういうものだったんだから。

「……じゃあ涼花、そういうことで、これからもよろしくな」

「はい、こちらこそよろしくお願いします、お兄ちゃん」

　これから、俺達の新たな関係が始まる──……ってわけじゃないな。今まであったものの意味が、少し変わっただけなんだから。

　……もっとも、その『少し』が劇的すぎる変化ではあるんだけどな。

「あ、あの、お兄ちゃん？」

　そんなことを考えていると、涼花がなぜかモジモジしながら上うわ目め遣づかいで訊たずねてきた。

「と、ところで、今は私達は兄妹なんでしょうか？　それとも、永遠野誓の時間という認識でいいんでしょうか？」

「へ？　そ、それは……、えーと、ど、どっちなんだろう？」

　改めて訊かれると、どう答えたものかと悩む俺。

「た、多分永遠野誓かどうかってのは、お互たがいが納得すればそうなんじゃないか？」

　だが、とりあえずこうじゃないかなと思ったところを返すと、涼花は頷うなずいて、

「で、では、今は永遠野誓の時間ということでいきたいのですが」

　と、どこか律りち儀ぎな感じでそう提案してきたので、俺は思わず「は、はい」と答えた。

「あ、ありがとうございます。それでは今、私達は永遠野誓ということで、さ、早さつ速そく恋人同士のイチャイチャをしたいと思うのですが！」

「は、はい！」

　早口で前のめりになる涼花に、背筋をピンと伸のばして答える俺。

　お互い緊きん張ちようしているからか、明らかにテンションがおかしかった。

「…………」

「……あ、あれ？　涼花？」

　さらに涼花は勢いよく宣言したものの、そのままなぜか固まってしまった。

「ど、どうしたんだ？」

　俺は身動き一つしなくなった涼花の顔の前で、手をひらひらさせてみる。

　すると、最初は何の反応もなかったが、やがてハッとした感じで我に返り、

「い、いえ、恋人同士のイチャイチャをしようと思ったのですが、その……、何をどうすればいいのかわからなくて、頭の中が真っ白になってしまって……」

　そんなことを言って、その頭の中とは対照的に顔を真っ赤にして俯いてしまった。

「お、おかしいです。こんなはずでは……。恋人同士になった時のイチャイチャとか、今まで沢たく山さん妄もう想そうしてシミュレーションもしてきたんですが……。それに今まで取材でも、いろいろしてきたのに……、私はどうすればいいんですか!?」

「そんなこと言われても困るんだが!?」

　急に詰つめ寄ってきた涼花に、俺は思わず身を引いてしまう。

「と、とりあえず落ち着いて、焦あせらなくていいから、ゆっくり何がしたいかを考えればいいんじゃないか？」

「そ、そうですね。落ち着いて、落ち着いて……」

　そう呟つぶやきながら深呼吸をする涼花。そういう場面じゃないはずなのだが……。

「え、えっと、それでも何も思い浮うかびません……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ。落ち着いてくれば自然と何か出てくるよ」

「……あ、ちょっと思い浮かんできました。……あ、あの、では、お兄ちゃんの隣となりに座ってもいいですか？」

　そう言われて俺が頷くと、涼花はやっぱり緊張した様子で、そっと俺の横に座った。

「……それで、これからどうするんだ？」

「い、いえ、ここから先はまだ何も思いつきません……。お、お兄ちゃんはどうですか？こ、恋こい人びと同士なんですから、お兄ちゃんもイチャイチャしたいと思ってますよね？」

「お、俺？　急にそんなこと言われても……」

　涼花とイチャイチャしたいって気持ちは確かにあるけど、いきなり訊かれても、俺の頭の中も真っ白だ。

「……べ、別に俺は、お前がこうやって隣にいるだけで、その、幸せだけど……」

　だから、思わずそう答えてしまう。正直な感想だった。

「わ、私も実はそうなんです。もうこれだけですごく幸せで……。は、はうぅ……、こ、恋人同士ってすごいですね……！」

　カーッと顔を赤くして俯うつむく涼花。俺も同じく、恥ずかしくて顔が上げられない。

　これまで散々取材って名目でイチャイチャしてきたのに、いざ恋人同士になると、なんだか今までやってきたことが全部途と方ほうもないことのように感じられる。

　それは涼花も同じらしく、取材の時はあれだけ無茶をやってきたのに、今はただ隣にこうやって座っているだけで、その時の何倍も緊張しているように見えた。

「こ、このままではいけません。せっかく今は恋人同士なんですから、もっとイチャイチャしないと……！」

　と、そうは言うものの、やっぱりそれ以上は何もできない涼花。

　その後も俺達は「お、お兄ちゃんからどうぞ……！」とか「いやいや、お前の好きにしていいんだぞ……？」みたいな謎なぞの牽けん制せい（？）を掛かけ合いながら、ずっとそのまま隣となり合って座っているだけだった。

　そうして、俺達が両りよう想おもいになった夜は終わってしまったわけだが……、それでももう十分すぎるほど幸せだったのは、やっぱり想いが通じ合ったおかげなのだろうか？

　なにはともあれ、俺達がこの新しい関係に慣れるまでは、まだまだ時間がかかりそうだというのだけは事実だった。




　　　　▼




「きょ、今日はいいお天気ですね」

「そ、そうだな、雲一つない晴天だよな」

　そんな声が、朝の通学路に虚むなしく響ひびいた。

　俺達はいつも通り、二人で高校への道を歩いていたわけだが、

「しゅ、終業式の日に晴れてよかったですね」

「そ、そうだな。気持ちよく冬休みが迎むかえられるってもんだよな」

　一連の、あからさまに中身のない会話からわかる通り、俺達は緊張しまくっていた。

　お互いにチラチラと相手に視線を送っては、目が合った瞬しゆん間かんにバッと弾はじかれたように顔を背そむけ、またしばらくしたらチラチラといった感じをさっきから繰り返している。

　お前ら付き合いだしたばっかのカップルかとツッコまれそうだが、実際その通りだから困る。なんか、どうも距きよ離り感がまだ定まらないというか……。

　まあ、こんな状態になっているのも、今が『永遠野誓の時間』だからだ。
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　つまりは、今俺達は恋人状態ということ。

　本当は通学路では兄妹きようだいモード（この言い方でいいんだろうか？）でいるはずだったが、涼花が朝のリベンジとばかりに、他の生徒と合流する地点までは永遠野誓タイムのままでと延長を申し出てきたから仕方がない。

　……まあ、俺としても断る理由なんてないからな。少しでも長い間イチャイチャしたいっていうのは俺も同じだから、正直その提案は大だい歓かん迎げいなわけだが──

「「……………………」」

　現状はこの有り様だ。まだまだ慣れない。……幸せだけどな！

「こ、このままではいけません。せっかく恋人になったというのに、全然イチャイチャできていないじゃないですか」

　するとその時、涼花が拳こぶしを握にぎりしめながらそんなことを言い出した。

「そりゃまあ確かにそうだけど、これはこれで、俺は結構幸せだったりするけど」

「そ、それは私も同じです。……ですが、やっぱりこう、もっともっとイチャイチャして幸せになりたいじゃないですか」

　それはマジでその通りだと思う。今でも幸せなのに、可愛い涼花と恋人同士でイチャイチャとかしたら、さらにどんな幸せな気分になるんだろう。

　考えただけでドキドキしてしまうが、じゃあ具体的に何をするんだと考えると、途と端たんに思考が働かなくなる。現状で満足しているのか、相手のことが好きすぎるというのも、こういう場面では困りものなのかもしれない。

「ううう……、これでは以前よりもレベルダウンしてしまっている気がします。もちろん両想いになったという事実だけで、幸福度は比べものにならないのですが」

「まあ、恋人って意味じゃ確かにレベルは１からだよな……」

　こうなる前に散々イチャイチャしてきたから、その落差も今の状態に関係しているのかもしれない。

「……お、お兄ちゃんは何かしたいことはありませんか？」

「ず、ズルいぞお前。何も思いつかないからって俺に振ふるなんて」

「い、いいじゃないですか。こういう時は男性からリードしてもらいたいんです」

　……ぐっ、言うじゃないか。とはいえ、どうしたいかって言われても……。

「…………て、手をつなぎたい、かな」

「む、その程度ですか？　そんなの今までもほぼ毎日してたじゃないですか」

「な、何も思いつかないくせに文句言うなよ。ほら、とにかくつなぐぞ」

　そう言って、俺は半ば強ごう引いんに涼花の手を握った。

　……あ、ヤバい。温かいし柔やわらかいし、涼花の感かん触しよくがして幸せがさらに押し寄せる。

「は、はわ、はうぅ……！」

「なんだよ涼花。この程度とか言っておいて、お前もいっぱいいっぱいじゃないか」

「し、仕方ないでしょう!?　お兄ちゃんの手が温かくて力強いんですから！　……でも、ただ手をつないだだけでこんなになるなんて、な、なんだか損してる気分です」

　それは俺も同じだった。恋人同士ってなったらもっとこう、思う存分イチャイチャしてしかるべきなのに、こんな段階で満足してしまってるというのは、ものすごく損しているような気持ちになる。

「……じゃ、じゃあ、いっそだな。……こ、恋人つなぎでもするか？」

「な、なんですかその素す敵てきな響きは？」

「こうやって普ふ通つうにつなぐんじゃなくて、こう指と指を絡からめてもっと深くだな……」

「そ、それは名前に恥はじない恋人っぽさです！　是ぜ非ひやりましょう！」

　俺達はそんなことを話しながら、実際に恋人つなぎをやってみる。

「……や、ヤバいなこれは。なんか、なんというか……、すごく恋人っぽい！」

「こ、これは……！　えへ、えへへ、本当に恋人っぽいです……！」

　テンションが上がる俺に、えへえへと真っ赤になってふやけた笑えみを浮かべる涼花。

　会話の内容は冷静に考えるとものすごく頭の悪いものだったが、今の俺達にはそんなことを自覚する余よ裕ゆうも知能もなかった。

「お、お兄ちゃん、これは……、これは実にイチャイチャしてると思います……！」

「ま、まて涼花。恋人つなぎはまだこれで終わりじゃないぞ？　この先があるんだ」

「こ、この先!?　まだ何かさらなるイチャイチャがあると言うんですか!?」

「ああ……、寒い時期にしかできない発展形がある……。それは、このままつないだ手を俺のコートのポケットに入れるんだ！」

「そ、そんな大それたことを!?」

　俺は驚きよう愕がくする涼花の手を握ったまま、コートのポケットへと移動させる。

　するとつないだ手のぬくもりがさらに増したような気がして、俺も涼花も思わず顔を見合わせて真っ赤になる。

「お、お兄ちゃん……！　こ、これは素す晴ばらしくイチャイチャしています……！　私達、立派に恋人をしていますよ……！」

「ああ、まさか恋人が恋人つなぎをすると、ここまで破は壊かい力があるとはな……！　新たな世界が開けた気がするぜ……！」

　本当に、本当に頭の悪い会話だが、脳のう味み噌そが茹ゆだっている今の俺達には全然その自覚がなかった。……後で思い出して悶もん絶ぜつすることになるわけだが。

　と、そうこうしているうちに徐じよ々じよに喧けん騒そうが大きくなってきた。

　高校が近くなって、そろそろ他の生徒達と合流する地点まで来ていたのだ。

　……イチャイチャしようと必死だったからか、直前まで気がつかなかったみたいだな。

「……っと、永遠野誓の時間はここまでだな」

　俺は気分を切り替かえて、涼花とつないでいた手も放す。

「むぅ、残念ですが仕方がありませんね。そういう取り決めですから」

　涼花も少しまだ不満そうにしながらも、素す直なおに同意した。

「では、永遠野誓タイムは一度中断ということですね」

「ああ、ここからは、ごくごく普通の兄妹だ」

「『仲良し』兄妹ですよ、お兄ちゃん」

　涼花にそう言われて、俺は苦く笑しようしながら「そうだな」と頷うなずく。

　その時の雰ふん囲い気きは、早くもいつもの『妹』な涼花に戻もどっていた。最初はどうなるかと思ってたけど、やっぱりちゃんと線引きをしたのはよかったんだろうな……。

「ところでお兄ちゃん、期末テストの結果はそういえばどうだったんですか？」

「可もなく不可もなくってとこだ。伸のびてもいないが落としてもないよ。お前は？」

「全すべて満点でした」

「軽く言ってくれるなぁ……。訊きくまでもなかったとはいえ」

　そうして、会話もごく普通のものになり、さっきまでの恋人としての雰囲気はもうそこにはなかった。

　いつもの日常──と言いたいところだが、やっぱり少し変化はある。

　なんだか、俺も涼花もすごく落ち着いた気分だった。きっと、もう自分の気持ちを誤ご魔ま化かさなくていいって想おもいが、日常にもそういった影えい響きようを与あたえているのだろう。

「おはよう涼花。先せん輩ぱいもおはようございます」

「おはよう涼ちゃん。おはようございますお兄さん」

　そうこうしていると、いつもの場所で二に階かい堂どうさんと椎しい名なさんに出会った。

「おはようございます、楓かえで、琴こと美み」

「二人とも、おはよう」

　俺達は挨あい拶さつを交かわしつつ、いつもの流れで合流して学校へと向かう。

　といっても、取材をしていない時は大体涼花達が三人で話をするから、俺はそれを傍はたから見るだけになるのだが。

　今日もそうなるだろうと思って、俺は意識して一歩引こうとした。

「……あれ？」

　だがその瞬間、なぜか二階堂さんが俺と涼花を見比べて、不思議そうに首を傾かしげた。

「……？　どうしたんですか楓？」

「あ、いや、なんだか二人の気配がいつもと違ちがうように感じて……」

　そう言われて、俺も涼花もギクリと硬こう直ちよくする。

　……ま、まさか、俺達が両想いになったことを悟さとられた……？

　いやいや、そんなのはおくびにも出してないし、気づかれるはずがないだろ……？

「べ、別にそんなことないはずだけどな？　気配とか、二階堂さんの気のせいじゃ？」

　俺はなんとか平静を装よそおってそう言うが、

「いえ、私は剣けん士しですので、気配でいろいろと察することができるのです」

「その説明はいいのか!?」

　なんか平然と返された!?　なんだよ剣士だからって！

「ま、まったく楓はおかしなことを言いますね。琴美もそう思いませんか？」

　涼花もマズイと思っているのか、椎名さんに話を振って誤魔化そうとする。

「んー……、実は私もちょっと感じたのよね。今日の涼ちゃんとお兄さんは、雰囲気がいつもと違うなーって」

「「えええええ!?」」

　だが、椎名さんからもそう言われて、俺と涼花は驚愕する。……な、なんで!?

「なんだ、琴美もそう思っていたのか」

「うん。やっぱり今日の二人はちょっと違うわよね？」

　驚おどろいている俺達をよそに、二人はうんうんと頷き合っている。

　そして同時に俺達の方に振り向いたかと思うと、

「「何かあったの？」」

　綺き麗れいに声をハモらせながら、そんなストレートな問いを発してきたのだった。

「い、いやいや、何かって……！　そ、そもそも気配とか雰囲気とか言われても、何がどう違うって言うんだ……!?」

　もちろん、俺は大いに慌あわてる。なんで気づかれたのか、それがわからない。

「そ、そうですよ。私達は普ふ段だん通りじゃないですか」

　涼花もまた、そう言って俺に同調するが、

「ううん、今日は二人とも明らかに雰囲気が柔らかいわよ？　なんだかとっても落ち着いてるというか……。最近はちょっとギクシャクしてたでしょ？」

「ああ、二人ともどこか険がなくなったような感じだ。やはり何かあったのだろう？」

　二人にそう言われ、俺達は言葉に詰つまるしかなかった。

　……し、椎名さんも二階堂さんも、ちょっと勘かんが鋭するどすぎやしないか……？　そ、それとも俺達がわかりやすいんだろうか？

　いずれにせよ、二人は俺達の変化に確信を持っているようで、下手に誤魔化せるような雰囲気ではなかった。……とはいえ、まさか「俺達両想いになりました！」なんて言えるわけもないし……。

「……ええ、実は」

　だが、俺がそんな感じで困っていると、涼花がゆっくりと口を開いた。

　何を言うつもりなんだ？　と、俺は慌てて涼花の方を見るが、涼花は落ち着いた様子で無言のままこちらを見返してきた。

　その視線は俺に「大だい丈じよう夫ぶです。任せてください」と言っているように思えて、俺は不思議と安心できた。涼花に任せておけば大丈夫だと確信できたんだ。

「実は……、私達は昨日仲直りをしたんです」

　涼花の言葉に、二人は「「仲直り？」」とまたハモる。

「はい。昨日まで私達は少しケンカというか、すれ違いをしていたんですが、それが解消されたんですよ。そうですよね、お兄ちゃん？」

「……ああ、そうだな」

　涼花にそう振られて、俺は頷く。

　言ってることはウソじゃない。昨日、俺達は長年のすれ違いをやっと解消した。その結果の一つが仲直りだっていうのはその通りだ。

「ケンカ？　二人はケンカをしていたのか？　……また先輩が下らないことで涼花を困らせていたというのですか……！」

　それを聞いて、二階堂さんが俺を睨にらみながら背中の竹刀しないに手をかける。

「ま、待て！　なんで俺が一方的に悪いってことになってんだ!?」

「涼花と先輩なら、常に先輩が悪いのは考えるまでもありません！　涼花が問題を起こすことなどあり得るわけがないじゃないですか！」

　……ぐっ！　普段が普段だし、今回もそう言われても仕方ないかもしれないが、それにしたって二階堂さんの中での涼花が相変わらず神格化され過ぎている！

「落ち着いてください楓。心配してくれるのはうれしいですけど、今はちゃんと仲直りができて、私は大丈夫ですから」

　しかし、涼花が間に入って取り成す。どうやらこの二階堂さんの態度は涼花を案じてのことらしいが、俺に対して厳しすぎやしないか……。

「むむ……、涼花がそう言うのなら……。しかし、本当に大丈夫なのか？」

「はい。……今はとっても幸せですから」

　涼花はそう言ってほんのりと頬ほおを染めながら、言葉通り幸せそうな笑えみを浮うかべる。

　その涼花の笑顔は本当に、思わず見とれてしまいそうなくらい可愛くて、同性の二階堂さんさえ、思わず赤面してしまっていた。

　間もなく涼花は「ですよね、お兄ちゃん？」とそんな笑顔のまま俺の方を向いたので、俺は「ああ」と頷く。俺もまた、すごく幸せな気分だった。

「そ、そうか、それならよかったが……。と、とにかく先輩、涼花のことを不幸にしたらこの私が許しませんから、覚かく悟ごしておいてください！」

「わかってる。そんなことは絶対にしないって約束するよ」

「む……？　な、なんだか先輩、今日はずいぶんと凜り々りしいような──って、な、なんでもありません！　それなら今日のところは勘かん弁べんします！」

　二階堂さんはそう言って、なぜか頭に？マークをいくつも浮かべながら、真っ赤になって竹刀を収めた。

「琴美？　どうしたのですか？」

　その時、涼花が椎名さんの方に振ふり向いて首を傾げる。

　見ると、椎名さんは無言のまま涼花と俺をジッと見つめていた。

「……なるほど、そういうことね」

　だがやがて椎名さんはポツリとそう呟つぶやいて、いつもよりも上じよう機き嫌げんな笑顔で言った。

「涼ちゃん、お兄さんと仲直りができてよかったね。おめでとう」

「あ、ありがとうございます」

　なぜか改まった感じでそう言われたので、戸と惑まどった様子の涼花。

　だが椎名さんは「でも」と言って俺達に近づいてくると、二階堂さんには聞こえないくらいの小声でこう続けた。

「……そんなに幸せそうにしてたら誤解されちゃうかもだから、気をつけてね？」

「こ、琴美!?」

　その言葉に、涼花が真っ赤になって慌てる。俺も同じ反応だ。

「な、何を言って……！」

　涼花はワタワタと手を動かしてテンパっているが、椎名さんは「うふふ」といつも通りの朗ほがらかな笑みを浮かべるばかり。

　……ま、まさか勘付かれたのか？　それとも特に深い意味はなく……？

　ああもう、この子はやっぱり得体の知れないところがあるな……！

「さあさあ、学校に着いたから、続きはまた教室でお話ししましょ。涼ちゃん、そこでたっぷりガールズトークね？」

「え？　え？」

「お兄さんは、残念ですけどここでお別れですね。涼ちゃんはお借りしますね」

　気がつけば、椎名さんの言葉通り、俺達はいつの間にか学校に到とう着ちやくしていた。

　俺はコクコクと頷くしかなく、相変わらずテンパっている涼花はうれしそうな椎名さんとよくわかってない顔の二階堂さんに連れられて、一年の教室へと向かってしまった。

「……よくわからんが、がんばれ涼花」

　俺はそんなエールを呟きながら、涼花を見送るしかなかった。

　なにはともあれ、そうして俺も自分の教室へと向かおうとしていたのだが、

「お、お兄ちゃん、待ってください」

　その時、なぜか涼花が一人、駆かけ足で戻もどってきた。

「？　どうしたんだ？」

「言い忘れたことがあって……。氷ひ室むろさんには気をつけてください」

「舞まい？　気をつけろって、どういうことだ？」

「ですから、私達の関係のことです。お兄ちゃんはわかりやすいですし、氷室さんも妙みように勘が鋭いところがありますから、決して知られないようにと」

「なんだそんなことか。大丈夫だよ、わざわざそんな会話をするわけでもなし、バレる要素なんてないだろ？」

「……お兄ちゃんは普ふ通つうにしていても、いろいろわかってしまうんです。まったく、自覚がないというのは困ったものです……」

　涼花がやれやれといった感じで首を振るので、俺は少々カチンとくる。

　……心外だな。そんなわかりやすい男と思われてるとは。ここは涼花の認にん識しきを改めないと、俺の沽こ券けんにかかわる。

「大丈夫、安心しろ。舞には絶対バレないようにするから。俺を信じろ」

「……だといいのですが」

　全然信用してないといった顔でそう言い残しながら、涼花は自分の教室へと向かう。

　……まったく、変な心配しやがって。推測できる要素なんて何もないのに、舞が勘付くわけがないだろ？　俺を見くびるにも程ほどがあるぞ。

　俺は多少憤ふん慨がいしながら廊ろう下かを歩いていく。普通にしてれば何も起きないに決まってるじゃないか──……と高をくくっていたのだが、

「あ、おはよう祐！　……って、あれ？　何かあったの？」

「なんで!?」

　教室に入って舞と会った瞬しゆん間かん、挨あい拶さつもそこそこにいきなり怪け訝げんな顔をされただと!?

「な、なんのことだよ？　別に何もないぞ？」

　完全に不意打ちだったので、余よ裕ゆうが一発で吹ふっ飛とび、取り繕つくろうのに苦労する俺。

　それでもなんとか誤ご魔ま化かして平静を装よそおおうとするが、

「何言ってんのよ。明らかに何かあったでしょ？　妙に機き嫌げんがいいし、雰ふん囲い気きもいつもと全然違ちがうもの」

　ストレートにそう返されて、俺は動どう揺ようを隠かくしきれない。

　……ってか、なんでわかるんだ!?　マジでそんなわかりやすいのか俺は!?

「ど、どういうことだよ。お前の気のせいなんじゃないのか？」

「そんなわけないでしょ。あんたのことはずっと見てるんだから、変化があったらすぐに気がつくわよ」

「……ぐっ、さすが筋金入りのストーカー……！」

「す、ストーカー言うな！　それにあんたを見てるのは研究のためじゃなく、そ、その、純じゆん粋すいにあんたが気になるからよ……」

　そう言って、真っ赤になりながらぷいっと顔を背そむける舞。

　だから、そうやって不意打ちで好意を示すのはドキッとするからやめてほしい。

「と、とにかく！　何かあったんでしょ？　明らかに昨日までとは雰囲気が違うもん」

「な、何のことだ？　どう雰囲気が違うっていうんだ？」

「なんか今日は、……うん、すごく落ち着いて優やさしい感じがするわ。あんたは普段から優しいけど、今はそれに加えて幸せそうというか、温かい雰囲気がある。きっと何かいいことがあったんじゃない？」

　……す、鋭すぎるだろ……！　普段はひたすらヘッポコなくせに、なんでこういう時だけそんなピンポイントなことがわかるんだ……!?

「そ、そうか？　あれかな？　期末テストの調子が良かったからかな？」

「あんたは今回良くも悪くもなかったでしょ。順位も変わってなかったし」

「だからなんでそう教えてもない情報を普通に知ってんだよお前は！」

　……順位とか、俺でさえ知らないことまでさ！　どんだけだよ！

「うーん、何があったのかしら？　…………あ、そういえばあんた、涼花さんとケンカみたいなことになってるって言ってたわよね？」

　その言葉に、俺はギクリと硬こう直ちよくする。

　……い、いや待て。話がそこに至ったんなら、こう誤魔化すしかない！

「い、いやー、そうなんだ。実は涼花と仲直りができてさ。機嫌がよく見えたんなら、きっとそのせいじゃないか？」

　そう、涼花と仲直りができたからってことにしておけばいい。

　実際、それはウソをついてるわけじゃないからな。さっきも二階堂さん達にはそう言って済ませたわけだし。

「あ、そうなの？　涼花さんと仲直りできたんだ。よかったじゃない」

　すると、舞はあっけらかんとした様子で簡単に納なつ得とくしてくれたようだった。

　俺は内心「よかった……」と安あん堵どの息を吐はいた……のだが、

「……でも、なんかそれだけじゃない気がする。そうじゃなくて、もっと根本的に何か違ってるのよね……」

「ええ!?」

　そんなことを呟いて、舞は「んー……？」と訝いぶかしげな視線で俺を眺ながめる。

　……な、なんだよそれ!?　なんでそんなに引っかかってるんだ……!?

　と、俺が舞の追つい及きゆうにタジタジになっていた時だった。

「……っ！　ま、まさか……！」

　不意に舞が目を見開いて、グイッと俺に迫せまってきたのだ。

　そのまま顔を近づけて、俺の目を覗のぞき込む舞。

「……涼花さんと、何かあったの？」

　そして、いきなりそんな質問をしてきたので、俺は反射的に目を逸そらしてしまう。

「や、やっぱり……！」

　その瞬間、舞は衝しよう撃げきを受けたかのようによろめいて後ずさった。

　俺はマズイと思って、これまで以上の追及に身構えたのだが、

「……あれ？　何やってんだお前……？」

　ふと気がつくと、舞は一心不乱にスマホと格かく闘とうしているところだった。

「何って決まってるでしょ！　連れん絡らくしてるのよ連絡！　永遠野誓ラインのメンバーに！」

「れ、連絡？　それにメンバーって……」

　だが舞は俺に構わずスマホを操作し続けると、やがて「……よし」と頷うなずいて、再び俺の方に鋭するどい視線を向けてきた。

「……あんた、放課後は付き合ってもらうわよ」

「放課後って、ど、どういうことだよ」

「今日は終業式だけだし、学校もすぐ終わるからいいでしょ」

「そういうことじゃなくてだな!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。連絡はしたから、みんな駆けつけてくるわ。あ、それからもちろん涼花さんも一いつ緒しよに来てもらうわよ」

「だから！　みんなとか放課後とか、一体何をするつもりなんだよ!?」

　勝手に話を進めている舞に、俺は必死に食い下がる。

　すると舞はキッと俺を睨にらみつけてきたかと思ったら「そんなの決まってるでしょ」と鼻で笑いながらこう続けた。

「取材よ取材。……最後の、ね」




　　　　▼




「……お兄ちゃん、これは一体どういうことなんでしょうか」

「……俺に訊きかれても困る」

　放課後。

　今日は終業式だけだったのでまだ午前中で、本来なら今いま頃ごろ家に帰って冬休みの始まりを満まん喫きつしているはずだったのだが、なぜか俺達は二ふた葉ば公園にやって来ていた。

「それに、どうして皆みなさんがここにいるのですか？」

　しかも、涼花が指さす先には、なぜかいつものメンバーが勢ぞろいしていた。

　舞、Ｗピース先生、水み無な月づきさん、秋あき乃のさん、そして神かん坂ざか妹。

　その五人がさっきから俺と涼花を放ほうっておいて、何やらひそひそと話し合っている。

「そもそも、どういった経けい緯いでこんなことになっているのですか？」

　そんなこと言われても、俺にもわからないんだから仕方がない。

　だが俺はわからないながらも、とりあえず学校での舞とのやり取りを説明する。

「…………なるほど、そういうことでしたか」

「どういうことだ？」

　すると涼花は、意外にも何かに気づいたかのように何度も頷く。

　真しん剣けんな目で舞達の方を無言で眺める涼花に、俺はもう一度訊たずねようとしたのだが、

「待たせたわね」

　その瞬間、舞達が話し合いをやめてこっちに来たのでタイミングを逃のがしてしまった。

「何だっていうんだ？　どうしてみんなを呼び出したんだよ」

　俺は疑問を口にするが、舞は何も答えず、他のみんなもなぜか俺と涼花を交こう互ごに眺めるばかり。そうしてやがて、

「……なるほど、これは舞の言う通りのようデスね」

「むー、そうみたいだね」

「なるほど。納得」

「……よ、よくわかんないけどさ」

　Ｗピース先生、水無月さん、秋乃さん、神坂妹が意味不明なことを言ってきた。

「……おい舞、これはどういうことなんだよ」

　なんだか埒らちが明かない気がして、俺は舞に直接訊ねる。

「だから、取材よ取材。これからあんたには、私達の取材に付き合ってもらうから」

「その取材ってのは何のことだって訊いてるんだけど……」

「それはもちろん、私達にとって必要な情報をゲットするための取材デスよ」

　俺の疑問に、Ｗピース先生が口を開く。

「そうそう、先生から、ね」

「是ぜ非ひとも付き合ってもらいたい」

「わ、私は別にどうでもいいわよ？」

　続いて水無月さん、秋乃さん、神坂妹まで。

「もちろんあんたには拒きよ否ひ権はないから」

「いやいやいや、おかしいだろどう考えても!?」

　無む駄だに偉えらそうに胸を張る舞に、俺は抗こう議ぎの声を上げる。いきなり取材だとか拒否権がないだとか言われても困る。こっちは状じよう況きようもまだ把は握あくできてないってのに。

　だが、舞はそんなの知らないとばかりにぷいっとそっぽを向くし、他のみんなも謎なぞにやる気をみなぎらせているし……。

「……なあ涼花。お前からも何とか言ってやってくれ」

　俺は涼花に助け舟ぶねを求める。

　もともと悲しいことに、この面めん子つの中では俺の発言力は高くないのだ。永遠野誓の代理人をやってるのに理り不ふ尽じんなことだが……。

　でも涼花は違う。涼花にビシッと言ってもらえば、さすがにみんなも耳を傾かたむけるに違いない──そう思っていたのだが、

「……いえ、お兄ちゃん。ここはお付き合いするべきでしょう」

　意外にも、涼花からそんなことを言われて、俺は戸と惑まどってしまう。

　こういう場面では、今までならいの一番に抗議の声を上げてたはずなのに。

「な、なんでだ？　てっきり勝手に取材なんかって反対すると思ってたのに」

「普ふ通つうならそうなのですが、……おそらくこれは大事なことですし、結局は避さけられないことでしょうから」

　俺の疑問に、涼花はよくわからない答えを返す。

　再度俺が「どういうことだ？」と言おうとした時、

「……涼花さん、いいの？」

　舞が横から涼花に、どこか遠えん慮りよがちな態度でそう訊ねたのだった。

「はい。私はお兄ちゃんを信じていますから」

　それに対する涼花の答えは簡潔なもので、舞は「そう」と頷いて、会話はそれで終わってしまった。

「……え？　で、結局どうなったんだ？」

「取材よ取材。順番はもうこっちで決めてあるから、あんたは一人ずつ相手をして、ちゃんと取材されなさいよ」

「えええ!?」

　そうして、俺は何が何だかわからないうちに意味不明な取材とやらに付き合わされることになったのだが──

　……マジで何なんだこれ？　涼花のやつも、何を考えてるんだよ……。




「いつもそうですけど、今回はいつにも増して唐とう突とつで、全然状況がわかりませんよ……」

「あはは。まあ今回は仕方ないデスねー。緊きん急きゆう事態デスから」

　俺がため息交じりでそう言うと、横を歩いていたＷピース先生が笑え顔がおで返した。

　最初はＷピース先生の番ということで、俺は今二人で公園内を歩いていた。

　二葉公園には中央に大きな池があり、それを一周する間が一回の取材時間だということだそうだが、やっぱり具体的なことは何一つわからないままだ。

「それで、この取材ってのは何をするんですか？　俺はどうすればいいんです？」

　とはいえ、始まってしまったものは仕方がないと、俺は頭を切り替かえることにする。

　こういう事態は不本意だが慣れたものだし、何より涼花が許可してしまった以上、俺としては拒否することもできないからな。

「そもそもどういうシチュエーションなんです？　俺はどういうキャラとして取材に臨のぞめばいいんですかね」

「いえいえ、特に身構えなくてもＯＫデスよ。先生は先生のまま、今から私が言うことに答えてくれればいいだけデスから」

「……はあ。まあ、変なキャラを演じなくていいっていうのなら助かりますけど、そんなので取材になるんですか？」

　俺が首を傾かしげると、Ｗピース先生は「もちろんデス」と笑う。

「いいデスか？　では始めマスよ？」

　そしてそう言うと、いつも通りの明るい笑顔でこう言ったのだった。

「先生、私は先生のことが好きデスよ」

「はあ、それはどうも──…………え？」

　俺は思わずキョトンとしながらＷピース先生の顔を見返す。

　すると、やっぱりいつもと変わりない表情で、もう一度同じことを繰くり返した。

「あれ？　初告白だったのに聞こえてマセんデシたか？　私は先生のことが好きだと言ったんデスけど」

「……え？　あの、いえ……、き、聞こえてます、けど？」

「あ、よかったデス。じゃあズバーンと答えを聞かせてくだサイ！」

「い、いやいやいや!?」

　俺は混乱する頭で、なんとか状況を把握しようと努める。

「な、何言ってるんですか!?　こ、告白とか、変な冗じよう談だんはやめてくださいよ！」

「あ、ヒドイデスよ先生。女の子からの告白を冗談とか、それはＮＧデス」

「あ、す、すいません……。じゃなくて！　し、仕方ないでしょう!?　まるでいつもの会話の延長みたいなテンションでそんなこと言われたら!?」

「私としては、結構内心ドキドキだったんデスけどねー」

　そうは言いつつも、Ｗピース先生はやっぱりいつも通りの笑顔にしか見えない。

「……あ、あの、本気で言ってるんですか？　俺のことを、その……」

「はい、本気で好きデスよ？　私も一人の女の子として、先生のことが好きデス」

　あっけらかんとそう言われて、俺は戸惑う。

　とはいえ、いくらＷピース先生が普ふ段だんから冗談みたいな人だとはいえ、その告白だけはさすがに冗談には聞こえなかった。

「……あの、俺が永遠野誓だからっていうのなら、それはやっぱり違ちがうと思います」

　困こん惑わくしつつも、俺はそう答える。

　俺は永遠野誓本人ではなく代理人に過ぎない。だから、そんな理由で好きになられたのなら、そもそも告白を受ける資格すらないのだ。

「まあ確かに最初はそうデシたし、先生の作品に惹ひかれたっていうのはありマス。でも、あんまり見くびってはダメデスよ？　女の子が好きっていう時は、その人自身のことが好きだっていう意味なんデスから」

「その人自身がって……」

「永遠野誓としてではなく先生自身がという意味デス。気づいていないかもしれないデスけど、先生はとってもカッコイイ人なんデスよ？」

　そう言って、Ｗピース先生はニッコリと笑う。

　あまりにもストレートにそんなことを言われて、俺はカッと顔が熱くなる。

「だ、Ｗピース先生にそんな風に想おもわれてたとは考えてませんでした……」

「あ、照れてマス？　照れてマス？　私に褒ほめられて照れちゃってマス？」

「こんな場面で嬉き々きとして煽あおらないでくださいよ！　……照れてますよ！」

「いやはやすみマセん。私もこう見えても恥はずかしいので、茶化さないと照れてしまうわけなんデスよ」

　そんなこと言ってまたからかってるんでしょう？　と言いかけたけど、よく見るとＷピース先生の頬ほおもほんのり赤くなっているのが見えて、ドキリとしてしまう。

「……からかい甲斐がいのある人間くらいにしか思われてないと思ってましたよ」

「まあ、それはありマスね。私、好きって気持ちにもいろいろあると思いマス。私の先生への好きって気持ちは舞とかとは違って、もちろん先生本人も好きデスけど、まるで手のかかる弟みたいな感覚があるのは確かデスね」

「そ、そんな風に思われてたんですか」

「そうデスね。でも、オネショタだって立派な愛デスから！」

「オネショタとは違うと思いますけど!?」

　俺がツッコむとＷピース先生が笑って、いつもの空気が戻もどってくる。

　でも、俺が告白されたという事実は変わらないわけで、

「……それで、先生の返事を聞かせてもらっていいデスか？」

　当然、それに対する答えは返さないといけない。

「…………すいません。俺、好きな人がいるんです」

「はい、知ってマス」

　俺がそう答えると、Ｗピース先生はまたしてもあっけらかんと言い放った。

「し、知ってたって、なんでですか？」

「好きな人のことは、だんだんわかってくるようになるんデスよ。もちろん、先生がそう答えるのもわかってマシた。でも、気持ちだけは伝えておきたかったんデス」

　Ｗピース先生はまた、いつも通りの輝かがやかんばかりの笑みを浮うかべた。

　だけどその時だけは、少しだけその笑顔が寂さびしそうに見えたのは気のせいだろうか。

「……すいません」

「謝る必要なんかないデスよ。私の勝手な気持ちってやつデスから。まったく、やっぱり先生は優やさしい人デスね」

　Ｗピース先生はそう言って、その後小さな声で「がんばってくだサイ」と付け加えた。

　今度は俺は「ありがとうございます」と返した。

「んー、さて、これで私のターンは終わりデスね。なんだかスッキリした気分デス。たとえるならエロシーンをこなした後の主人公のような、主に生理的なスッキリで──」

「生々しい表現で余よ韻いんをぶち壊こわすのはやめてくれません!?」

　俺が思わずツッコむと、Ｗピース先生は「あはは」と笑って、もうすっかりいつも通りの俺達の関係がそこにはあった。

「では、私は次の人に交代しマスが、その前に一つ忠告デス」

　Ｗピース先生は立ち去り際ぎわにそんなことを言い出した。

「これからみんなが先生に何をするかは秘密デスが、先生はちゃんとそれに向き合ってあげてくだサイね？　あ、これだと忠告じゃなくてお願いデシたね」

「Ｗピース先生、それってもうほとんどネタバレしてるような……」

「あはは、先生みたいな鈍どん感かんな人には、これくらいでちょうどいいんデスよ」

　それでは！　と言ってＷピース先生は去って行った。

　その後ろ姿はやっぱりいつも通りの陽気な雰ふん囲い気きのままで、俺はそんなＷピース先生の振ふる舞まいに、どこか救われているような気分だった。




「すぅ～～……、はぁ～～……。うう、なんだか本番前よりも緊きん張ちようします」

　次にＷピース先生と入れ替わってやって来た水無月さんは、一いつ緒しよに歩き出すなりそう言って深呼吸をし始めた。

「あは、あはは、先生はもうこれから桜さくらが何をするかわかってますよね？」

「え、ええ、まあ」

「そ、そうですよね。だってＷピースさんがもう先に……。あーもう、やっぱり一番手って得だなぁ。Ｗピースさん、運良すぎです」

　水無月さんはそう言って、まるで緊張を吹ふき飛ばそうとするように、いつも以上にテンションを高めているようだった。

「……あの、先生、こうやって一緒に歩いてると、遊園地でのことを思い出しますね」

　遊園地──去年水無月さんと行った、五いつ花か園えんワンダーランドのことだ。

「あの時の告白。冗談だって言っちゃいましたけど、実は本気だったんですよ？　先生は気づいていましたか？」

「い、いえ、気づいてませんでした。……今この時までは」

　思い返すと、確かにあの時の水無月さんの雰囲気はいつもと違ったものだった。

　とはいえ、自分は代理人に過ぎないと思っていたから、そんなことを考える余地はなかったんだ。……そして、それは今も同じことだ。

「あの、水無月さん。……もし、俺のことを永遠野誓だからっていう理由でそんな風に見ているのなら、それは違うとだけ言わせてください」

　だから、Ｗピース先生の時も言ったけど、そこはちゃんと線を引いておかないといけない。俺は代理人でしかないという本当のことは明かせないけど、だからといってこんな大事なことまで誤解させたままでいいわけがないから。

「……ふふ、先生って本当に真面目まじめですね」

　けれど俺がそう言うと、水無月さんはなんだか楽しそうな顔で微笑ほほえんだ。

「そ、そりゃ真面目にもなりますよ。大事なことなんですから」

「じゃあ、その真面目さも永遠野誓だからなんですか？」

　水無月さんは「違いますよね？」と続ける。

「それは先生本人の性格で、先生が永遠野誓かどうかは無関係ですよね？　桜が好きになったところも一緒です。永遠野誓とか関係なく、先生が桜の理想のお兄ちゃんそのものだったから好きになったんですよ」

　水無月さんはそう言って笑っていたが、間もなくハッとした様子で口元を押さえると、

「あ、し、しまった！　先に好きって言っちゃった！　……あ、あの、先生、今のはなしで！　なしでお願いします！」

　一転して必死な様子で詰つめ寄ってきたので、俺は気け圧おされて頷うなずくしかなかった。

「……ああもう、告白はちゃんと改まった雰囲気でやろうと思ってたのに……！　その時のために桜、何度もリハーサルまでやったんですよ？　それなのに思わず……、う～、失敗だよぉ……！」

「そ、それはバラしていいもんなんですか……」

「桜はこの瞬しゆん間かんのために、本当に努力してきたんですよ!?　何度も告白の練習をして、それを録音して最高に可愛い声で本番ができるよう、自分でもチェックとか繰り返してたんです！　ほら、スマホに証しよう拠この音声ファイルがこんなに！」

「わ、わかりましたけど、それ絶対言っちゃダメなやつですよね!?」

　水無月さんは「う～……」と唸うなりながら落ち込んでいる。俺は見かねて、

「……あの、水無月さんはいつも通りの水無月さんでいいと思います。変に真面目になるよりも、その方がずっと生き生きしてるし……」

　フォローになってるのかなってないのか、よくわからないことを言った。

「もう、先生は本当に優しすぎますよぅ……」

　しかし水無月さんは笑って受け取ってくれて、間もなく「うん……」と小さく咳せきばらいをすると、俺に真まっ直すぐ向き直った。

「……先生、桜の告白、聞いてくれますか？」

「……はい」

「桜は、先生のことが好きです」

　水無月さんはそう言い終わると、ほんのりと頬を染めて「あ、あはは、やっぱり全然練習通りにいかなかったですね……」と照れたように笑った。

　確かにそれは声優・水無月桜としてはたどたどしい台詞せりふだったけれど、俺には水無月さん自身の声として、気持ちがストレートに伝わってきたように思えた。

「……ごめんなさい。俺にはもう好きな人がいるんです」

　けれど、俺の答えは決まっていた。

　申し訳ない気持ちでいっぱいだが、ハッキリとそう言いながら、頭を下げる。

「もう、謝らないでくださいよ先生。そんなのわかってたことですから」

　すると水無月さんは、少しだけ寂しそうにしながらも、やっぱり満面の笑みを浮かべながらそう答えた。

「あーあ、これで桜の初はつ恋こいも終わりですね。やっぱりかなわなかったなぁ……」

「……すいません、本当に」

「だから、謝っちゃダメですって。そういう答えを返す先生だからこそ、桜は惹かれたんですからね？　っていうかむしろ、これで桜の告白にＯＫなんか出してたら、逆に怒おこってましたよ」

「え？　な、なんでです？」

「桜は妹を本当に大切にする先生を好きになったんです。だからここで妹を裏切って桜を選ぼうものなら、それはもう怒ってました！」

「えええ!?　い、いや、俺の好きな人というのは別に……！」

「あ、誤ご魔ま化かさなくてもいいですよ？　そこはみんな知ってますし」

　そんな衝しよう撃げき的なことを平然と言ってのける水無月さんに、俺は愕がく然ぜんとする。

　……な、なんで知られてるんだ!?　昨日の今日で、もちろん誰だれにも話してなんかいないのに、なんでバレてんだよ!?

「……さてと、とにかく告白は終わったので、桜の番はこれでおしまいですね。そう思うと、うーん……、やっぱり寂しいかな」

　水無月さんはそう呟つぶやいて少しだけ残念そうに佇たたずんでいたが、ふと何かを思いついたような顔で俺の方に向き直った。

「……あの、フラれちゃったご褒ほう美び……じゃない、お詫わび？　……えっと、なんて言ったらいいかわからないんですけど、一つだけお願いを聞いてもらってもいいですか？」

「お願い、ですか？　……まあ、俺にできることなら」

「先生にしかできないことです。……えっと、最後に桜のことを妹として慰なぐさめてもらってもいいですか？　そしたら、本当に吹っ切れそうだから」

　それはおかしな──だけど実に水無月さんらしいお願いだった。

　普ふ段だんなら戸と惑まどうところだけど、でもこの場面では、俺は自然と頷くことができた。

「……ああ、ごめんな桜。でも、その気持ちは本当にうれしかったよ。桜、ありがとう。それから、よくがんばったな……」

　俺はそう言って、水無月さんの──いや、桜の頭を優しく撫なでる。

「……っ！　うん！　ありがとう、お兄ちゃん！」

　すると桜は一度ブルッと身体からだを震ふるわせた後、俯うつむいていた顔を上げ、輝かんばかりの笑顔を俺に見せてくれたのだった。




「……先生とこうやって散策するのは初めて。デートみたいで実にいい」

「で、デートとか……っ！　へ、変なこと言わないでよねお姉ちゃん！」

　水無月さんが去った後、次にやって来たのは秋乃さんと神坂妹の二人だった。

　なんだか自然と二人に挟はさまれる形で歩くことになったけど、そういえば結構長い付き合いの中、こうやって三人でゆっくりした時間を過ごしたことはなかったな……。

「さて、まだるっこしいのは面めん倒どうなので早さつ速そく本題に入る。先生も既すでに大体の流れはわかっているだろうし」

　すると、秋乃さんがいきなり単刀直入にそんなことを言い出した。

　言葉通りなのだが、相変わらず秋乃さんは何事も唐とう突とつだ。

「最初に言っておきたいけど、私がするのは先生への告白じゃない。もちろん、私は先生の愛まな弟で子しとして、求められれば今すぐにでも心と体を差し出す覚かく悟ごがあるけど」

「あ、あんた、お姉ちゃんに変なことしたらマジでタダじゃおかないわよ……！」

「この場面でツッコむべき相手は俺じゃなく秋乃さんだろ!?」

　真っ赤になって睨にらんでくる神坂妹に、冤えん罪ざいだと声を上げる俺。

　だが秋乃さんはそんなことなどまるで気にする様子もなく、いつも通りの平へい坦たんかつぶつ切りの言葉で続ける。

「私がしたいのは先生のへ質問。答えてほしい。先生は好きな人がいる？」

　ジッと俺の目を見み据すえながら、秋乃さんはそう訊たずねた。

　いつも無表情で感情の読めない人だが、今は特にその真意が読めない。

「……はい。います」

　とはいえ、俺は正直に答える。すると秋乃さんは続けて、

「それは涼花さんのこと？」

　そんな衝撃的な質問を、何でもないことかのようにスルッと口に出した。

「…………っ！」

　俺は驚おどろいて見返すが、相変わらず秋乃さんは俺を真っ直ぐに見据えている。

　一瞬、なんとか誤魔化そうかと思ったけれど、秋乃さんの視線に射すくめられて、俺は何も言えなくなった。そして、その無言こそ質問に対する肯こう定ていの証あかしだった。

「そう。やっぱり」

　秋乃さんはそんな俺をしばらく眺ながめていたが、やがて納なつ得とくしたと頷いた。

　しかしその時、ずっと黙だまってやり取りを聞いていた神坂妹が、キッと俺を睨みつけながら猛もう然ぜんと口を開いた。

「あ、あんたねぇ……！　本当に妹を好きになるとか、何考えてんの!?　そんなの許されると思ってるわけ!?　本気でバカなんじゃないの!?」

　神坂妹はそう言って、何度も何度も繰くり返し俺をバカだ信じられないだと罵ば倒とうする。

　その姿はどこか必死で、俺に対して呆あきれたり嘲あざけったりしている様子はまるでなく、ただ純じゆん粋すいに怒っているように見えた。

「……ああ、お前の言ってることは全部正しいよ」

　そして、俺はそんな神坂妹に対してそう答えるしかなかった。

　胸が痛んだが、同時になぜか不思議とうれしい気持ちもあって、その時の俺は知らないうちに微笑んでいた。

「な、なんで笑ってんのよあんたは……！」

　神坂妹はどこか泣きそうな顔になりながら、さらに俺への罵倒を続けようとするが、

「春はる菜な、もうその辺にしておく」

　その時、秋乃さんが神坂妹の肩かたに手を置いて、静かにそう制止した。

「先生、申し訳ない。ただこれだけはわかってほしい。春菜は先生のことを心配してこんなことを言ってる」

「お、お姉ちゃん!?　わ、私は別に……！」

「こんな時まで誤魔化す必要はない」

　秋乃さんはそう言って、神坂妹の頭をポンポンと撫でる。

　神坂妹はなおしばらくの間、ふーふーと鼻息が荒あらいままだったが、やがて落ち着いてくると俺の方に向き直った。それでもまだ俺を睨んだままだったが。

「……わ、悪かったわよ。感情的になって……」

「いや、いいよ。さっきも言った通り、お前の言ったことは全部その通りだからな。それに秋乃さんの言った通り、俺のことを心配してくれてのことだろうから、逆にうれしかったよ。本気で怒ってくれてさ」

　それは本心からの言葉だった。本当のことを真っ直ぐに指し摘てきしてもらえるというのは、辛つらいことだけどありがたいもんだ。

「あ、あんた……」

　すると神坂妹はなぜか一瞬悔くやしそうな表情を見せたが、やがてふっと息を吐はいて肩を落とすと、今度は落ち着いた口調で話し始めた。

「……まったく、あんたは最低最悪ね。意味不明で理解不能であり得ない選せん択たくなんかしてさ。……ほんと、バカみたい」

　……でも、と神坂妹は付け加えて、

「でも、私はそういうバカなあんたを応おう援えんしてるわ。バカであり得ないやつだけど、いろいろ信念があるところなんて少しは尊敬してるし……。それに、……な、なんだかんで、実はほんのちょっぴりだけ気が合ったようにも思えたし……」

　俺からプイッと目を背そむけながら、顔を赤くしてそう言った。

「……そうか、お前もそんな風に思っててくれたのか。実は俺も、お前だけは、なんかこう……、他のみんなと違ちがって同じ目線で近い感覚でいられたというか……。ぶっちゃけ友達みたいな感じで思ってたんだよな」

「なっ!?」

　俺は少し恥はずかしくなりながらも、正直にそう吐と露ろした。

　実際神坂妹とは、他のみんなと比べるとどこか気安くやり取りすることができた。それこそ友達感覚というのがしっくりくる。

「……な、な、な……っ！」

「い、いやまあでも、俺が勝手にそう思ってただけかもしれないけど」

　とはいえ気安すぎたかもしれないと思い、俺は慌あわててそう訂てい正せいする。

「……わ、私も……」

　だが神坂妹は、なぜか顔を真っ赤にしながら、

「私も、……あ、あんたのことは友人として見てるから、別に勝手じゃないわよ……！」

　絞しぼり出すような声でそう言ったかと思うと、バッとそっぽを向いてしまった。

「……はぁ、相変わらず素す直なおじゃない」

「お、お姉ちゃん……！」

　それを見ていた秋乃さんがため息交じりに呟く。

　神坂妹は抗こう議ぎの声を上げるが、秋乃さんはそれを無視して、俺の方へと向き直った。

「まあ、なにはともあれ先生から自信のある答えが聞けてよかった。それでこそ親愛なる師し匠しよう。私の目に狂くるいはなかった」

「いや、師匠はマジでやめてほしいんですけどね……」

　俺の呟きは無視して、一人満足そうにうんうんと頷うなずいている秋乃さん。

　やがて二人は「それでは失礼する」「ゆ、友人として、がんばりなさいよ」と言い残して去って行った。

　そうして入れ替かわるように──最後に舞が俺のところへやって来たのだった。




「私は今でもあんたのことが好きよ」

　舞は俺の前に現れるなり、いきなりそんなことを言ってきた。

　腰こしに手を当てて胸を張り、いつも通りの尊大な姿勢。……だけれど、その顔は赤く染まり、雰ふん囲い気きは柔やわらかいものだった。

「……ありがとう。でも、やっぱ俺はその想おもいには応こたえられない」

　俺は礼を言いながらも、改めてその気持ちを断る。

　今日一日で既に何度も繰り返しているが、この感覚にはやはり慣れない。

「うん、それはわかってるから別にいいわ。ただ、改めて言っときたかっただけだから」

　舞は俺の返事をそう言ってサラッと受け流し、隣となりに立って歩き出した。

　しばらくの間、気まずい沈ちん黙もくが俺達の間に流れる。だがやがて舞が口を開き、

「ねえ、みんなはもうあんたに告白したのよね？」

　そんな、本来なら訊ききにくいことをズバッと言ってきた。

「……ま、まあ、みんながみんなじゃないけど」

「はぁ……、なんでみんな、こんなやつを好きになっちゃったのかしらねー」

「それは俺が訊きたいよ……。ってか、そういうお前はどうなんだよ」

「わ、私は、その……。あんたが永見祐だからよ……」

　真っ赤になってそう呟く舞。

　……だから、そういうストレートな言葉や態度が一番照れるんだってば。

「……実際、あんたはスゴイわよ。私をはじめ、あれだけの美少女全員から好意を持たれておきながら、それを全部断るっていうんだから」

「それは……、まあ自分でもそう思うよ。こんなモテ期はもう永遠に来ないだろうな」

「その通りよまったく。しかもそんな一生に一度のチャンスを棒に振ふろうってんだから、本当にあんたはバカよね。大バカよ」

　舞はそう言うが、その表情は楽しそうな笑えみだった。実際、言葉に悪意はまるでこもっていなかった。

「しかも、その理由がなんと妹の──涼花さんのためだって言うんだから、本当に笑えない話ね」

「…………返す言葉がないな」

　今いま更さら誤ご魔ま化かすことでもなく、俺は苦く笑しようしながら答える。

　さっき神坂妹からも言われたけど、改めてそう言われるとすごい選択をしたものだ。

「それで？」

「うん？」

「後こう悔かいはしてないわけ？」

「ああ、これっぽっちもな」

　舞の問いかけに、俺は即そく答とうする。それだけは、迷いなく言い切れる。

「……はぁ」

　それを聞いた舞は、大きくため息を吐つくと、

「……ああ～～～、もうっ！」

　なぜか急に頭を抱かかえると、だんだんっと地団太を踏ふみ始めたじゃないか。

「な、なんだよ？　どうしたんだいきなり？」

　もちろん、俺はその舞の突とつ然ぜんの行動に戸と惑まどう。

　すると舞は頭を抱えたまま、ちょっと涙なみだ目めで俺をキッと睨にらむと、

「もどかしいってのよ！　あんたにわかる？　私のこの悩なやみが！」

　と、まったくわけがわからないことを言ってきた。

「私はあんたのことが好きだから、できるものなら両想いになりたいわよ！　恋こい人びと同士になってイチャイチャとかしてみたいって当然思うわけ！　……でも、冷静に考えてみると私の好きなあんたとは、そんなことできないって現実があるのよ……！」

「ど、どういうことだよ」

「決まってるでしょ？　私が好きになったのは、今こうやって目の前に立ってるあんたなのよ？　どうしようもない妹好きで、リアルで妹がいるくせに妹モノのラノベまで書いてさ、挙句の果てにはより取り見取りの美少女達の告白を断ってまで妹を選ぶ、そんな最高にバカな男なの。妹のためなら全世界を敵に回してもいいとか、本気でそんなことまで考えちゃうような、どうしようもない永見祐なのよ」

「散々な言われようだな、おい……」

「い、いいでしょ！　私の好きな人なんだから好き勝手言っても！」

「そんな斬ざん新しんかつ自分勝手な考え方は初めて聞いたな!?」

　と、とにかく！　と、舞は続けて、

「とにかく私の好きなあんたはそういう人間なの！　……でも、そんな祐がもし私を選んだとしたらさ、それはもう私が好きな祐じゃないじゃない？　私が好きな祐ってのはさ、いつだって妹のことを最優先で選ぶ祐だから、私を選んでほしいと思っても、そんなことは最初からできないことだったのよ」

「舞……」

　ふんっ、と舞は腕うでを組んでそっぽを向く。

「……まったく、とんだ皮肉よね？　これじゃあ最初っからもう詰つんでるじゃないのよ」

「な、なんか、その……、ごめん……」

「べ、別にあんたが謝ることじゃないわよ。こんなことはわかってたはずなのに、それでもあんたを好きな私が悪いんだから……」

　舞はそう言って「あーあ、とんだ男に引っかかっちゃったわね」と、その場の微び妙みような空気を吹ふき飛ばすように伸のびをした。

「……でもまあ、私も後悔なんてしてないけどね」

　そして、少しだけベーと舌を出しながら、悪戯いたずらっぽい表情で付け加えた。

「……それじゃ、最後にもう一度だけ確認させて。あんたは自分のした選択に、全然後悔はしてないのよね？」

「ああ、それだけは断言できるよ」

「ならいいわ。私をフっておいて幸せじゃないとか言い出したら、それこそ椅い子すにロープで縛しばりつけて三日で単行本一冊分の原げん稿こうを書く刑けいに処すところだったから」

「な、なんか微妙にリアルなうえにキツそうな刑だな……」

「あれはなかなかに辛い経験だったわ……」

「体験済みなのかよ!?」

　俺がそうツッコむと、舞はひとしきり笑って、

「……ふぅ、やっぱりあんたは尊敬する永遠野誓で、私の大好きな永見祐ね」

　目め尻じりの涙をぬぐいながら、どこかスッキリした顔でそう呟つぶやいた。

　そうして、そろそろ時間だからみんなのところに戻もどろうということになり、俺達は並んで歩きだしたのだが、

「あ、あそこに何か飛んでるわよ」

「え？」

　急に舞がそんなことを言い出したので、俺は反射的に顔を横に向けた。

　その瞬しゆん間かん、

　──……チュッ。

「なっ!?　お、お前、今……！」

　頬ほおに柔らかく温かな感かん触しよくが触ふれて、俺は慌てて振り向く。すると、

「く、口はさすがに勘かん弁べんしてあげたわよ。か、感謝しなさいよね！」

　今にも沸ふつ騰とうしそうなほど顔を真っ赤にした舞が、視線を逸そらしながら胸を張ってそんなことを言ってきたので、俺も顔と言わず全身が熱くなる。

「さ、さあ、みんなを待たせちゃ悪いから行くわよ」

「あ、お、おい！」

　そうして、舞はさっさと先に進んでいく。

　だが途と中ちゆうで立ち止まり、俺の方を振り返ると、

「わ、私は諦あきらめないって言ったでしょ？　あれは今も変わってないから」

　そんな宣言をして、今度こそ走って行ってしまった。

　取り残された俺は、しばらく呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を眺ながめていたが、

「……ったく」

　やがて一つ苦笑をすると、その後を追ってゆっくりと歩き出したのだった。




「お帰りなさい、お兄ちゃん」

　公園の入り口に戻ると、そう言って涼花が出で迎むかえてくれた。舞達も全員そこで揃そろって俺を待っていたが、今は俺と涼花のやり取りを遠巻きに眺めていた。

「ああ、悪い。待たせたな」

　そう言うと、涼花は静かに首を振り「大事なことですから」とだけ答えた。

　俺は涼花に、みんなとどんなやり取りがあったかを説明しようと口を開きかけたが、

「……涼花？」

　なぜか唇くちびるに人差し指をあてられ、言葉を遮さえぎられてしまった。

「何も言わなくても大だい丈じよう夫ぶです。私はお兄ちゃんを信じていますから」

　ふわりと微笑ほほえみながらそう答える涼花。

　……涼花は何でもお見通しらしい。

　結局その笑みに対して、俺は「そうか」と言っただけで、後は無言で軽く涼花の頭を撫なでた。それ以上、何かを口にする必要がなかった。

「おやおや、これは実にわかり合ってる感がありマスねー」

「「え!?」」

　とその瞬間、背後からそんな声が聞こえて振り向くと、Ｗピース先生をはじめとした女性陣じんが、なぜか全員笑顔でこちらの方を見ていた。

　……い、いや、これは笑顔というより、ニヤニヤしてるといった方が……。

「お兄ちゃんを信じてますからだって。桜もそんな台詞せりふ言ってみたいよー」

「涼花さん。大人になった」

「お、お姉ちゃん、その表現は誤解を招くから……」

　水無月さん、秋乃さん、神坂妹もそれぞれそんなことを言ってくる。

　それを聞いた俺と涼花は、同時にかああぁと赤面した。

「……はぁ、本当にあんたは筋金入りのシスコンね、祐」

　さらに、舞もどこか呆あきれたような笑みを浮うかべながら続けて、

「でも、妹を好きじゃない祐なんて祐じゃないから、仕方ないわよね」

　肩かたをすくめつつ、ため息交じりでそんなことを言った。

　他の女性陣もそれに同調して、それは仕方ないと苦笑いをしている。

　……な、なんか思いっきりからかわれてしまったけど……。

　俺が涼花の方に視線を向けると、涼花もまた俺を見ていた。
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　顔を赤くして恥はずかしそうにしてはいるが、その顔は笑っていた。

　だから俺も笑い返し、温かな雰ふん囲い気きが辺りを包んだ。

　……のだが、

「んー、でも、恋人の座は諦めるしかないかもしれマセんけど、私は別に先生のメス奴ど隷れいでも全然ＯＫデスよ？」

「ぶほぉっ!?」

　Ｗピース先生がいきなりそんなトンデモナイことを言い出したので、ほんわかした空気は一瞬でぶっ飛び、俺は思わず噴き出してしまった。

「あ、待ってください！　そんなのが許されるんなら、桜なんて妹志望ですから、もっと大丈夫ですよね!?　……そうですよ、恋人はダメでも、先生の妹の座は空いてるんだから、何も問題ありませんでした！　やったー！」

「ちょ、ちょっと水無月さん!?」

　さらには水無月さんまでそんなことを言い出し、俺は唖あ然ぜんとする。

「……ふむ、じゃあ私は先生の愛人で。……愛人、アダルトな私にピッタリの関係。大丈夫、本妻に迷めい惑わくはかけないから」

「お、おおおお姉ちゃんなに言ってんの!?　……って、わ、私は全然そんなこと考えてないわよ!?　私はあんたの友人なんだからね!?」

　そのうえ神坂姉し妹まいも加わって、場が一気にカオスな雰囲気に吞のみ込まれる。

　……な、なんでいきなりこんな騒さわぎに!?　ってか、さっきのあの告白云うん々ぬんの流れはなんだったんだよ！

　そんなことを考えている間にも女性陣はワーワーギャーギャーとさらに姦かしましくなっていき、手が付けられなくなる。

　とその時、俺はふと喧けん噪そうの外にいた舞と目が合ったのだが、

「私は諦めてないって言ったはずよね？　……ところで、ラノベ業界にはまだ略りやく奪だつ愛あい系のラブコメがないと思わない？　……うん、これは新しい流れのジャンルになるかもしれないわね……！」

「何を意味不明なことを言ってるんだお前は!?」

　こいつが一番ヤバイ発言をしていた。

　こうしちゃいられないわ！　と、どこからか『永見祐研究ノート』を取り出して激しくペンを動かしているが……、どうすりゃいいんだ……。

「……お兄ちゃん」

　とその時、背後で涼花がポツリと呟いたのが聞こえて、俺は慌あわてて振ふり返る。

「す、涼花さん……？」

　すると、さっきまでのふわふわした気配はどこへやら。

　涼花はむーっと不ふ機き嫌げんそうに頬を膨ふくらませながら、

「こ、この人達はやはり油断できません……！　実はさっきまでちょっと余よ裕ゆうで勝ち誇ほこったりしてましたが……！　お兄ちゃん！　これからは今まで以上に一層気を引き締しめるようにしてください!!」

「えええええ!?」

　誰だれにも渡わたさないとばかりに俺の腕に抱だきつき、威い嚇かくするように迫せまりくる女性陣を睨にらみつけるのだった。

　それはまるで、いつもの取材風景さながらで──

　……結論から言うと、俺と涼花とみんなの関係は、何かが変わったようでいて、その実何も変わっていなかったのだった……。

「なんでだよ!?!?!?」








第三章　初めての「デート」









「うーむむむ……っ」

　冬休みが始まったばかりのある日の夜のこと。

　俺はカレンダーを横目にＰＣに向かって唸うなっていた。

「やはりこっちのプランの方が……。い、いや、こっちの方がいいのかな……？」

　画面に映し出されているのはいくつかの文書ファイル。

　またいつものようにラノベ原稿でも書いているのかと思われるかもしれないが、実はそうじゃない。

「……くそ、デートなんて初めてだから難しい……！」

　そう、今の呟つぶやきからもわかる通り、俺はデートのプランを練っているのだ。

　デートと言っても、今までみたいな取材とかふりとか、そんなのじゃないぞ？

　今回のは男女が親しん睦ぼくを深める目的で外に出かけるという意味以外何もない、純じゆん粋すいな意味でのデートだ。

　しかも、既すでにお付き合いが始まった後に行う、いわば本格的デート。

　もちろん相手は言うまでもないが、涼すず花かだ。

「これからは、俺の方からもリードしていかないといけないからな……」

　今までも何回かデートという名目で涼花と出で掛かけたことはあるが、それはあくまで取材という建前での話。しかもその内容も、ほとんどが涼花の考えたもので、俺がまともに主導したものはない。

　それに加え、想おもいが通じ合ってから数日経たったが、実はあんまり思ったようにイチャイチャできていなかったりするという事情もある。

　……なんかお互たがい照れてしまって、今まで散々建前を使ってイチャイチャしてたのがウソみたいに控ひかえ目になっちまったんだよな……。

　いろいろアプローチはしてみたんだが、どうにも上手うまくいかないという現状。しかもそのアプローチ自体も涼花が主体で、不ふ甲斐がいないことだが俺の方からはほとんどできていなかったりする。

　それも踏ふまえて、今回のデートでは俺が涼花をリードしようと意気込んでいるというわけだが、さらにもう一つ、どうしてもそうしないといけない理由がある。

　それは、もうすぐ涼花の誕生日だからだ。

　十二月二十六日。涼花が生まれてきてくれた記念すべき日だ。

　俺はその日に涼花とのデートを計画し、同時に誕生日も祝おうと考えている。

　両想いになってからの初めての誕生日なわけだから、そこはやっぱり思い出深いものにしたい。なので、計画を立てるにも気合いが入っているというわけだ。

「うーん……、やっぱこれかな……？」

　俺はいくつかあるプランの内、一つを眺めながら呟く。

　いろいろ考えた結果、これなら涼花も喜んでくれるんじゃないだろうかと思えて、その方向で行こうかと考えていた時だった。

「……お兄ちゃん、今よろしいですか？」

　コンコンと控え目なノックの音がして、涼花が部屋にやって来た。

　俺は慌ててＰＣの画面を隠かくしながら「な、何か用か？」と振り返る。

「ちょっとお話があります」

　涼花は真面目まじめな顔で──というか、どことなく怒おこったような顔をして、ともすれば睨んでると言ってもいいくらいの鋭するどい視線を俺に向けてきた。

　……う、これはお説教モードか？

　大体こういう時の涼花は、俺にお小言を言いに来たという可能性が高い。

　それも、洗せん濯たく物ものを持って行き忘れてるとか、食器を使った後出しっぱなしにしていたとか、そういう日常での出来事に対する苦言であることが大半だ。

「わ、悪い。俺、またなんか余計なことでもしてたか？」

　なので、俺は反射的に先に謝ってしまっていた。

　正直なところ具体的な心当たりはないんだけど、涼花が怒ってるってことは何らかの理由があるのは間ま違ちがいないので、その場合原因が俺である確率は非常に高い。……自分で言ってて情けないことだが……。

「あ、いえ、そういうわけではなく……」

「え？」

　だが、涼花の反応は思ってたのと違っていた。

「お兄ちゃんが何かをしたわけではなくてですね。その……、むしろ逆で、何もしていないのが問題と言いますか……」

「？　……んん？」

　なぜか涼花は少しだけ顔を赤くして、拗すねたようにそっぽを向きながらモジモジしている。歯切れも悪く、声も小さくていまいち何を言ってるのかわからない。

　俺は涼花の反応が予想外すぎて、頭に？マークを浮うかべながら首を傾かしげるしかない。

「お、お兄ちゃん」

　とその時、涼花が意を決したように声を張り上げた。

「い、今から、その、永遠とわ野の誓ちかいタイムを開始してよろしいでしょうか！」

「え!?　そ、それは、まあ、かまいませんけど!?」

　なんか涼花のテンションに引っ張られる形で、敬語で返答をしてしまう俺。

「でも永遠野誓タイムってことは、その……、今からイチャイチャしたいってことか？」

「い、いえ、そうではなくてですね……。も、もちろん私は可能であれば四六時中お兄ちゃんとイチャイチャしたいんですけど!?」

　両手をワタワタさせながらテンパる涼花。

　一方で俺も、ストレートにそんなことを言われてうれしいやら恥ずかしいやら。

　だが涼花は「で、ですが」と咳せきばらいを一つしながら続けて、

「こ、今回はイチャイチャするための永遠野誓タイムではありません。恋こい人びと同士という関係になったうえで、お兄ちゃんに苦言を呈ていするために来たのです！」

「お、俺に苦言!?　しかも恋人同士で!?」

　キッと睨まれながらそんなことを言われて、俺は思いっきり狼ろう狽ばいする。

「……ま、まさかやっぱり兄妹きようだいはマズイから、恋人関係を解消するとか!?」

「な!?　ななな何をあり得ないことを言っているのですかお兄ちゃんは!?　そ、そんなことを私が言い出すとか、宝くじに当たった帰りに落らく雷らいに遭あって次の瞬しゆん間かん地球に隕いん石せきが落ちて人類が滅めつ亡ぼうする可能性よりもあり得ません！　むしろお兄ちゃんの方がまだそんなことを考えているのではないですか!?」

「んな……っ!?　そ、そんなわけないだろ!?　それこそ今すぐ太陽が爆ばく発はつして、地球が巻き込まれて消しよう滅めつする確率よりもあり得ないことだぞ！」

「……お兄ちゃん、話を大きくしすぎると逆にウソっぽく聞こえますよ？」

　涼花が冷たい視線を俺に向けてくるが、……お前がそれを言うのか……。

「……それはともかくですね、そういう話ではないんです。兄妹ではなく、恋人としての不満を表明するために、私は来たわけなんです」

「こ、恋人としての不満……？」

　その言葉に、思わずごくりと喉のどが鳴る。

　なんだかわからないけれど、ものすごく心臓が締めあげられるような響ひびきだった。

「はい。私は今現在、お兄ちゃんとの恋人関係に不満があります。それは……」

「そ、それは……？」

　俺は全身を緊きん張ちようさせながら涼花の次の言葉を待つ。

　……確かに俺は顔も頭も特にいいわけじゃないし、気も利きかないし涼花には全然つり合っちゃいないけど、こんな真正面から不満をぶつけられるほどダメだったのか……!?

　と、そんなことを考えながら戦せん々せん恐きよう々きようとしていたのだが、

「…………お、思ってたより、イチャイチャできていないのが不満です……」

「……へ？」

　突とつ然ぜん涼花が真っ赤になって俯うつむいて、消え入るような声でそんなことを言ったので、俺は呆あつ気けに取られてしまった。

「……っ！　で、ですから！　せっかく恋人同士になったのに、今までしてきた取材みたいなのとは違って、どこかこう……ほのぼのしたイチャイチャしかまだできていません！も、もちろんそれはそれで素す晴ばらしいものなのですが……」

　一方で涼花は、恥はずかしそうにしながらも必死に力説を続ける。

「で、でも、恋人になってもう数日経ちましたし、そろそろ、あの……、あ、あからさまなといいますか!?　より高い次元のイチャイチャを始めてもいいのではないかと考えているのですが、お兄ちゃんもそう思いませんか!?」

「お、おう!?」

　涼花の迫はく力りよくに気け圧おされて、俺は思わず頷うなずいてしまう。

「そ、そうでしょう？　私もそう考えて、いろいろアプローチしようとしたのですが、その……、やっぱりまだ難しくてですね……」

「えっと、それが不満だったわけか……？」

「いえ、その不満もありますが、一番の不満はそんな中でのお兄ちゃんの姿勢です」

「お、俺？」

「はい。もう恋人同士になったんですから、私からだけじゃなく、お、お兄ちゃんからもアプローチしてほしいです。……たとえそれが難しくても、その素そ振ぶりも見せないのは、その……、彼氏！　そう、彼氏としてどうかと思います！」

　……か、彼氏！

「ふ、普ふ通つうはこういう時は彼氏がリードするものじゃないですか。ですから私は、お兄ちゃんからのアプローチを希望します！　彼氏として！」

　涼花は顔を赤くしたまま力強くそう言い切って、ちょっと拗ねた顔で俺を「むー」と睨にらみながら口を閉じた。

　俺はそんな涼花にいろいろ面食らったが、一方で言いたいことはよくわかった。

　……な、なるほど、彼氏として俺の方からもちゃんとアプローチしろと。確かにそれはその通りだし……、というか、俺もちょうどそう考えてプランを練ってたところだ。

[image: ]

「……ごめんな涼花。お前の言う通りだ。やっぱ俺の方からもちゃんとアクションを起こさないとダメだよな。その……、兄貴としても彼氏としても」

「い、いえ、責めてるわけではないんですよ？　ただちょっと、やっぱりそういう姿勢でいてほしいなっていう純粋な想おもいといいますか。その……、妹として、彼女として」

　真っ赤になってもにょもにょと口ごもる涼花。

　そんな涼花の姿も可愛かわいくて、なんとか喜ばせてやりたい、想いに応こたえてやりたいという考えが俺の中でムクムクと膨ふくれ上がってくる。

　……よし、いい機会だ。サプライズでと思ってたけど、ここでもう言ってしまおう。

「でも、安心してくれ涼花。実は俺の方でも、そのことについては気にしてて、なんとかしないといけないってちゃんと考えてたんだよ」

「え？」

　俺の言葉に、涼花は顔を上げて意外そうな表情を見せる。

　俺はそんな涼花に、少しドキドキしながらもハッキリとこう言った。

「涼花、今度デートしないか？」

「で、デート……？」

　目をパチパチと瞬しばたたかせ、言葉の意味がよくわかってないといった感じの涼花。

「あ、ああ。今までも何度か取材でデートはしたけどさ、今は、ほら、両想いになったわけだろ？　だったら、その、本物のデートをするのがいいんじゃないかなって」

「────……っ！」

　俺が恥ずかしくて視線を逸そらしながらそう言うと、息を吞のむ音が聞こえてきた。

　でも無言のままだから、涼花の反応がよくわからない。嫌いやがることはないだろうけど、きっと驚おどろいてるんじゃないか──

「あ、あれ？」

　と、そう思っていたら、間もなく異変に気がつく。

「お、おい涼花？　どうしたんだ？　おいってば」

　なぜか涼花が俺を見上げたまま、微び動どうだにせず立ち尽つくしているのだ。

　よく見ると目の焦しよう点てんが合ってなくてぽけーっとしているし、口も半開きのままぼんやりとしている。……こ、こんな涼花の顔は初めて見た。

「おい涼花！　しっかりしろ！」

　俺は慌あわてて涼花の肩かたを掴つかみ、乱暴にならない程度に揺ゆさぶる。

　するとやがてハッとした様子で涼花の目の焦点が合って「す、すすすすいません！」と取り乱しながら頭を下げた。

「ど、どうしたんだよいきなり」

「い、いえ、お兄ちゃんが急にデートなんて言い出したものですから、あ、あまりのうれしさに一瞬気絶してしまったようです……」

「気絶!?」

　その言葉に度ど肝ぎもを抜ぬかれる俺。

「そ、そんなにうれしかったのか……？」

「あ、当たり前じゃないですか！　だ、だってお兄ちゃんの方からデートなんて言い出してくれたんですよ!?　こんなのうれしくないはずがないじゃないですか……！　うう、ううう、ううううう～～～っ！」

　拳こぶしを握にぎりしめ、そのうれしさに耐たえるかのようにブンブンと上下に動かす涼花。

　身体からだを小刻みに震ふるわせながら、泣いてるのか笑ってるのかよくわからない顔を見せる。

　……ここまで喜んでもらえると、なんかこっちもすごくうれしい気分になるな。デートを計画してよかった……！

「そ、それで、いつデートをするのですか!?　今!?　今すぐですか!?　そういうことならすぐに着き替がえてきますので待っていてください！」

「いやいやいや！」

　そうやって俺が喜びを噛かみしめていると、涼花が鼻息を荒あらくして部屋から出ていこうとしているのに気がついて、慌てて引き留める俺。

「今日じゃないし、そもそももう夜だし、落ち着け涼花！」

「こ、これが落ち着いてなどいられますか！　だってデートですよ!?　しかもお兄ちゃんからのお誘さそいのですよ!?　夜だろうがお風ふ呂ろに入ってるところだろうが、受験日前日だろうが手術中だろうが、何を差し置いてもデートするに決まってるじゃないですか！」

「なんかちょっとグロい光景まで想像させないでくれ！」

　涼花の興奮具合がすごすぎる。こんなに喜んでもらってるのはうれしいけど、それでもちょっと落ち着かせないといけない。

「と、とりあえず、まずは冷静になってくれ。まだ話には続きがあるから」

　俺が涼花の肩を押さえながらそう言うと、涼花は「は、はい」と頷いて、二、三回、深呼吸した後にようやく話を聞く体勢になった。

「えっと、デートなんだけどな、二十六日にやるのはどうかなって思ってるんだ」

「二十六日……？　あ、その日って、まさか……」

「そう、お前の誕生日だよ」

　俺がそう答えると、涼花は大きく目を見開いた。

「俺達が両想いになってからの記念すべき初デートは、涼花の誕生日にやりたいって考えたんだ。……ほ、ほら、俺も一応男だし、兄貴だしな？　やっぱその、リードしなきゃいけないと思って、誕生日祝いも兼かねてというか……」

　上手うまく言えず、少々しどろもどろの説明になってしまう。

　だが、とりあえず俺の意思みたいなものは伝わってるはずだ。

「俺も、その……、お前とイチャイチャしたいというか、そう思ってるからさ。涼花の希望もかなえながらデートできればと思って。……どうかな？」

　俺は少しドキドキしながらそう訊たずねる。

　さっきあれだけ言われたんだから、涼花が「嫌です」なんて言うはずがないとはわかっていても、それでもデートのお誘いなんて初めてしたわけだから、どうしても緊張してしまう。

「………………」

　涼花は俯いたまま立ち尽くしている。

　またいきなり顔を上げてハイテンションで迫せまってくるのだろうか、と俺は身構えていたのだが、

「……ん？」

　どうも様子がおかしい。

　というか、何の反応もない……？　ピクリとも動かないんだが……？

「ま、まさか……！」

　その時、俺はハッと気がついて、慌てて涼花の顔を上げる。

　すると、

「……………………はぅ……」

「涼花───────っ!?」

　案の定、目を回して再び気絶してたじゃないか！

「おい、しっかりしろ！　おーい！」

　俺は今度は遠えん慮りよなく肩をガクガク揺さぶるが、涼花は半開きの口から「えへえへへえへへへへへ」という、ちょっと不気味な笑い声を漏もらすばかりで目覚める気配はない。

　俺はその後も涼花が目覚めるまでずっとそんなことを続けていたわけだが──

　……なにはともあれ。

　俺達は両想いになってからの初めてのデートを、他ほかでもない涼花の誕生日にすることに決めたのだった。




　　　　★




「はぅ……」

　私の口から、また自然とため息が漏れました。

　もちろんそれは重苦しいものではなく、喜びとうれしさで温かくなった心から漏れ出た幸せの吐と息いきです。

　ここ数日、ずっと私はこのため息を吐つき続けています。その理由は言うまでもなく、お兄ちゃんが私をデートに誘ってくれたことによるものです。

　……ちゃんと私のことを考えてくれて、しかも誕生日のことまで気にかけてくれて。

　お兄ちゃんに大事にされているという実感が、ますます私を幸せにしてくれます。両想いっていうのは本当にスゴイことです。こんな奇き跡せきのようなことがごく普通に起こってしまうんですから。

「…………はうぅ」

　ああ、もう無限に幸せですから、ため息も無限に出てきてしまいます。

　お兄ちゃんのことは今までもずっと大好きでしたけど、両想いになってからはもう好きという言葉では表せないくらい、ますます好きになってきています。

　想いが通じているという実感が、とにかくずっと幸福感で私を包み続けるので、気を引き締しめるのが難しくなるくらいです。

　そういう意味では、最初は渋しぶ々しぶ了りよう承しようしたことでしたが、普ふ段だんは兄妹きようだいとして振ふる舞まうという線引きは、結果的にありがたいものでした。それがなければ、私はもうお兄ちゃん好きが高じてバカになっていたかもしれません。

　……い、今でもその兆候がないわけじゃないのが困りものですが……。

　と、とにかく、そういうお兄ちゃんが好きすぎる私なので、兄妹として振る舞う必要性が減る冬休みという期間は、幸せではありますが困ってしまうものでもあります。

　しかもお兄ちゃんからお誕生日のデートにまで誘われて……！　冷静さを取り戻もどすのに非常に苦労しましたよ！　気を紛まぎらわせるために冬休みの宿題に集中しようと思っても一日で終わってしまいましたし、予習も来年度の分も含ふくめてやりつくしてしまったので、そろそろ受験勉強くらいしないと落ち着ける材料がないといった有り様です。私はまだ高校一年生なのですが。

　なにはともあれ、そんなこんなで数日を過ごし、今日はいよいよそのデート本番というわけなんです。今日くらいはこの幸せを垂れ流してもいいかもしれませんが、この記念すべき日を半ば放心して過ごすなんてもったいないので、私はそろそろ本格的に気を引き締めます。……むんっ。

「……ふぅ、ではそろそろ、身だしなみを整えないといけませんね」

　私は時計を見ながらそう呟つぶやきます。

　遅ち刻こくは絶対に許されませんので、気をつけなければなりません。

　……遅刻。そうです。実は今回のデートは、家からお兄ちゃんと一いつ緒しよに出で掛かけるものではありません。お兄ちゃんの提案で、外で待ち合わせて行こうということになっているのです。

　それを聞いて、私はさすがお兄ちゃんと感心しました。

　かつて取材でデートをした時の教訓が見事に生かされています。

　……やはり、か、カップルがデートするとなると、外で待ち合わせが基本ですよね！

「えへへへへ……。っと、えへえへしてる場合ではありませんでした……！」

　油断するとすぐにこれです。私は気分を切り替かえてクローゼットを開きます。

　デートで着ていくお洋服は既すでに決めてあるので悩なやんだりはしません。というか、既にここ数日で悩みつくした後です。

　私は目的のお洋服を取り出し、丁てい寧ねいに袖そでを通していきます。

　そうして姿見の前で確かく認にんし、続いてもう一度髪かみをセットし直して、最後の準備に取り掛かかります。

　私が机の引き出しから取り出したのは、な、なんとリップクリームです。

　今までは必要がなかったので使っていなかったのですが、今回ばかりは準備せざるを得ませんでした。べ、別に深い意味はないんですよ!?　あ、あくまで、そう、念のため、念のためですから！

　私はドキドキと胸を高鳴らせながら、ここ数日練習した通りにリップクリームを唇くちびるに塗ぬっていきます。

「そ、そろそろですね」

　そうして全すべての準備を終えると、私はいよいよ家を出て、待ち合わせ場所へと向かいます。……うう、今になって緊きん張ちようしてきました……！

　私はなんとか冷静さを保とうとします。幸い冬の冷たい空気が私の火ほ照てった顔を冷やしてくれたので、幾いく分ぶん落ち着きを取り戻すことができました。

　そうこうしているうちに待ち合わせ場所の二ふた葉ば公園が見えてきます。

　……取材デートの時に何度かここを使いましたが、まさか本当の恋こい人びとになってからもここで待ち合わせをすることになるとは、感かん慨がい深いものがありますね……。

「あ」

　公園に足を踏ふみ入れると、大時計の下でお兄ちゃんの姿を見つけました。

　私はまた高鳴り始めた胸の鼓こ動どうを聞きながら、小走りで近づいて行きます。

「す、すいません、お待たせしました」

「い、いや、俺も今来たところだから」

　私が照れながらそう言うと、お兄ちゃんもまた顔を赤くしてそう答えます。

　……ああ、このありきたりなやり取りが実にカップルらしくていいですね……！

　お兄ちゃんも同じことを考えているのか、恥はずかしそうに目を逸そらしながらもどことなくうれしそうに見えます。

「さ、さて、それでは早さつ速そくデートを始めましょうか」

　そんなお兄ちゃんを一日中でも眺ながめていたいところですが、今日は記念すべき初デートですから、時間を無む駄だにするわけにはいきません。

「あ、ああ。……ってか、涼花、その服……」

　ですがその時、お兄ちゃんは私の格好を見て目を見開きます。

「そ、その洋服は今まで見たことないな。てっきり俺は、去年と同じ、あの白いブラウスに黒のジャンパースカートって格好でくるのかと思ってた」

　お兄ちゃんが言っているのは、去年のお誕生日の『取材』で着たお洋服のことです。

　その前のデート取材の時にお兄ちゃんに選んでもらったお洋服で、私のお気に入りの服装でもあります。

「確かにお兄ちゃんの言う通り、私も最初はその格好にしようと思っていました」

　なにせいろんな意味で思い出のお洋服ですし、まさにこの時期に着るのにぴったりのものだったからです。

「けれど、そうはできない事情がありまして、別のものを選んだんです」

「そうはできない事情って？」

　お兄ちゃんは私の言葉に首を傾かしげますが、その反応こそ私が待っていたものでした。

「聞きたいですか!?　その事情を聞きたいですか!?」

「え!?　あ、ああ、まあ、その、聞きたいけど、なんでそんな前のめりに……？」

　お兄ちゃんは私の意気込みに、なぜか二、三歩下がります。

「ふふふふふ……、実は何を隠かくそう、そこには深い事情があるのです」

「それはもう聞いたんですけど……。だから、その事情って何なんだよ！」

「なんと、あのお洋服は少しサイズが合わなくなってしまったんですよ！」

　私はバーンと胸を張りながらそう答えます。ですが、

「……洗せん濯たくでも失敗して縮んだのか？」

　お兄ちゃんはポカンとした顔をして、そんな的外れなことを言ってきます。

「……まったく、何をバカなことを言ってるんですかお兄ちゃんは。お兄ちゃんに選んでもらった大事なお洋服を、私がそんな風にするわけないじゃないですか」

　私は呆あきれてやれやれと首を振ります。

「じゃ、じゃあどういうことなんだよ」

「お洋服が変わらないのであれば、答えは一つじゃないですか。……もちろん、私が成長したんです！」

「な、なに!?」

　驚きよう愕がくした表情を見せるお兄ちゃんにちょっと引っかかりますが、私は続けます。

「それも、実はお洋服だけの話ではありません。……じ、実は最近胸も大きくなって、新しい下着を買おうと思っているところなんです！」

「な、ななななんだとっ!?!?!?!?！」

　お兄ちゃんが全身をワナワナと震ふるわせながら、愕がく然ぜんとしています。

　……ちょっと待ってください。さすがにそれは驚おどろきすぎではないですか？

　ま、まあ私も少々はしたないことを言ったかもしれませんが、それでもこれは事実なのです！　最近の身体測定で、身長も伸のび、胸囲もなんと５㎜も長くなったのですよ!?
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　……ふふふ、これはもう、あれですね。遅おくれてやって来た成長期というやつですね。

　これで私もいつかは桜さくらさんのようなプロポーションに──い、いえ、もしかしたら氷ひ室むろさんクラスに、いえいえいえ、ひょっとしたらＷピースさんレベルにまで!?　成長するかもしれませんよね!?

「お、お兄ちゃん、楽しみにしていてくださいね……！」

　私はまだ呆ぼう然ぜんとしているお兄ちゃんにそう語りかけます。

　といっても、さすがにこんなことを面と向かって言うのははしたなさすぎますし恥ずかしいので、聞こえないように小声で呟く程度ですが……。

「そ、それよりもお兄ちゃん、このお洋服はどうですか？」

「……え？　あ、ああ」

　私が脱だつ線せんした話を元に戻すと、お兄ちゃんはぶんぶんと首を振って我に返り、それから私の方を真しん剣けんな目で見つめます。……うう、お兄ちゃんの視線が熱いです……。

「……うん、すごく似合ってるよ、涼花」

「あ、うぅ……。あ、ありがとう、ございます……」

　ニッコリと、これ以上ないくらい素す敵てきな笑えみを浮うかべるお兄ちゃん。

　私は望み通りの答えが返ってきて、内心飛び上がるくらいうれしかったのですが、それ以上に真正面から褒ほめてもらった恥ずかしさに照れてしまいます。

　今日の私の服装は、白いショール付きのブラウスに黒のフレアスカート。去年のお洋服を意識しつつも、成長した自分をお兄ちゃんに見てほしかったんです。

「か、可愛かわいいし、それにちょっと大人っぽく見えるよ」

　それがお兄ちゃんにも通じて、私は感激します。

　……ああ、まだデートが始まる前からこんなに幸せでいいんでしょうか。

「あ、ありがとうございます……。で、ではそろそろ行きましょうか……」

　私は再度お礼を言ってから、お兄ちゃんを促うながします。

　放ほうっておいたら、今日一日ずっとここで立っているだけでも、お兄ちゃんと一緒なら幸せだと感じてしまいそうでしたから。……それはさすがに、あまりにももったいないですからね……。

「ああ、そうだな。じゃあ……」

　お兄ちゃんはそう言いながら、そっと私の方に手を伸ばします。手をつなごうという仕草ですが、私は思い切って手ではなくお兄ちゃんの腕うでに抱だきつきます。

「す、涼花？」

「こ、この方が恋人っぽいですし、今の私達は二人で一人の永遠野誓ですから……」

　驚くお兄ちゃんに私がそう答えると、お兄ちゃんは少し照れた様子で顔を赤らめながらも「そうだな」と頷うなずいてくれました。

　今まで腕に抱きつくなんて何度もやったことですが、私達が恋人だという事実が今までにない新しん鮮せんさを感じさせます。

「……じゃあ、行こうか。俺達の初めてのデートに」

「はい！」

　私は抱きつく力をギュッと強めながら返事をします。

　さあ、いよいよです。お兄ちゃん、私をエスコートしてくださいね？　お兄ちゃんに連れられてなら、私はどこにだって行きますから……。




「そ、それで、今日のデートコースはどういうものなのですか？」

　公園を出てしばらく歩いた後、私はずっと気になっていたことを質問します。

　今日のデートのプランは１００％お兄ちゃんが考えたもので、その時のお楽しみだということで私は内容をまったく知らされていなかったからです。

「まあ正直、そんなに特別なことは考えてないから期待はしてほしくないんだけど、とりあえず五花園ワンダーランドに行こうと思ってる」

　五いつ花か園えんワンダーランドとは郊こう外がいにある遊園地のことです。

「初デートで遊園地ってのも捻ひねりがなくてベタかもしれないけど……」

　お兄ちゃんは苦笑しますが、私は「そんなことありません」と首を振ふります。

「遊園地といえばデートの定番じゃないですか。不満なんてあるはずがありません。私はお兄ちゃんと一いつ緒しよならどこだってうれしいですし、それに……」

「それに？」

「あそこは思い出の場所ですからね……。いろんな意味で、私達の関係が始まったところとも言えます。お兄ちゃんもそう思ったからこそ、五花園ワンダーランドを選んだのではないですか？」

　私がそう訊たずねると、お兄ちゃんは「まあな」と頷きます。

　……やはりそうでしたか。あそこは私とお兄ちゃんの間に最初の亀き裂れつが入った忘れられない場所です。でも、その場所にあえて恋人になってからのデートで行くということは、象しよう徴ちよう的な感じがします。

　お兄ちゃんも、私達のことをいろいろと思い返しているんだなぁという気配が伝わってきて、私はじんわりと心が温かくなってきます。

「……もう、私を迷まい子ごにさせないでくださいね？」

「約束するよ。……でもあれは、お前が勝手に迷子になったんだろ？」

「あー！　もう、お兄ちゃんはなんでそんな意地悪を言うんですか！」

　私が怒おこったふりをすると、お兄ちゃんは「ごめんごめん」と謝りながらも楽しそうに笑っています。私もまたすぐに笑顔に戻もどって一緒に笑います。

　心がつながっていると、こんな何でもない会話でさえすごく楽しく感じます。

　……お兄ちゃん、大好きです。

「あ、そういえば」

　そんなやり取りをしながら歩いていると、お兄ちゃんが辺りを見回して声を上げます。

「どうしました？」

「この辺りって白はく桜おう女学院の近くだったよな。……ちょっと寄り道していくか？」

　白桜女学院とは、私が去年まで通っていた学校のことです。

　そう言われてみれば、白桜はここからすぐのところにあります。卒業してまだ一年も経たっていませんが、懐なつかしい気分になってきました。

「そうですね。中には入れませんが、少し見ていきましょうか」

　そう答えて、私達は白桜女学院の方へと足を向けます。

　少し歩くと、すぐに校舎と門が見えてきました。冬休みに入っているので正門は閉まっていましたが、通用門の方は開いているようでした。

「……そういや、去年まではここにお前をよく迎むかえに来てたよな」

　お兄ちゃんが校舎を見上げながら、懐かしそうにそう言います。

「ええ、忘れもしません。まだお兄ちゃんとの間に壁かべがあった時期は、それが一番の楽しみでしたからね」

「どういう意味だ？」

「で、ですから、普ふ段だんは素す直なおになれずに何もできませんけど、迎えに来てもらった時は強制的に一緒にいられるじゃないですか。だから、密ひそかにその時を楽しみにしてたんです」

「そ、そうだったのか。そんなこと考えてたんだな、お前。……可愛いな」

　お兄ちゃんに苦く笑しようされながらそう言われて、私はかああぁと赤面します。

　……か、可愛いって、うれしいですけど、その時の子供っぽい私を想像して笑われてるみたいで、やっぱり恥はずかしいです……！

「でも、それは俺も同じだったかな」

「え？　ど、どういうことです？」

「俺もお前と二人きりでいられる貴重な機会だって、今思えばそう考えてた気がするよ。そういう意味じゃ、俺達は似た者同士かもな」

　そう言われて、私は「お、お兄ちゃん……」と胸が熱くなります。

　お兄ちゃんも同じことを考えてたなんて、……ああもう、私がもっと早くに素直になっていられれば──……いえ、あれもまた、こうやってお兄ちゃんと両りよう想おもいになるために必要な時間だったのかもしれませんね……。

「でも、ここでは他ほかにもいろいろあったよな。お前の代理人になった後、何度か足を踏ふみ入れる機会があったし」

「ええ、ありましたね。永遠野誓の講演があって、お兄ちゃんと一緒に文化祭を見て回って……。そ、そういえば劇に出たことも覚えていますか？」

「お、覚えてるよ。忘れるわけないだろ。あの時はメチャクチャテンパったし……。ってそういえば、あの時のお前の告白って、ずっとアドリブの演技だと思ってたけど……」

「……は、はい。あれは私のお兄ちゃんへの気持ちを素直に出しただけです」

　私が真っ赤になってそう言うと、お兄ちゃんもまた頬ほおを赤く染めながら「そ、そうか」と恥ずかしそうに視線を逸そらしました。

「他にも、お前が家を出てここの宿舎に泊とまってた時期もあったっけ。ああいう行動も今思えば全部──」

「……は、はい。全すべてお兄ちゃんが好きだという想いが根底にあったものです……」

「な、なるほど。昔の出来事にどんな意味があったのか、今思い返せばいろいろ気づくことがあって面おも白しろいよな。……偶ぐう然ぜんだけど、やっぱここに立ち寄ったのは正解だったな」

　お兄ちゃんは少しだけ目を細めて、昔のことを思い出しているような感じで遠くを見つめながらそう呟つぶやきました。

「え？　あ、あれはもしかして涼花さまでは？」

「ほ、本当です。……あ、お兄さまもご一緒です！」

「ええ!?　どこどこ!?　あ、本当だ！」

　とその時、急にそんな賑にぎやかな声が聞こえてきて、私達は反射的に振り返ります。

　見ると、白桜の制服を着た女子生徒達が数人、通用門の向こうからこちらを窺うかがいながら興奮した様子で私達を眺ながめているのに気がつきました。

「見つかったみたいだな。やっぱお前は有名人だから目立つ──……って」

　お兄ちゃんはそれを見て微笑ほほえましい顔をしていましたが、間もなくその顔が引きつります。……というのも、どこから現れたのか、瞬またたく間に生徒達の数が増えてきゃあきゃあと楽しそうにしながら私達の前に迫せまってきたからです。

「ど、どうして涼花さまがまた白桜女学院に!?」

「それに、お兄さまもご一緒なのはどうしてですか？」

「涼花さま、お懐なつかしゅうございます……！　相変わらず素す敵てきで……！　ああ、なぜ白桜高等部に進学してくださらなかったんですか……！」

「そんなのお兄さまがいるからに決まってるでしょ」

「涼花さま……。お兄さま……。…………ぽっ」

　……こ、これは、各々が好き勝手に話し始めて、賑やかなのを通り越こしてちょっとした騒そう動どうみたいになってしまっていますね……。

「……お前、卒業してもこれとか、やっぱすごい慕したわれてるんだなぁ……」

　お兄ちゃんが感心したように、そしてどことなくうれしそうに頷いています。

　……まあそこは否定しませんが、これだけの騒動になっているのはお兄ちゃんもいるからだってことを自覚していないみたいなのが困りますね。はぁ……。

「皆みなさん、どうか落ち着いてください」

　なにはともあれ、このままではどうしようもないので、私はとりあえずこの場を鎮しずめようとします。皆聞き分けがいいので、すぐに話を聞いてくれました。

「私達が今日ここに来たのは、特に用事があったからというわけではありません。お出かけの最中に、偶然通りかかったからですよ」

　私がそう説明すると「そうなのですか。少し残念です」とか「それでもまた涼花さまにお会いできてうれしいです……！」などの反応が返ってきました。

「お兄さまとお出かけということは、も、もしかしてデートなのですか!?」

　ですが、一人の女子生徒がそんなことを言ったので、場はまた黄色い歓かん声せいに包まれて騒そう然ぜんとし始めました。

　……ふ、まあ私達は、その……、しょ、正しよう真しん正しよう銘めいのカップルですから？　もう全身からカップルですといった雰ふん囲い気きを醸かもし出しているわけですから？　そう思われても仕方ありませんよね。はい。むしろそう思われない方がおかしいです。はい。

「……って涼花、なんかうれしそうな顔してるけど、そんな場合じゃないぞ……！　人前では俺達は単なる仲良し兄妹にすぎないんだから、デートなんてのは誤解だってちゃんと説明しないと……！」

　その時、お兄ちゃんが少し焦あせった様子で耳打ちしてきました。

　……お兄ちゃんの声と息いき遣づかいが耳元で感じられてゾクゾクします。あ、そうです。今度こうやってお兄ちゃんに愛を囁ささやいてもらうようお願いしてみましょうか……!?　い、いえ、それはさすがにはしたなさすぎますか!?　でもでも、もう私達は恋こい人びと同士なわけですから──って、そ、そんなことを考えている場合ではありませんでしたね。

「……は、はい。ちゃんとわかっています。そんな心配しなくても誤ご魔ま化かせますから大だい丈じよう夫ぶですよ」

「……まあ、そうか。そうだよな。今までも取材の時に何度も誤魔化してきたわけだし、冷静なお前なら大丈夫か」

　私達はそんなやり取りをヒソヒソと交かわします。

　お兄ちゃんの言う通り、この程度の状じよう況きようは何でもないことです。これまであの無茶な取材を繰くり返してきても誤魔化せてたんですからね。

「も、もしかして、涼花さまとお兄さまはお付き合いされているのですか!?」

　別の女子生徒がそんなことを言って、皆が「きゃー！」とはしゃぎます。面白がって言ってるだけだとわかっていますが、実はその通りなんですよね。堂々と明かして皆さんの反応が見てみたいところですが、ここは軽くいなしてデートの続きに戻りましょう。

「……い、いえ……、あの、……で、ですから、その……」

　そう思って口を開いた私ですが──……あ、あれ？　お、おかしいです。なぜか言葉が思った通り出てこないんですが……？　ど、どうしたんでしょうか。

「……お、おい涼花……？」

　お兄ちゃんが焦った顔で私の方を見ます。

　……ま、待ってください。今のは違ちがってですね……！　今すぐに釈しやく明めいを……！

「わ、私とお兄ちゃんは、その……、そ、そうじゃなくてですね……」

　ですが、私の口から出てくるのはたどたどしい言葉の断だん片ぺんばかり。

　顔も急激に熱くなってきて、おそらくものすごく赤面しているに違いありません。

　頭の中では「ふふ、そういうものではありません。私とお兄ちゃんはただ単に仲良し兄妹きようだいというだけですよ。ねえお兄ちゃん？」と余よ裕ゆうの台詞せりふが浮うかんでいるのですが、それを表に出すことがなぜかできないのです。

　そうこうしているうちにも、女子生徒達はどんどん盛り上がっていきます。

　……ど、どうしましょう！　これまでできていたことが、今はなんだか無む性しように恥ずかしいような、くすぐったいような気がして……！

「あー、ちょっと、みんなその辺で勘かん弁べんしてくれ」

「お、お兄ちゃん？」

　とその時、お兄ちゃんがそんな発言をしたので、私は驚おどろきます。

「兄妹で一いつ緒しよに出で掛かけたくらいでデートなんて言われたらたまったもんじゃないぞ」

「ですが、涼花さまはいつもお兄さまとご一緒にいらっしゃいますよね？」

「そりゃ、俺達は仲よし兄妹だからな」

　お兄ちゃんが笑いながらそう答えると、女子生徒達はまた「きゃー！」と楽しそうに黄色い声を上げます。

　……これは、お兄ちゃんが見かねて代わりに皆さんをいなしてくれたようです。

「……はぁ、どうしたんだよ涼花。お前らしくない」

　小声でそう訝いぶかしむお兄ちゃんに、私は返す言葉もなく唸うなるしかありません。

　……うう、お兄ちゃんと両想いになっての初デート……。その幸せがあまりにも強すぎて、こんなことになるとは思ってもいませんでした。

　私はこんなことじゃダメだと思いながら気を引き締しめようとしますが、やっぱりデートという単語に対して、もう取材じゃなく本当にデートしてるんだという事実がうれしすぎて、自然と顔がニヤけてしまいます。

　……って、いけません！　いい加減、本当に気をつけないと……！

「でも、今ここにいない子達は可哀かわい想そうだよね」

「そうですわね。涼花さまがいらっしゃるとわかっていたら、絶対に登校していたでしょうから」

「そう考えると、私達は学校に残ってて運が良かったですね」

「そうだね。中等部の生徒会長とか、このこと知ったらすごく残念がるんじゃない？　あの子、涼花さまをお手本にがんばるっていつも言ってるくらいだから」

　女子生徒達のそんな会話が聞こえてきて、私は少し感かん慨がい深い気持ちになります。

　……そうですか。彼女はがんばっているみたいですね。

「……おい涼花、そろそろ」

　その時、お兄ちゃんがそう耳打ちしてきたので、私はハッと我に返ります。

　……そ、そうでした。いつまでもここにいたら、せっかくの初デートの時間がどんどん減っていきます。皆さんには悪いですが……！

「そ、それでは皆さん、お騒さわがせしてすいませんでした。そろそろ私達は行かなければいけませんので」

　私がそう言うと、女子生徒達は口々に「えー！」「そんな……」「寂さびしいですわ……」と残念そうな声を上げます。私も少し名残なごり惜おしいですが、仕方ありません。

「また必ずいらしてくださいね！」「約束ですよ涼花さま！」「お、お兄さまも……！」

　私達は女子生徒達に見送られながら、白桜女学院を後にします。

　そうして学校が見えなくなるところまで来ると、お兄ちゃんは「はぁー……」と大きく息を吐はきました。

「どうしたんだよさっきは？　お前のあんなしどろもどろなところ、初めて見たぞ？」

　そうして、案の定先ほどのことを不思議な顔で訊たずねてくるお兄ちゃん。

「す、すいませんでした。普ふ通つうにやり過ごそうとしたんですが、それができなくて……」

「なんでだ？　以前はできてたじゃないか」

「そ、それは……。お、お兄ちゃんと両りよう想おもいになって、やっと取材じゃなくて本当にデートできてると考えたら、……う、うれしくって、どうやって誤魔化せばいいのかがわからなくなってですね……」

　私は真っ赤になって正直にそう白状すると、お兄ちゃんもまた赤面しながら「そ、そうなのか？」と目を丸くします。

「ま、まあ、その気持ちは確かにわからなくもないけどさ……」

「……その割にはお兄ちゃんは、平気で誤魔化せてましたね？　もしかして、私よりもデートに対するうれしさが足りないのではないですか？」

「はぁっ!?　バカ言うな！　俺だってお前とデートできて、すごくうれしいって思ってるに決まってるだろ!?」

　私の言葉に、お兄ちゃんはムキになって反論します。

「でも、私の方がもっとうれしいって思ってるから、あんな風になったんですよ」

　私はその反応がうれしくて、わざと挑ちよう発はつ的なことを言ってしまいます。

「あんな風になったのは、お前が意外とヘッポコだからだろ？　完かん璧ぺき超ちよう人じんだと思ってたけど、ひょっとして舞まいのヘッポコがうつったんじゃないか？」

　するとお兄ちゃんもそれがわかってるのか、笑ってそんな意地悪なことを言い返してくるじゃないですか。

「ち、違います。私はただ、それだけお兄ちゃんのことが好きだということです。お兄ちゃんこそ、私への想いが足りないから冷静でいられるんじゃないですか？」

「ふざけるなよ？　お前、俺が涼花のことをどれくらい好きか知らないんじゃないか？　お前よりきっと俺の想いの方が強いね」

「はぁ、何を言ってるんですか。私の方が強いに決まってるでしょう？」

　私達はその後もしばらくの間、どっちが相手のことをより強く想っているかという論争を繰り広げていくのですが、

「くく……、はははははっ」

「ふふ……、あははっ」

　やがて、どちらともなく笑い出します。

　白昼堂々とこんな言い争いをするなんて、私達はバカです。でもそのバカなことが、今はとっても楽しいのです。お互たがいにそれがわかっているのです。

　……それが、もうこの上なく、最高に幸せなのです……。

「さ、あんまり無む駄だな時間を過ごしてると、肝かん心じんのデート時間がなくなるぞ」

「そ、それはいけません！　今日は思う存分イチャイチャしないといけませんから！」

　私は再びお兄ちゃんの腕うでに抱だきつき、そうして二人でまた歩き出します。

　今でももう十分に幸せです……、と言ってしまいそうになって、私は慌あわててその言葉をのみ込みます。

　……だって、デートの本番はまだまだこれからなんですから！




「着きましたね、お兄ちゃん！」

「ああ、一年ちょっとぶりだな」

　数十分後、私達は五花園ワンダーランドに到とう着ちやくしていました。

　入場ゲートをくぐり広場に出ると、周りは家族連れやカップルで賑にぎわっていました。

　私達もそんな人々の内の一組だと思うと、またうれしさが込み上げてきます。

「お兄ちゃん、ここではどんなデートを考えているんですか？」

「普通に二人でいろんなアトラクションを楽しもうと思ってるけど。……この前来た時は確かホラーハウスとか、温水プールに行ったんだっけ？」

「そうですね。……ただ今日は、ホラーハウスはともかく温水プールはちょっと……」

「どうかしたのか？」

「お、お兄ちゃんに可愛かわいいって思ってもらえるように、髪かみ形がたは念入りにセットしてきましたので、それが乱れるのは、その……」

「そ、そうか、なるほど。……でも涼花の水着姿が見られなくてちょっと残念かもな」

「も、もう、何を言ってるんですかお兄ちゃんは。……そ、そんなの、また夏になればいつでも見られますから……！」

　お互い顔を赤くしながら、私は夏までにまた新しい水着を用意しなくてはならないと決意するのでした。

「じゃ、じゃあ温水プールはなしで──……っと、それからホラーハウスもなしだな。お前、この前全然怖こわがってなかったし」

「む、せっかく怖がるフリをしながらお兄ちゃんに抱きつこうと思ったのに……」

「フリじゃダメだろ！　そ、それに、そんなことしないでも、もういくらでも抱きついてきてくれればいいしさ……」

「そ、そそそそうですね……！」

　……うう、実にカップルらしい会話でいいのですが、やっぱり恥はずかしいですね……！

「じゃ、じゃああれだ。この前遊べなかったアトラクションを中心に、一通り回るとしようか。涼花はそれでいいか？」

「は、はい。どこであっても、私はお兄ちゃんと全力でイチャイチャしますから」

　私が力を込こめてそう宣言すると、お兄ちゃんは「そうだな」と笑ってくれました。

　そうして、私達の遊園地デートが始まったのです。




「……う、お前、こういうの結構平気だったんだな……」

「ええ、楽しかったですよ。お兄ちゃんはちょっと顔色が悪いみたいですが……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ。こんなのはどうってことないよ」

「ふふ、お兄ちゃんの絶ぜつ叫きようしている顔も、その……、す、素す敵てきでしたよ？」

「あ、ありがたいけど、あんまり思い出さないでほしい……」

　ジェットコースターに乗って、強がるお兄ちゃんにきゅんきゅんしたり……。




「あれ？　ここも行き止まりか？」

「うーん、完全に迷ってしまいましたね。やはりさっきの十字路を真まっ直すぐ行けばよかったのではないでしょうか」

「……そうだ。前から思ってたけど、この生いけ垣がきの高さからすると、肩かた車ぐるますると正しい道が見えるんじゃないか？　やってみないか涼花？」

「何を考えているんですか──……と言いたいところですが、お、お兄ちゃんに肩車をしてもらえるのなら、是ぜ非ひとも……！」

　迷めい路ろに迷いながら、お兄ちゃんと思いっきりくっついたり……。




「ほんと、この遊園地には何でもあるな。動物触ふれ合いパークなんてものまで……」

「お兄ちゃん、どの子もとっても可愛いですよ。お兄ちゃんは犬が好きですか？　それとも猫ねこの方が？」

「んー……、見た目は猫派で、中身は犬派かなぁ……。まあなんにせよ、家はペット禁止だから飼えないんだけどさ」

「そうですね。……で、でも時々なら、私が、その……、ペットの真似まねをしてお兄ちゃんに可愛がってもらうというのも、ありではないでしょうか……！」

「ま、マジか……？　そ、それ絶対可愛いやつだろ……！」

「た、ただし、それならお兄ちゃんにもペットになってもらいますからね？　……あ、想像しただけでも可愛い……！」

　時には動物と戯たわむれながら、楽しい時間を過ごしたり……。




「よ、ようやく本物のカップルとして、これに挑いどむ時が来ましたね……！」

「う……。ま、まあお前が飲みたいって言うんなら付き合うけど、やっぱカップルドリンクって恥ずかしいよな……」

「な、何を言ってるんですか。私達はもう本当にカップルなんですから、気き兼がねなんてする必要はないじゃないですか」

「マジでカップルだからこそ、余計に恥ずかしいんだろうが……！　で、でも仕方ない。こうなったら一気に飲むぞ」

「あ、待ってください。これが終わったら次はカップルパンケーキにカップルパフェに、それからカップルタピオカドリンクも──」

「なんでそんなメニューが豊富なんだ!?　……ええい、くそっ、こうなったら気が済むまで付き合ってやる……！」

　時には休きゆう憩けいのために喫きつ茶さ店てんに入り、そこでも恋こい人びとの時間を楽しんだり……。




　こうして、私達はこの恋人デートを心行くまで楽しみました。

　その後はまた絶叫系のマシンに乗ってお兄ちゃんの涙なみだ目めを堪たん能のうしたり、グッズコーナーでお揃そろいのカップを購こう入にゆうしたり、ゲームコーナーで恋人になって初めての記念プリクラを撮とったり、ショーパレードをベンチに座りながら、お兄ちゃんの肩かたに頭を寄せてゆっくりと眺ながめたりと……。

　気がつけばあっという間に時間が経たっていて、私達は夕焼けに染まった空を見上げながら、園内の池の周りの散歩道をゆっくりと歩いているところでした。

「……今日は随ずい分ぶんと遊んだな。どうだった楽しかったか？」

「はい、とても楽しかったです……」

　私がそう答えると、お兄ちゃんは優やさしく微笑ほほえみながら「よかった」と頷うなずきます。

「……お兄ちゃんはここで、桜さんから告白されてたんですよね」

「う……、ごほっごほ……っ」

　急な私の一言に咳せき込むお兄ちゃん。別に責めたわけではないのですが。

「だ、だから、あれは水み無な月づきさんの演技でだな……」

「わかってますよ。演技であって演技でなかったんですよね？　別にそのこと自体はいいんです。私が言いたいのは、その時に私は逃にげ出して、お兄ちゃんに見つけてもらったんですよね。……子供の時みたいに」

　私はその時のことを思い出して懐なつかしい気持ちになります。

　子供の頃ころ、最初の違い和わ感を感じた場所がこの遊園地──そしてあの場所です……。

「……あの、お兄ちゃん、お願いがあるんですけど」

「あの場所に今から行ってみるか？」

　私は驚おどろいて「ど、どうして？」とお兄ちゃんの方に振ふり返ります。

「わかるよ。だって俺も同じことを考えてたんだからさ」

　するとお兄ちゃんが苦笑しながらそう答えます。

　……そうですか。お兄ちゃんも私と同じで、あの場所を見ておきたかったんですね。

　私は頷いて、二人でその場所へと向かいます。

　道の外れ、アトラクションの陰かげになるようにひっそりとある、小さな庭園。

　行ってみると、以前と変わらずそこには誰だれもいなくて、まるで忘れ去られてしまったような場所のまま。

　私達はどちらともなくベンチに腰こし掛かけ、並んで座ります。

　そうすると、今までの出来事が頭の中にサッと流れていくような感じがして、不思議な感かん触しよくが胸の中をかすめていきます。

「……この場所に、お兄ちゃんと想いが通じ合ってからまた来られるなんて思ってもいませんでした……」
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「……そうか。来てみて、どう思った？」

「今私はとても幸せだという実感が、改めて私の中で湧わいてくるみたいです……。ここは私にとって悲しい思い出の場所でしたけど、今日からは幸せな思い出の始まりの場所になりそうです……」

　その言葉通り、思い出の中にあった切ない気持ちが、ゆっくりと溶とけて消えていくような感触がしました。ただひたすら温かな気持ちが、私の中に満たされていきます。

「お兄ちゃん、私、とっても幸せです……」

　気がつけば、私はお兄ちゃんの肩に頭を預ける体勢になっていました。

　お兄ちゃんも、そんな私の肩を優しく抱だき寄せてくれました。

　夕暮れの光が、私達を包み込むように照らしていました。

「……お兄ちゃん、私はお兄ちゃんが好きです……」

　気がつけば、私はそう呟つぶやいていました。もっと早くこの場所でそう言えていればという後こう悔かいをかき消そうとでもするかのように。

「……ああ、俺も涼花が好きだよ……」

　すると、お兄ちゃんがそんな気持ちに寄り添そうように、そう言ってくれました。

　……お兄ちゃんはどこまで私を幸せにすれば気が済むんでしょうか。

　このまま時が止まってしまえばいい。そんな表現をよく耳にします。それを実感できた人はどれだけいるのかわかりません。ですが少なくとも、今ここにそう思っている私が一人いるのです。

「あ……」

　とその時、どこからか鐘かねの音が響ひびいてきました。

「そろそろ時間みたいだな……」

　お兄ちゃんが顔を上げてそう呟きます。

　なるほど、これは遊園地の閉園時間を報しらせる鐘のようです。

　……つまり、このデートもこれでおしまいということです。

　十分楽しみましたし、いっぱいイチャイチャしましたから、不満なんてあるはずもありません。初めてのデートとしても、最高の思い出になりました。

　それでも、これで終わりかと思うと一いち抹まつの寂さびしさは残ります。ですが、二度とデートができないというわけではありませんから、我が慢まんしなくてはいけません。

「……はい。では、家に帰るとしましょうか」

　私は気を取り直してそう言いながら立ち上がります。

　ですが、なぜかお兄ちゃんは座ったまま、優しい笑顔で私を見つめています。

「いや、涼花。今日のデートはこれで終わりじゃないんだ」

「え？」

　その一言に、私の胸はドキリと高鳴ります。

　……ま、まさか……？

「実はもう少しだけ、デートの続きがあるんだよ。だから、その……、もう日も暮れるけど、涼花がよければ付き合ってくれないか？」

　少し緊きん張ちよう気味に、それでもどこまでも優しくそう言うお兄ちゃん。

　まるで私の寂しさを見み越こしていたような──いえ、そうでなくとも、結果的にいつだって私を幸せにしてくれるお兄ちゃん。

　……ああもう、私はどれだけお兄ちゃんを好きになってしまうんですか……！

　……告白が終わって両想いになっても、私は毎日毎日お兄ちゃんのことを、もっともっと好きになっていってるのに、わかってるんですかお兄ちゃんは……！

　私はうれしさで泣きそうになりましたがグッと堪こらえます。こんな幸せな瞬しゆん間かんを、涙で濡ぬらしてしまうなんて、そんなことをしていいはずがありません。

「……そんなの答えは決まっているじゃないですか」

　私はがんばって、最高の笑顔を見せながらこう答えるのでした。

「私をどこまでも連れて行ってください。お兄ちゃん……」




　　　　▼




「……ふう、美味おいしかったな。涼花はどうだ？」

「はい、とても堪能しました」

　涼花は口元を軽くハンカチで拭ぬぐいながら、笑顔でそう言った。

　俺はその答えに満足して「よかった」と胸をなで下ろす。

　俺達は今、とあるホテルの二十七階にあるフランス料理のレストランに来ていた。

　もちろん食事を摂るためだ。それも、デートの一いつ環かんとしての夕食だ。このチョイスはどうだろうと心配していたけれど、涼花も喜んでくれたみたいで、本当によかった。

　コース料理を終えて食後のコーヒーが運ばれてくると、少し残っていた緊張もほぐれてようやくリラックスしてきた。

「こういう畏かしこまった雰ふん囲い気きはあんまり得意じゃないけど、今日は特別だな……」

　俺がコーヒーを飲みながらそう呟くと、ふと涼花がじっとこちらを見つめていることに気がついた。

「……お兄ちゃん、もしかして今日のデートはこういうテーマだったんですか？」

「こういうって？」

「五花園ワンダーランドも、このレストランも、それから白桜も、全すべて以前にお兄ちゃんと取材で訪れたところばかりです」

　俺はそれを聞いて「ああ……」と苦く笑しようしながら頷く。

　……やっぱ鋭するどい涼花のことだから気づくよな。うん、そりゃ気づくよ。

「そうだよ。実はデートプランでいろいろ悩なやんでたんだ。……以前に取材の舞ぶ台たいになったところに改めて来たら、なんか両りよう想おもいになったってのが実感できるかもしれないって思ったからさ。お前にも喜んでもらえるかもって……」

「そ、そうだったんですね」

　改めて涼花の前でデートの意図を説明すると、やっぱり恥はずかしい。

「……あ、あの、今日のデートはとっても楽しかったです。サプライズもあって、忘れられない記念になります。……お兄ちゃん、ありがとうございます」

　ほんのり頬ほおを染めながら、笑顔でお礼を言う涼花が可愛かわいすぎて、俺は直視できずに顔を逸そらすしかなかった。

「……そ、そう言ってもらえたならよかったよ。こうなってから初めてのデートだから、ちゃんとしないとって思ってたからさ……。それにしても、よく覚えてたな？」

「当たり前です。今までしてきた取材を忘れるわけがありません。全部詳しよう細さいに覚えてますし、その時のお兄ちゃんの台詞せりふも今ここで全て暗唱できるくらいです。……やってみましょうか？」

「やめてくれ！　恥ずかしくて死ぬわ！」

　思い返すと本当にトンデモナイことをいろいろやってきたから、いくら今は両想いになったといっても、黒歴史であることに変わりはない。

「……このレストランには一年前の私の誕生日に、大人デートの取材でやって来たんですよね」

　涼花は窓の外の夜景を眺めながら、ポツリとそう呟いた。

　その言葉通り、ここに来るのはちょうど一年ぶりだ。まさかこんな形でもう一度やって来るなんて思ってもみなかったが。

「あの時、私達はあの観覧車にも乗りましたよね」

　涼花は窓の向こうに見える観覧車を指さしながら言った。

　このホテルもある臨海都市のランドマークになっているもので、確かに俺達は去年、取材の終わりにあれに乗ったんだったな。

「じゃあ、今からまた乗ろうか」

　俺もまた観覧車を眺めながらそう言った。

　すると涼花は「いいんですか？」と、期待の眼まな差ざしでこちらを振り向いた。

「もちろん。以前取材で行ったところにまた行こうってテーマなんだし」

「で、では早さつ速そく行きましょう。あまり帰りが遅おそくなってはいけませんから」

　ワクワクした様子ながら、どこか生き真面目まじめなことを言う涼花がおかしくて、俺は笑いながら「そうだな」と頷うなずいた。

　俺達はレストランを後にして、ホテルを出てから観覧車のある遊園地へと向かう。

　観覧車だけは臨海都市の目玉ということで入園しなくても乗れるようになっているのだが、そのおかげか利用者もそこそこ多く、この時間帯となるとカップルばかりだ。

　……でも、今は俺達も正しよう真しん正しよう銘めい、このカップルの中の一組なんだよな。

「お兄ちゃん、来ましたよ」

　やがて順番が来ると、俺達は係員に誘ゆう導どうされながらゴンドラに乗り込んだ。

　涼花は当たり前のように、向かいの席ではなく俺の隣となりに座る。

　ゴンドラはゆっくりと上がっていき、やがて街の明かりが眼下に小さく光って見えるくらいの高さまでやって来た。

「…………」

「………………」

　俺達はその光景を眺ながめながら、どちらも無言のままだった。

　でもそれは決して気まずいものではなくて、どこまでも穏おだやかで優やさしくて、そして幸せな沈ちん黙もくだった。

　俺に寄り添う涼花の柔やわらかな感かん触しよくとぬくもりが心地ここちよかった。

　トクントクンとかすかに聞こえてくるのは、俺の鼓こ動どうか涼花のものかわからなかったけれど、この幸せな時間を象しよう徴ちようしている音のように聞こえた。

　外界から隔かく絶ぜつされた空間は徐じよ々じよに現実感がなくなっていき、ずっとこの時間が続けばいいなんてことまで考えている自分がいた。

　ともすれば、俺と涼花は兄妹きようだいなんかじゃなくて、本当にただの恋こい人びと同士なんじゃないかって思いたくなるくらいだったが、さすがにそんな妄もう想そうが頭に浮うかんだ時は、我に返って苦笑するしかなかった。

　俺達は確かに両想いで、恋人になった。

　けれど、それでもやっぱり兄妹であることに変わりはなくて、この恋人の時間は俺達が永遠野誓でいられる間の、限られた一瞬に過ぎない。

　そのことを忘れそうになるくらい涼花のことが好きなのはいいけれど、涼花のことを好きだからこそ、そのことを決して忘れてはいけない。

　なので俺は、俺達は兄妹だって事実をいつも胸に抱いだきながら、この恋人の時間をどこまでも大事にしようと思うのだった。

「……お兄ちゃん」

「ん？　なんだ？」

　そんなことを考えていると、涼花が俺の肩かたに頭を預けたまま、ポツリと呟つぶやいた。

　振ふり向くと、涼花はもう夜景を見ておらず、ジッと俺の方を見つめていた。

「……今、私達は永遠野誓ですよね？」

「ああ、そうだな。少なくとも兄妹じゃ、こんな雰囲気にはならないからな」

「つまりそれは、私達は今恋人同士の時間を過ごしているということですよね……？」

　涼花はそんな今いま更さらな問いかけをしてきたが、それが今更なだけに、何か特別な意味を持っているように聞こえた。

　涼花は体勢を元に戻もどして、今度は真正面から俺に向き直った。

　頬を赤く染めて、潤うるんだ瞳ひとみで俺を見上げる。

　それは決して妹の表情ではなく、今が恋人の時間だということを無言で訴うつたえかけているような感じがした。

「……お兄ちゃん、今日は私のお誕生日です。もうこんな素敵なデートを贈おくってもらいながらあつかましいと思われるかもしれませんが……、さ、さらにお願いを聞いてもらってもいいですか……？」

「お願い？　そりゃもちろんかまわないけど」

　正直、せっかくの誕生日だからデートだけじゃなく、何か形あるプレゼントも用意しておきたかったと思ってただけに、逆におねだりをされるというのはうれしいハプニングだった。

　当然、涼花からのお願いをきかない理由なんてない。とはいえ、涼花の方からストレートにそんなことを言ってくるのは、少し意外な感じがした。

「それで、お願いってなんなんだ？」

　俺が問いかけると、涼花は少し緊張した様子で、無言のままなぜか少しだけ服の胸むな元もとを開けた。

　何をしてるんだろうと俺が首を傾かしげていると、やがて涼花は上着の中からなにかキラリと光る物を取り出した。

　……ネックレスのようだが──って、あれは……。

「お兄ちゃん、これを覚えていますか？」

　そう言って涼花が取り出したのは、細い銀色のチェーンに通された指輪だった。

　それをネックレスのように首からかけていたらしいが、もちろん忘れるはずもない。

「ああ、去年俺がお前にプレゼントしたやつだよな」

　去年の誕生日プレゼントとして、まさにこのゴンドラに乗りながら、俺が涼花に贈ったものだ。……涼花のやつ、それを身に着けててくれたのか。

「はい、私の宝物です……」

「そ、そっか、大事にしてくれてるんだな……。でも、それがどうかしたのか？」

　少し気き恥はずかしくなりながらも、俺は疑問を口にする。

　すると涼花は、さらに顔を赤くしながら、小さく深呼吸をして口を開いた。

「こ、これを、……この指輪を、指にはめていただけませんか……？」

「……え？」

　一瞬、涼花がなにを言ってるかわからず、俺は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　だが涼花は、静かに指輪をチェーンから外しながら続けた。

「……去年は、この指輪をネックレスとしていただきました。それは少し残念なことでしたが、その時はまだ恋人同士ではなかったので当然のことでした」

　ですが、と、涼花は外した指輪を手のひらに大事そうにのせる。

「……こ、今年は違ちがいます。私達はもう、こ、恋人同士です。少なくとも今は、二人で一人の永遠野誓の時間です……！　ですから、この指輪をお兄ちゃんの手で、私の指にはめてほしいんです……！」

　真っ赤になりながらも、強い意志を感じる視線を俺に向ける涼花。

　もちろん俺も、指輪を自分の手で涼花の指にはめるという意味は理解しているので、その『お願い』に顔が熱くなる。

「……わ、わかった」

　だが、俺はその指輪を手に取って頷いた。

　涼花の言う通り、今の俺達は永遠野誓。唯ゆい一いつ恋人同士でいられる、二人で一人の時間を過ごしているのだ。断る理由がない。

　……というより、俺自身が断りたくなかった。涼花のお願いではなく、自分自身のためにそうしたいと、素す直なおに思えたのだ。

「……い、いくぞ？　はめる指は、もちろん──」

「は、はい。……ひ、左の薬指でお願いします……！」

　その指がどういう意味合いを持つのかなんて、当然知ってる。

　兄妹という間あいだ柄がらでは、決して用いることのない箇か所しよだ。

　けれど、

「……これでいいか？」

　俺は躊ちゆう躇ちよせず、涼花の左薬指に指輪をはめた。

　涼花は誰だれにも渡わたさない。自分だけのものなんだという想おもいを込こめながら。

「はい……っ！　これで、私はお兄ちゃんだけのものですね……！」

　涼花もまた、俺と同じことを考えていたようだ。

　瞳を潤ませ、泣いているのか笑っているのかよくわからない表情で俺を見上げる。

　俺はそんな涼花が愛いとおしくて、気がつけば優しく頭を撫なでていた。

　涼花は気持ちよさそうに目を細めながら、俺のされるがままになっている。

　だが俺が撫で終わると、涼花はしばらくの間俯うつむいたままだったが、

「……お、お兄ちゃん」

　やがて、何かを決意したような表情で顔を上げたのだった。

　今にも泣きだしそうで、全身が小刻みに震ふるえていて、それでも視線だけは強く俺を見み据すえたままで。

「お兄ちゃん、もう一つだけお願いをしてもいいですか……？」

　ハッキリとした声で、涼花はそう言った。
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「もう一つ……？　いいけど、まだ何かあるのか？」

　俺は涼花の雰ふん囲い気きが変わった理由も、もう一つのお願いの中身もわからなかった。

　だが、そんな中でもなぜか心臓が、急にドクンドクンと強く鼓動し始めるのを感じた。

　涼花の視線が強く何かを語りかけてくる。

　そして、それが何なのかはすぐにわかった。

「……っ！　き、……キスをしてほしいです……！」

「き……っ!?」

　これ以上ないくらい赤い顔でそんなことを言う涼花。

　もちろん俺も負けないくらい赤くなって、そして思いっきり狼ろう狽ばいする。

「き、キスって、本気で言ってるのか……!?」

「こ、こんなことを冗じよう談だんで言えるわけがないじゃないですか……！」

　そう、それは訊きくまでもないことだった。

　涼花の瞳が、言葉以上に強く訴えかけてきているのがわかったからだ。

　そして俺の中にも、そんな願いに応こたえようとする意思があった。……けれど、

「さ、さすがにそれはダメだろ……！　い、いくら恋人とはいえ、兄妹きようだいでそれは……！」

　俺はかろうじて踏ふみとどまる。

　越こえてはいけない一線が、今まさに目の前にあった。

「ど、どうしてですか？　私達は兄妹ですが、今はただの恋人同士です……。想いが通じ合った以上、何もおかしい行こう為いではありません……」

「け、けど……」

「私はお兄ちゃんのことが好きです」

　涼花は落ち着いた声で言った。

「好きな人と、く、口づけをしたいと思うのは当たり前のことです……。お兄ちゃんはそう思ってくれないんですか？」

「……っ！　お、俺だってそう思うけど……！」

「……お兄ちゃんは真面目まじめで優やさしいですから、きっとまだ私を傷つけるんじゃないかって心配してくれているんですね……。ですが、私は大だい丈じよう夫ぶです。これは、私自身の意思でそうしたいと思っていることですから」

　涼花はそう言ってふわりと微笑ほほえむ。

　そこには一いつ切さいの気負いや後ろめたさはなかった。

　むしろ、自分と俺のことを信じている心の強さを感じたほどだった。

「……それに、お兄ちゃんは断ることなんてできないんですよ？　だってこれは、取材を兼かねてもいるのですから」

「しゅ、取材だって？」

「はい。私達は今永遠野誓です。二人で一人の恋人同士……。しかし、同時にラノベ作家でもありますから、これは取材の一いつ環かんでもあるんですよ？」

「そ、そんな無茶な……」

　俺がそう返すと、涼花はクスリと笑って、

「恋こい人びとだから、取材だから……。理由はいくらでも思いつきますよ。でも、一番大事なのは、私がお兄ちゃんのことを好きだという、ただその気持ちだけです。その気持ちが、根底にある以上、どんな理由も同じこと。……そう思いませんか？」

　──私はお兄ちゃんが好きなんです。

　涼花はもう一度繰くり返す。少しだけ目め尻じりに涙なみだを浮うかべて笑いながら……。

「…………」

　俺はそんな涼花の言葉を聞いて、もう押し黙だまるしかなかった。

　もちろん頭の中ではまだまだ躊躇する考えが飛び交かっていた。

　でも、そんな意識の根底には、涼花と同じく不動の気持ちがある。

　──俺は涼花のことが好きだ。

　この気持ちがある以上、もはやお願いに対する答えは決まっていた。

「…………はぁ、後こう悔かいはしないな？」

　俺のため息交じりの一言に、涼花は笑顔で「もちろんです」と答える。

「もう後あと戻もどりはできなくなるぞ？」

「今いま更さらですね。そもそも後戻りなんてするつもりがないんですから、本当に今更です。それとも、お兄ちゃんはそのつもりがあるんですか？」

「……あるわけないだろ」

「そうですよね」

　俺がそう答えると、涼花は安心した表情で頷うなずいた。

　そして、会話はもう必要ないとばかりに口を閉じると、

「…………お兄ちゃん」

　静かに目をつぶり、わずかに顎あごを上げて俺を待つ姿勢になった。

　だが、身体からだはまだ小さく震えたままだ。

「涼花……」

　俺は涼花の肩かたにそっと手を置き、その震えを受け止める。

　俺の身体もまた震えていたから、それで打ち消し合おうとでもするかのように。

　俺は一いつ瞬しゆん動きを止めると、やがて涼花と同じように目をつぶった。

　そうして、

　俺は静かに、顔を近づけていき、

　ゴンドラの窓から見える夜景をバックにして、

　……涼花の唇くちびるにキスをしたのだった。




「…………ん」

　俺が唇を離はなすと、涼花はかすかに声を漏もらした。

　それからゆっくりと目を開けると、

「……なんとか気絶せずに済みました……」

　そう言って、涙を一筋頬ほおに伝わせながら、本当に幸せそうな笑顔を見せた。

「……ファーストキスの感想がそれなのか？」

「い、意地悪なことを言わないでください。……な、なんだか頭の中が真っ白になって、何も考えられなかったんですから……！」

　涼花は拗すねた感じの、しかしどこまでも幸せそうな表情でそう返した。

「そ、そう言うお兄ちゃんはどうだったんですか」

「な、何がだよ」

「ですから……、ふぁ、ファーストキスの感想、です……！　お、お兄ちゃんはどんな風に感じたんですか」

「そ、そりゃ…………、俺だってよくわからなかったよ……」

「なんだ、私と同じじゃないですか」

「仕方ないだろ、初めてだったんだから」

　俺達はお互たがい真っ赤になりながら、そんなやり取りを交わしていたが、

「……ははは」

「……えへへ」

　やがてどちらともなく笑顔を見せると、涼花が俺の胸に飛び込んできたので、そのまま抱だき合う体勢になった。

　俺達は無言で、窓の外に広がる夜景を眺ながめる。

　ファーストキスの感想は……、やはりよくわからなかったというのが正直なところだ。

　でも、一つだけ確かにわかることがある。

　それは、

「……お兄ちゃん、私今、とっても幸せです……」

「ああ、俺もだ……」

　俺達は今、なんの後悔もない幸福感に包まれているという事実だった。

　そうしてしばらくの間、俺達はいつの間にか下りに入ったゴンドラに揺ゆられていた。

「……しっかし、本当に取り返しのつかないことをしちまったな」

　だがやがて、俺はなんだか無む性しように照れくさくなってきて、そんなことを口にした。

「む、なんですかそれは。やっぱりお兄ちゃんは後悔しているとでも言うんですか」

　それを聞いて、涼花が不ふ機き嫌げんそうな顔で俺を見上げる。

「い、いや、そういうわけじゃなくてだな……。ただスゴイことをしたなって感じで」

「あ、あんなのは恋人同士なら当たり前のことです。その証しよう拠こに私なんて全然平気で──……えへへ、えへへへへ」

「お前も思い出して溶とけてるじゃないかよ……」

　えへえへと俺の胸に頬ずりしてくる涼花。可愛すぎるからやめてくれマジで……。

「そ、それにしても、これからもこんなことが続くとなると身が持つか心配だな。キスだけで、もうかなりドキドキしたし……。取材も兼ねてって話だったけど、これ以上エスカレートしたりはしないだろうな？」

　俺は照れ隠かくしのため、軽い口調でそんなことを言った。

　涼花のことだから「そ、そんなの当然です！　これからも恋人として、そして取材も兼ねて、もっともっとイチャイチャしますからね！」なんて答えが返ってくるかと思っていたのだが、

「…………」

「……涼花？」

　なぜか涼花は何の反応も見せず、急に押し黙ってしまった。

　俺が訝いぶかしく思っていると、やがて涼花はさっきまでの惚ほうけた表情ではなく、どこまでも真面目な顔で、ジッと俺を見つめてきた。

「……いえ、それはありません」

「……？　どういう意味だ？」

　俺は涼花の突とつ然ぜんの変化に戸と惑まどいながら訊たずねる。

　だが涼花は静かにこう答えた。

「私とお兄ちゃんはこれからも恋人同士です。それは変わりませんが、取材に関しては違ちがいます。……少なくとも、私の取材はこれで終わりですから」

「…………え？」

　涼花が何を言っているのかわからず、俺は思わず気の抜ぬけた声を出してしまう。

　だが涼花は、やはり落ち着いたままだった。

　そして次の瞬間、

　俺は全く予想もしていなかった言葉を耳にすることになったのだった。




「私の作品は、次の巻で終わりになりますから」








第四章　永遠とわ野の誓ちかい









　パラリパラリと、原げん稿こう用紙がめくれる音だけが部屋の中に響ひびく。

　だがやがてそれも終わると、俺の深いため息が代わりに室内を占せん拠きよしたが、それもすぐに消えていった。

「…………本当、だったのか」

「はい」

　誰だれにともなく発した俺の呟つぶやきに、涼すず花かは律りち儀ぎに返事をして頷く。

　俺はもう一度だけ原稿用紙を眺めると、間もなくそれをそっと涼花に返した。




　幸せなデートに行き、妹とキスまでしてしまった日の翌日。

　俺達はデートの余よ韻いんもなく、とある紙束を間に挟はさんで無言で対たい峙じしていた。

　それは、永遠野誓が現在展開しているシリーズである〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉の原稿だった。

　俺への気持ちをストレートに書き綴つづったという、兄妹きようだいのイチャイチャが溢あふれんばかりに込められた最高の妹モノラノベだ。相変わらずのそのハイクオリティさに、一ラノベ好きとしてワクワクが止まらなかった。

　……だが、

「……本当に最終回なんだな」

　同時に、読み終わってどうしようもない喪そう失しつ感に襲おそわれてしまった。

　なぜならその原稿は、昨日涼花が宣言した通り、正しよう真しん正しよう銘めいシリーズ最終回の内容が書かれたものだったからだ。

　無限に続く物語はなく、俺も今まで数々のシリーズの終しゆう了りようを目にしてきた。

　その度たびに、好きな作品の最終回には、心にぽっかりと穴が空いたかのような虚むなしさを感じたものだが、今の俺の心境はそれまでとは比べものにならなかった。

　まるで人生の根っこを急に失ったような──もしくは、元気よく歩いていた道に、それ以上の先がないのを発見してしまったような……？

　……とにかく、上手うまくは言えないが全身の力が抜けていくような感覚だ。

　だが問題なのは、今はそんな喪失感に浸ひたっている場合じゃないという事実の方だ。

　悲しみに暮れるよりも、まずは確認しないといけないことがある。

「どうして、急に終わりなんだ……？」

　俺は慎しん重ちように、だがハッキリと涼花にそう訊ねる。

　すると涼花は落ち着いた様子で「はい」と答え、続けた。

「私の作品は、お兄ちゃんへの想おもいを書き綴ったものだというのは、すでに説明したと思います。まさにそれが最終回の理由です」

「……つまり？」

「……私の想いは、お兄ちゃんと両想いになることでもう実現してしまいました。その想いがかなった以上は、もう書き続ける必要がないんです。……というよりも、もう書けないと言った方が正しい表現かもしれませんね」

　涼花は少し寂さびしそうな笑えみを浮うかべながらも、しっかりとした口調でそう答えた。

　俺はその説明を聞いて、何とも言えない気分になる。

　だが、やがて頭の中に浮かんできたのは「やっぱり」という言葉だった。

　これまで涼花が言ってきたことを思い返すと、涼花の今の説明は十分納なつ得とくのいくものだし、現に俺は頭の片かた隅すみでその可能性を既すでに想定していた。

　……けど、実際にこうやって涼花の口からきかされると、やはり少なくないショックが俺を襲う。かといって、これといった反論ができるわけでもなかった。

「そうか……」

　俺はしばらく沈ちん黙もくを保った後、かろうじてそう返すしかなかった。

　残念だが、俺も涼花の説明に納得してしまった以上、ここで無理に引き留めたり考え直すように言ったりすることはできないし、する意味もなかった。

「お前はそれで納得してるんだな？　後こう悔かいとかはしてないんだな？」

「はい。私が作品を書き始めたきっかけを考えると、これは当然の帰結です。もちろん少し寂しい気持ちは残りますが……、でも、必然なんです」

　俺はその力強い言葉に、もう一度「そうか……」と返した。

　涼花自身がそれで納得している以上、もはや俺から言うべきことはなかった。

「……お兄ちゃん」

　俺が放心したように黙だまっていると、ふと涼花が居ずまいを正して俺をじっと見み据すえていることに気がついた。

「どうした？」

　俺が訊ねると、涼花は意を決したように小さく息を吞のんだ後、ゆっくりと口を開いた。

「私の作品は──……いえ、私のラノベ作家としての活動はこれで終わりです。当たり前ですよね？　もう作品を書くことができないんですから」

　そこで涼花がもう一度「ですから──」と繰くり返して、続けた。

「……お兄ちゃんはもう、私に気をつかって夢を諦あきらめる必要はないんですよ」

「……どういう意味だ？」

「お兄ちゃんは夢だったラノベ大賞を、私のために辞退しましたよね？　ですが、もうその理由は消えてなくなってしまったということです」

　涼花は俺の目から決して視線を逸そらさずに、ハッキリとそう答えた。

「本当は、お兄ちゃんと両想いになった時に、すぐにでも言うべきことでした……。でも、その時はまだ信じられない気持ちで、そ、その……、お兄ちゃんとイチャイチャすることに集中して余よ裕ゆうがなかったこともあって、言えなかったんです……」

　涼花は真っ赤になって身体からだをモジモジさせる。

　……た、確かに告白し合った直後はそれどころじゃなかったな。

「……けれど、昨日お兄ちゃんとデートをして、……さ、最後には、ききき、キス……！までしてもらって……！　本当に私達は恋こい人びと同士になったんだって確信できた時に、私はこう思ったんです」

　──この問題に、そろそろ本気で向き合わないといけない。

　涼花は胸に手を当てながら、静かに目をつぶり、そしてまた再び開いた。

「この前も言いましたが、私の幸せはお兄ちゃんが幸せになることです。お兄ちゃんが自分の夢を追い求めて、そして勝ち取ることです。ですから、私はお兄ちゃんにラノベ作家になってほしいんです」

「涼花……」

「私がラノベ作家を辞やめるということは、お兄ちゃんはもう私の代理人である必要もなくなります。……そ、そんな建前なんてなくても、私達はもう二人で一人の存在ですしね。つまり、あらゆる意味において、お兄ちゃんが夢を諦める理由はもう何もないということです。納得していただけましたか？」

　涼花はそう言いつつも、どこか不安そうな目で俺を見つめている。

　きっと、俺が何らかの理由で夢を捨てたままでいるんじゃないかと心配しているんだろう。そういう優やさしい気持ちが伝わってくる。

　……だが、そういう心配は無用だろうな。ぶっちゃけた話、今の涼花の論理は全くその通りで、反論のしようがない。そのつもりもない。

　実際、俺の方もうっすらと同じことは考えていたんだ。

　涼花と両想いになったあの日──涼花に、自分の幸せは俺の幸せだと言ってもらえたあの日に、そういった俺自身の心にしていた栓せんみたいなものは、もう消えていた。

　だが、そのことについてすぐに言わなかったのは、俺も涼花と同じで、……その、両想いになったことにいろいろテンパってて気が回らなかったということがあったからだ。

　それに加えて、俺がまだ依い然ぜんとして涼花の代理人だったという事実もある。

　……もっとも、それも涼花から意外な形で取り下げられてしまったため、今現在では、俺がラノベ作家になるという夢を諦める理由は、それこそ涼花の言う通り、どこにもなくなってしまっていた。

「……そうだな。確かに、俺はまたラノベ作家を目指せるってわけだな」

　俺はその事実を認めて、頷うなずく。

　涼花はそんな俺を見て「お、お兄ちゃん……！」と感動に目を潤うるませていた。

「ありがとうな涼花。……もしお前が、俺のためにラノベ作家を辞めるなんて言ってたら承知してなかったけど……」

「な、何を言うのですか。さっきも言った通り、私がラノベ作家を辞めるのは、私自身がもう書けなくなったからです。これは厳然とした事実です！」

「わ、わかってるよ。念のために言っただけで、そこを疑ってるわけじゃないって」

　優しい涼花ならあり得ないことじゃないけど、涼花の言葉にウソがないのはわかっているから、俺が夢を諦めた第一の理由はそれで解消されたのは確かだ。

　第二の理由──俺の涼花への気持ちを書いた作品を世に出すわけにはいかないっていう方の理由も、既にクリアされている。

　俺と涼花は両想いになって、俺の気持ちについてはもう涼花は知ってるわけだから、それを今いま更さら隠かくす理由もないからな。

　……つまり、俺はもう自分のことだけを考えて、夢に邁まい進しんできるということだ。

「はぅ……、やっぱり決意を秘ひめた表情のお兄ちゃんはカッコイイです……！」

「え!?　お、俺そんな顔してたか!?」

　頬ほおに手を当ててウットリしてる涼花。

　涼花にそう言われるのはうれしいけど、なんかすげー恥はずかしいぞ……！

「ま、まああれだな。こうなった以上は俺もまたラノベ作家を目指すわけだが──……そう考えると、ラノベ大賞を辞退しちまったのは、やっぱもったいなかったな」

「あ……、す、すいません……。私のために……」

「あ、いや、違ちがうからな!?　お前を責めてるわけじゃなくて、単に笑い話のつもりで言っただけだから！」

　涙なみだ目めになる涼花をなんとかなだめる俺。

　俺の妹は心根が真まっ直すぐすぎて、軽い自じ虐ぎやくもできないから可愛かわいくて困るぜ……。

「過ぎたことは仕方ない。なんつっても俺は一度ラノベ大賞を取った実力の持ち主なんだぜ？　またどこか、他の賞に応おう募ぼしてデビューしてみせるさ」

　俺は笑いながらそう言って、涼花を安心させる。

　実際、それ以外に方法はない。せっかくの大チャンスを逃のがしたのは残念だったけど、後悔は全くしていない。また挑ちよう戦せんの日々に戻もどるだけの話だ。

「……いえ、お兄ちゃん」

「大だい丈じよう夫ぶだって。心配しなくてもいつか絶対に、また大賞を取ってみせるから。この前取ったのは運が良かったからじゃないんだぞ？　……多分な」

　ふるふると首を振ふる涼花の頭を撫なでながら、俺は重ねて心配無用だと繰り返す。

　だが、

「違います、お兄ちゃん。私の言いたいのはそういうことではありません」

　涼花は真しん剣けんな顔でそんな言葉を返してきて、俺はどういう意味なのかわからず首を傾かしげる。……俺がまた大賞を取れる作品を書けるかどうか不安だってわけじゃないのか？

「お兄ちゃんなら、いつかは必ずまたどこかの大賞を取るでしょう。そのことを信じていないわけじゃないんです」

「じゃあ、他に何か問題が？」

「問題などありません。……そうではなくて、お兄ちゃんがラノベ作家になるもう一つの道がある、と私は言いたいんです」

　俺はその言葉に「え!?」と思わず身を乗り出す。

　……ラノベ作家になるもう一つの道……？　涼花は何を言ってるんだ……？

　動どう揺ようする俺に対して、涼花は落ち着いた様子のまま続ける。

「私としては、是ぜ非ひともそのもう一つの道の方を、お兄ちゃんに選んでほしいと思っているんです」

「な、なんなんだよそれは。大賞を取ってデビューする以外に方法なんてあるのか？　それに、俺に選んでほしいってのも……」

　涼花が何を言おうとしているのかまるで見当がつかず、俺は困こん惑わくする。

　だが、その困惑も次の涼花の一言で消え、俺はさらなる衝しよう撃げきに襲おそわれることになる。

「それは……、お兄ちゃんが私の代わりに永遠野誓を引き継つぐということです」

「………………は？」

　最初、涼花が何を言ってるのかわからなかったが、間もなくその言葉の意味が脳のう味み噌そに染しみ込んでくると、俺はあまりの驚きよう愕がくに思わず咳せき込んでしまう。

「ごほっごほ……っ！　な、な……、何を言ってるんだお前は……!?」

「言葉通りの意味です。私はもう永遠野誓として作品を書くことができません。ですからお兄ちゃんがその名前を継いで、ラノベ作家として活動してほしいんです」

　だが一方で、涼花は平然とそんなことを言ってくる。

　冗じよう談だんで言ってるような気配はない。このどこまでも真剣な顔は、本気だ。

「ば、バカなこと言うな！　なに言ってんだよお前は……！　俺が永遠野誓を引き継ぐだって!?　そんなことができるわけないだろ!?」

　それが確信できてしまった俺は、当然声を荒あららげて反論する。

「なぜです？」

「なぜって……！　そもそも永遠野誓ってのはお前のことだ、涼花。俺は単なる代理人に過ぎない。いくらペンネームだからって、別の人間の名前を引き継ぐなんてことができるわけないだろ」

「むしろ、できないわけがないと思いますが。そもそもで言うのなら、永遠野誓というのは、私とお兄ちゃんの二人で一人の存在ですよね？　お兄ちゃんが引き継ぐことには何の不自然さもないはずです」

「二人で一人といっても、役割が違い過ぎるだろ。俺は表の顔を演じてただけで、作品にはノータッチだったんだ。……それに」

「それに？」

「……永遠野誓は超ちよう天才作家だ。その作品のクオリティはすさまじいし、篠しの崎ざきさんじゃないけど、ラノベ界の歴史には確実に残る。金きん字じ塔とうみたいな存在だ。……そんな作家の名前を引き継ぐなんて、俺じゃなくても誰だれにだってできるわけがないだろ！」

「いえ、唯ゆい一いつお兄ちゃんだけはできます。逆に言えば、お兄ちゃん以外には誰にもできないことです」

　俺の言葉を、涼花はすぐさまハッキリと否定した。

「……な、なんでそんな自信満々に言い切れるんだよ。妹のひいき目なんて通用するようなことじゃないんだぞ？」

「別にお兄ちゃんのことをひいき目で見て出した結論ではありません。客観的な事実として、お兄ちゃんなら永遠野誓を引き継ぐことができると信じているのです」

　涼花は一いつ切さい言葉を濁にごすことなく、力強い眼まな差ざしを俺に向けたままそう返した。

「どうして、そんなことが言い切れる……？」

「それは、永遠野誓の成り立ちを考えれば明らかです」

「永遠野誓の成り立ち？」

「はい。お兄ちゃんももう知っての通り、私の作品はお兄ちゃんへの想おもいを書き綴つづったものです。お兄ちゃんが好きだという気持ちが溢あふれ出て形になったものが、あの〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉でした」

「……そ、それであんな作品ができたんだから、お前の想いってやっぱすごいよな……」

「ですが、逆に言えばそれだけともいえます。私にあったのはお兄ちゃんへの想いだけ。いわゆる文才のようなものは私にはありません。お兄ちゃんへの想いがこもった作品以外は、私には書けないんです」

　けれど──と涼花は続ける。

「お兄ちゃんへの想いだけでこれだけの作品を書いたというのもまた事実です。そしてその事実が、私がお兄ちゃんを信じる理由でもあります」

「ど、どういうことだ？」

　俺がその言葉の真意を訊たずねると、涼花はさっきの最終回の原げん稿こうとはまた違った原稿を取り出して、俺に見せた。

　……って、それは……！

「お、お兄ちゃんが大賞を取った作品を読ませてもらいました……」

　そう、それは俺が応募して見事に大賞を取った作品──〈俺と妹の物語〉の原稿だった。

　実は昨日の夜、家に帰った後で、涼花から読ませてほしいとお願いされたものだ。

　本当の気持ちを打ち明けてしまった今、もうそいつは隠かくしておく理由がなかった。

　内容が内容だけに涼花に読ませるのは恥ずかしかったが、それはお互たがいさまということで、俺は涼花に原稿を手て渡わたしておいたんだ。

「そ、そうか。どうだった……？」

　正直涼花に感想を訊ねるのは顔から火が出るほど恥ずかしかったが、気づいたら俺はそう言ってしまっていた。これもラノベを書く者の性さがってやつだ。

「お、お兄ちゃんの妹への愛がたっぷり詰つまった素す晴ばらしいラノベでした。昨日の晩からもう何度も読み返していますが、その度たびにお兄ちゃんがいかに妹が好きかということがストレートに伝わってきて、感動で胸がきゅんきゅんしてしまいます。こんな最高の作品なんですから、大賞を受賞したというのも当然だと思います……！」

　……ぐっ、ヤバい……！　やっぱめっちゃ恥ずかしい……！

　けど、それと同じくらいうれしい……！　特に、他ほかでもない涼花にそう言ってもらえたことが、もういろんな意味でうれしかった。

「そ、そいつはどうもありがとう……。け、けど、あれだ。詳くわしい感想についてはちょっと──いやかなり恥ずかしいんで、勘かん弁べんしてもらえると……」

　とはいえ、内容のことを考えるとほとんど羞しゆう恥ちプレイみたいな感じなので、俺は涼花に手加減を求める。

「何を言うんですか！　お兄ちゃんが書いた妹モノ作品ですよ!?　妹への──つまり私への愛をふんだんに込こめた珠しゆ玉ぎよくの物語ですよ!?　お兄ちゃんが私とまったく同じことをしてくれてたなんて、こんなうれしいことはありません……！　それも含ふくめて、これはもうただのラノベではありません！　そう、言うなれば全人類の至宝です！　全世界の人々が、これを義務教育で読むべきです！」

「言ってることが篠崎さんと同じレベルだな!?」

　だが涼花は手加減どころか一段とヒートアップしながら、いかに俺の作品が素晴らしいかを力説する。その姿は好きな作品を早口でお勧すすめするオタクそのもので、俺はそれを見て、これからはちょっと布教活動も自制しようと密ひそかに自分を戒いましめるのだった。

「わ、わかった。お前が俺の作品をいいと思ってくれてるのはわかったから……」

「ああ、やはり私達は心が通じていたんですね……。だって自分の想いを物語として形にするなんて、兄妹きようだいで全く同じ行動をとってしまうのですから……。これが、そう、魂たましいの伴はん侶りよというやつなのですね……」

「聞いてないな!?　おい、そろそろ戻ってきてくれ！」

　ぼんやりと宙を見つめながら、両手で頬を覆おおって意味不明なことを呟つぶやく涼花。

　完全にトリップしているようだが、俺は涼花の肩かたを揺ゆさぶって我に返ってもらう。

「……はっ!?　な、何でしょうか!?」

「それはこっちの台詞せりふなんだが!?　……えっと、何の話をしてたんだっけ……！　あ、そうだ！　俺が永遠野誓を継ぐとかどうとかいう……」

「そ、そうでしたね。お兄ちゃんの作品があまりに素晴らしすぎて、軽く夢の世界に旅立ってしまいました」

　……人の作品を違い法ほう薬物みたいに言わないでほしいんですが……。

「こ、こほん。と、とにかくです」

　涼花は顔を赤くしながら軽く咳せき払ばらいをして仕切り直す。

「このお兄ちゃんの作品こそが、お兄ちゃんが永遠野誓を引き継ぐことができると私が信じる証しよう拠こなんです」

「だ、だから、それがなんで証拠になるんだ」

「だってそうじゃないですか。お兄ちゃんは私への気持ちをそのまま書き綴った作品で大賞を取ったんでしょう？　それは、私がお兄ちゃんへの気持ちを形にした作品でデビューしたのとまったく同じではないですか」

　涼花にそう言われて、俺は「う……」と言葉に詰まる。

「し、しかしだな……」

「反論はできないはずですよ。私達のラノベに対する姿勢は全く同じです。自分の想いを形にすること、それが永遠野誓のスタイルなのではないですか？　それに、とっておきの理由はまだあります」

「とっておきの理由？」

「ええ、絶対に忘れていけない点です。……それは、永遠野誓が妹のことが大好きな作家だということです」

「……あ」

「わ、私はお兄ちゃん以上に妹のことが好きな人はいないと思っています。ですから、お兄ちゃんならきっと永遠野誓を引き継ぐことができると信じているんです」

　涼花はそこで言いたいことは言い終えたのか、ようやく口を閉じた。

　俺の頭の中では、これまでの涼花の言葉がグルグルと回っていた。

　……俺が永遠野誓を継ぐ。そんなことは今まで考えたこともなかったが……。

「まだ説明が足りませんか？」

　涼花のその声に、俺はハッと顔を上げる。

「……いや、お前の説明は十分論理的で、反論のしようもないよ」

「……ですが、まだ納なつ得とくできないといった顔ですね。何がダメなんですか？」

「ダメというかな……」

　俺は少しの間無言で、自分の心の中を整理する。

「……お前の言う通り、俺が永遠野誓の名前を継ぐこと自体は十分可能だと思う。けど、やっぱ俺はお前の作品だけは別次元のものだと思ってるんだ。お前は自分のことを文才がないって言ったけど、でもあれはやっぱり天才の仕事だ。それを引き継ぐ自信は、俺にはないよ……」

「私は天才ではありません」

　涼花は静かに、しかし力強い声で言った。

「ですが仮に、私が天才だったと仮定しましょう。少なくともお兄ちゃんはそう思ってくれているようですからね……。ではそんな天才が言います。私はお兄ちゃんの作品を読んでみて、この人に後を引き継ついでほしいとハッキリと感じたんです。そのお兄ちゃんの言う天才の直感を否定するつもりですか？」

「い、いや……。だけど……」

「その天才が、お兄ちゃんならできる──いえ、お兄ちゃんにしかできないと思ったんですよ。それだけでもう十分なのではないですか？」

　それでもなお俺が何も答えられずにいると、涼花はジッと俺の瞳ひとみを覗のぞき込みながら「お兄ちゃん」と語りかけてきた。

「これは、私からのお願いです。お兄ちゃんが思う天才作家永遠野誓として、妹として、そしてお兄ちゃんのことが大好きな永なが見み涼花としてお願いします。……どうか、お兄ちゃんが永遠野誓を、私の夢を引き継いでください。……全世界の人々に、私とお兄ちゃんの仲を認めさせてください。私とお兄ちゃんがどれだけラブラブなのか、それを物語という形で示し続けてほしいんです……」

　お願いします。

　涼花はもう一度そう言って、静かに頭を下げた。

　俺は何も答えられない。頭の中が真っ白になっていたからだ。

　だけど、やがて少しずつ言葉が帰ってきた。

　……永遠野誓は、俺にとって壁かべであると同時に憧あこがれの存在だった。

　……間近であんなすごい作品を見せられて、最初は叩たたきのめされた。代理人なんてやっている自分がひどく滑こつ稽けいに思えたこともある。

　……だけど、やがてやる気が出てきた。いつか永遠野誓に追いつけるような作品を書いてやる──そう思って、がむしゃらに書き続けた。

　……一歩一歩前進が始まった。最初は一次、次は二次、ついには三次選考まで……。俺は着実に力をつけていった。

　……そうして気がつくと、俺はついに自分の実力でラノベ大賞を受賞するまでに成長していた。いつの間にか永遠野誓は、遠い空の向こうにある存在じゃなく、目に見える距きよ離りまで近づいていた。

　……そして、

　……今、俺はずっと目標にしていた存在になってほしいと言われている。

　……まるで運命のいたずらだ。こんなことが本当にあるのかと、笑いたくなるような出来事だ。だが、それは厳然とした事実。

　……正直なところ、どうしたらいいかわからない。自信がないってのも本当だ。背負うにしてはあまりにも大きな荷物。一いつ瞬しゆんで押しつぶされても不思議じゃない。

　…………。

　…………だけど、だ。

「……？　お兄ちゃん？」

　気づいたら、俺は涼花の頭に手を載のせて、優やさしく撫なでていた。

　いろんな思いが交こう錯さくしたけど、結局はここに帰ってくるしかなかったからだ。

　……正直、まだ迷ってるし、どうしたらいいかわからないけれど、一つだけ確かなことがあった。

　それは……、涼花からお願いされている以上、俺がきかないわけにはいかないっていうシンプルな答えだ。

「……わかったよ」

「え？　そ、それでは」

「ああ、俺が永遠野誓を引き継がせてもらう。……上手うまくできるかどうかはわからないけど、妹からお願いされて断るなんて、兄貴にできるわけないしな」

　俺はそう言って、呆ぼう然ぜんとしている涼花に向けてニカッと笑った。

「……お兄ちゃん！　ありがとうございます！」

「うわっ!?」

　すると涼花は、瞳をじんわりと潤うるませたかと思ったら、いきなり胸に飛び込んで抱だきついてきたので、俺は慌あわてて受け止める。

「……よかった、本当によかったです……！」

「まあ、どこまでできるかわからないけど、俺なりにやれるところまでやってやるさ」

「お兄ちゃんならきっとできますよ！　私はもう作品は書けませんが、これからはお兄ちゃんを全力でサポートしていきますから！　二人で一人の永遠野誓は、まさに永遠に不ふ滅めつの存在なんです！」

　涼花は俺の胸に抱きついたまま、目め尻じりに涙なみだを浮うかべて喜んでいる。

　その表情を見ただけでも、俺は自分自身の選せん択たくが間ま違ちがっていないことを十分に確信できたのだった。

「……ふぅ、しかし、人生ってわからないもんだな」

「何がですか？」

「こんな形でラノベ作家になるなんて、夢にも思ってなかったってことだよ」

「いいではないですか。お兄ちゃんは辞退こそしましたが、既すでに自分の力で大賞を取ったことがあるんですから。どんな形であれ、ラノベ作家になる資格は十分に有していると言えます！」

「……ま、それは確かにそうだな」

「でしょう!?　だったら何も気にする必要などありません。後はお兄ちゃんがお兄ちゃん自身の作品を書き上げて、永遠野誓の名のもとに世に出せばいいだけです。それでお兄ちゃんの念願だった、ラノベ作家としてのデビューが果たされるんですから！」

　涼花は上じよう機き嫌げんでそうまくしたてる。……のだが、

「いや、そうはいかない」

「お兄ちゃん!?」

　俺の言葉に、涼花が驚おどろいたように目を見開く。

「ど、どういうことですか!?　もしかしてまだ不安なんですか？　何度も言っている通り、私はお兄ちゃんなら十分に永遠野誓としてですね──」

「あ、いや、そういうことじゃないんだ。俺が永遠野誓の名前に恥はじないような俺自身の作品を書いてデビューする。それ自体はいいんだけど……、その前に、一つやらないといけないことがあるって意味だよ」

　やらないといけないこと？　と涼花は怪け訝げんな顔をする。

「……はっ!?　も、もしかしてそれは取材のことでしょうか？　そ、それなら私はいくらでも協力します！　もうお兄ちゃんの言う通りに無限にイチャイチャしますから、是ぜ非ひとも最高の妹モノ作品を書いてください！」

「違う！　た、確かにそれは非常に魅み力りよく的な提案だけど……。そうじゃなくて、その前段階の話だ！」

「前段階の話、ですか……？」

「……篠崎さんだよ」

　俺がその名前を出すと、涼花は小さく「あ」と声を上げた。

　いつもの冷静な涼花なら見落とすはずもないけれど、今はいろいろ興奮してるからそこまで気が回らなかったんだろう。

「お前、篠崎さんに次の巻が最終回だって連れん絡らくしてないな？」

「……はい。まだ言ってません。そう決めたのは、お兄ちゃんと想いが通じ合った後のことなので、時間がなかったということもありますが」

「だろうな……。もしそんなこと言ってたら、すぐさま俺のところに電話をかけてくるはずだもんな」

　涼花が作品を畳たたむってのは、それだけの大事件だ。

「……いいか涼花。お前が作品を書くのをやめて、俺が自分の作品でデビューするってのはだ。ようするに永遠野誓が現シリーズを打ち切って、新シリーズに移行するってことなんだけど、これは編集サイドからすればまず受け入れられないことだと思う」

「な、なぜですか？　同じ永遠野誓の作品であることに変わりはないはずです」

「作品が違うってのが大問題なんだよ。お前の今のシリーズは知っての通り大人気だ。出せば売れる、出版社にとっては手放したくない存在ってやつだ。そいつを打ち切って、次のヒットするかどうかの確証もない新シリーズに移るってのは、とてもじゃないけど容認できるもんじゃないだろ？」

「そ、それはそうかもしれませんが……。しかし、永遠野誓が書くという点では変わりないのですから、同じような結果は見込めるのではないですか？」

　その言葉に、俺は「いや、そうはいかない」と首を振ふる。

「残念ながらこの業界はそんな単純じゃないんだよ。ファンが大勢いるっていっても、作者についているファンってのは珍めずらしくて、多くはその作品に対するファンなんだ。同じ作者であっても作品が違えば評価も全然変わってくる。人気作家の次回作がそれほどでもなかったなんて例は、挙げるとキリがないくらいだ」

「で、ですが、私がもう書けないのは事実なんですから、それは仕方がないことじゃないですか」

「……普ふ通つうはそうかもしれないけど、それが仕方がないの一言で済むかどうかは正直わからない。なんにせよ、現シリーズの終しゆう了りようと新シリーズのことは、篠崎さんに相談してみないといけない」

「それは…………、そう、ですね……」

　反論しようとしていた涼花も、そこは納得するしかないといった感じだった。

　涼花は今のシリーズをやめて、俺は永遠野誓を継ぐと決めた。

　だが、それはあくまでもこちら側の一方的な事情に過ぎない。

　ラノベってのは、作者と出版社の二に人にん三さん脚きやくで作られるものだ。一方の都合で物事が進むわけじゃないってことくらい、俺だって知っている。

　もし強ごう引いんに押し通そうとしたら、最悪の場合この業界から永久追放なんてこともあり得るかもしれない。

　そうでなくとも、今現在永遠野誓の作品を楽しみにしてくれている多くの読者やファンを裏切ることにもなりかねない。そんなことは、一ラノベファンとしても絶対に避さけないといけない状じよう況きようだ。

「どうしますか、お兄ちゃん？」

「……こっちの事情を篠崎さんに話してわかってもらうしかないけど、なんにせよメールや電話じゃできない話だから、直接会って相談するしかないだろうな」

「そ、そうですね……。その時は私もついて行きます。篠崎さんとはなんだかとても気が合いますから、きっとわかってもらえるはずです！」

　……そういや、さっきも篠崎さんみたいなこと言ってたしな。

「……あ！　私、今から早さつ速そく篠崎さんにメールしますね！　直接打ち合わせできないかって、相談があるからって！」

　涼花はそう言うなり、俺の部屋を飛び出して行ってしまった。

　俺の方からも、後で電話でお願いしないといけないだろう。もちろんそこではまだ明かせないが、さすがの篠崎さんも何かあったのかと怪あやしむに違いない。

　……果たして、直接会って篠崎さんに相談しても、わかってもらえるのだろうか？

　俺達の事情は俺達の事情。第三者には、ハッキリ言ってわがままに過ぎない。

　しかも今までは涼花が本物の永遠野誓だったってことは明かせないから、そこを伏ふせたうえでちゃんと納得させられるのだろうか？　もし失敗したら、どうなるんだ……？

　俺は、肩かたが急にズンと重くなったかのような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　これがプロラノベ作家の重責というやつなのだろうか？　俺は果たして耐たえられるのだろうか？　……いや、永遠野誓を引き継つぐと決めた以上、耐えるしかないのだが……。

「お兄ちゃん！　メールを送信してきました！」

「早いな!?　って、電話まで早速!?」

　そんなことを考えているうちに、涼花はあっという間に戻もどってきて、しかも篠崎さんからの電話までかかってきた。

　なんにせよ、こうなった以上は前に進むしかない。

　永遠野誓を引き継いで、涼花のお願いと自分の夢をかなえるために、できることを全すべてやるしかないのだ。

「も、もしもし……」

　俺はそんな決意を込こめ、涼花がグッと拳こぶしを握にぎり締しめながら見守る中、篠崎さんからの電話に出たのだった。




　　　　▼




「しかし驚いたな。まさか永遠野先生の方から、直接会って打ち合わせがしたいなどと言われるとは」

　翌日。

　俺と涼花は皇すめらぎファンタジー文庫編集部の会議室で、篠崎さんの前に座っていた。

「……すいません。昨日の今日で急な話なのに」

「まあ、そこはかまわんさ。他でもない永遠野先生からの頼たのみとあっては、担当編集者として断ることはできない。今日は二十八日、今年の締しめ日ではあるが、締めくくりの日に先生とこうやって会えたのはいいことだ」

　篠崎さんはそう言って、俺と涼花の前にコーヒーの入った紙コップを置いた。

「すみません。私も同席させていただいて」

　涼花が頭を下げると、篠崎さんは「とんでもない」と答え、

「先生と妹さんは一心同体の存在ではないか。歓かん迎げいこそすれ邪じや魔まに思うなどあり得ない。むしろよく一いつ緒しよに来ていただいたと礼を言いたいくらいだ」

　そんないつもの調子でかすかに笑えみを浮かべるのだった。

「さて」

　だがその笑みもすぐに引っ込んで、篠崎さんは真面目まじめな視線を俺の方に向けた。

　いつもはチャランポランで暇ひまさえあれば無む駄だ電話をかけてセクハラをかましてくるようなロクでもない編集者だが、今はそういった気配はまるでなかった。

「それで、相談したいことがあるという話だが、どういった内容なのだ？　メールや電話では話せないということらしいが」

　昨日、相談があるというメールを涼花が送った後、篠崎さんはすぐさま俺に電話をかけてきたわけだが、そこでも俺は具体的な内容は直接会ってからじゃないと話すことができないと答えただけだった。

　だから、篠崎さんのこの疑問はもっともだし、それだけ重大な内容なのかと怪しむのも当然のことだ。そして、実際にそれだけ重大な内容なのだ。

「はい、とても大事な話です」

　俺がそう答えると、篠崎さんはわずかに目を細めた。

　俺は軽く深呼吸をしながら、昨日からずっと考えていた通りに話を切り出した。

「実は、今のシリーズは次の巻で終わりにしたいんです」

「なに？」

　ピクリと、篠崎さんの表情が揺ゆれたが、俺は続けた。

「とある心境の変化がありまして、俺にはもう今のシリーズはこれ以上続けられません。書きたくなくなったのではなく、書けなくなったんです。だからもう続けられないので、次の巻で最終回にしたいんです」

「…………随ずい分ぶん唐とう突とつな話じゃないか」

　実際その通りだった。ぶっちゃけ篠崎さんの立場なら怒ど鳴なり散らしてもおかしくないような話だ。

　だが、篠崎さんの表情はいつもと変わらない眠ねむたげな半目開きのまま。

　ただ、その視線の鋭するどさだけは、今までに感じたことのないくらい強いものだった。

「その心境の変化というのはどういうものだ？　聞かせてもらってもいいのだろうか？」

「……いえ、それは個人的なことなので言えません。ただ、これだけは信じてほしいんですが、俺は決して軽い気持ちでこんなことを言ってるんじゃありません。書くのに飽あきたとか嫌いやになったとか、そういうことは一いつ切さいないんです。……ただ、本当にこのシリーズが書けなくなっただけなんです。このシリーズを書き続ける根本的な動機がなくなってしまったということなんです。信じてください……！」

　自分で言ってても曖あい昧まいな説明だという自覚はあった。

　だけど本当のことは言えない。俺と涼花の気持ちが通じ合ったことや、本物の永遠野誓は実は涼花だったこと。そして俺が永遠野誓を継ぐということも、全て誰だれかに打ち明けることのできない俺達だけの秘密だからだ。

「誰も信じないとは言っていないよ」

　俺の説明に、篠崎さんは静かに答えた。

「以前きみには言ったと思うが、ラノベっていうのは工業製品じゃない。作者の心がダイレクトに反映される繊せん細さいなものだ。だから、作者がこれ以上書けないと言うのであれば、こちらとしては無む理り強じいはできない。……というか、しても意味がないということだ」

　……それは、その通りだろうな。書きたくない、もう書けないと言ってるものを、無む理り矢や理り書けと言ったところでどうしようもない。

「きみの言っていることは本当なのだろう。何らかの理由で、今のシリーズを書く動機というか、熱意がなくなってしまった、と。……だが、私の立場としては、はいそうですかとすんなり納なつ得とくいくわけにはいかないというのは、わかってくれるな？」

　俺は無言でコクリと頷うなずく。それは当然の反応だからだ。

「まずは理由を知りたい。なぜ先生が急にそんな風に思うようになったのかだ。詳くわしい内容は言えないという話だが、言える範はん囲いのことは全て教えてほしいものだな」

「……はい。一言で言うなら、このシリーズで書くべきことは、もうすべて書き終えてしまったということになります。この作品を書いた時にあった目的のようなものは、既すでに俺の中で達成されてしまったと言った方がいいかもしれません」

　これは涼花の言っていたことだ。

　涼花は俺への想おもいを物語という形で書き綴つづったと言っていた。そして、その想いが現実でかなった今、もう同じように物語は書けないとも。

「なるほど、私にはとてもそうは思えないが、まあそこは先生の感覚なのだろう。……私が一つ懸け念ねんしているのは、先生はもしかして、もう妹モノに対する熱意が消えてしまったのではないかという点だが」

「それはあり得ません」

　俺は篠崎さんのその懸念を即そく座ざに否定した。

　妹モノに──いや、妹に対する熱意というか愛情は消えたりはしないし、むしろ今はこれまで以上に強くなっている。

　ただし、それは俺のことで、今までの永遠野誓であった涼花は違ちがう。涼花もまた愛情が消えたわけではないが、少なくともそれをラノベという形で表現する理由はもうなくなってしまっていた。

「……ふむ、妹モノへの熱意はあるが、今のシリーズでやるべきことは全てやり終えたと言いたいわけか」

　篠崎さんは俺の考えを把は握あくしようとするかのように、小さく呟つぶやいている。

　だがやがて、鋭い視線を俺へと戻すと、相変わらずのハッキリした口調で言った。

「きみの言い分はわかった。なので、私の言い分を伝えよう。結論から言うと、とても容よう認にんできるものではないな。先生の現シリーズは相変わらずの大人気だ。あらゆる意味で今すぐ終しゆう了りようさせるべきものではない。……といっても、私が言えるのはここまでで、だから書き続けろとは言えないわけだが」

　篠崎さんはそう言って、紙コップに入ったコーヒーを一口啜すすった。

「……すいません。わがままでご迷めい惑わくをかけることだとはわかっていますが……」

「それで？」

「え？」

「先生の話にはまだ続きがあるはずだろう？　今のシリーズはやめるが熱意はまだある。あくまでもやるべきことを終えたのは現シリーズでの話。……私にはそう聞こえたが？」

　それはもっともな指し摘てきだった。そして、ここからが話の本番だ。

　俺は緊きん張ちようでゴクリと喉のどを鳴らす。ふと見ると、涼花が不安そうな顔で俺の方を見つめているのに気がついた。俺はそんな涼花に大だい丈じよう夫ぶだと安心させるような笑みを返しながら、ゆっくりと篠崎さんの方へと向き直った。

「……はい。相談があるというのはそのことです。今のシリーズは次で最終巻にさせてもらいたいんですが、その代わりに、俺に新シリーズを書かせてほしいんです」

　俺は篠崎さんの目を真まっ直すぐ見み据すえながら、本心からそう伝えた。

　篠崎さんはしばらくの間、無言で俺をジッと見返していたが、

「……まあ、当然そういう話になるだろうな」

　やがてそう言って、何かを考え込むように目を閉じた。

「永遠野先生はうちの看板作家だ。その先生の現シリーズが終了するとなると、代わりに次のシリーズを始動させるのは当然のこと。先生の意志が固く翻ほん意いが期待できない以上、それは本来こちらサイドからお願いすべき話になる」

「で、では、こちらのお願いを聞いてくださるということでしょうか？」

　ずっと沈ちん黙もくを保っていた涼花が、篠崎さんの言葉に思わず前のめりになる。

　だが篠崎さんはそれには答えず、再び目を開けて俺を見ながら、

「……現シリーズ終了を考え直す余地は本当にないのだろうか？」

　そんな、最後の確認といった感じの問いを投げかけてきた。

「……すいません。残念ながら……」

　俺の──いや、俺達の答えはもう決まっていたから、俺はそう返すしかない。

　篠崎さんには本当に申し訳ないと思ってる。思えば最初から、代理人だなんだと騙だまし続けていたわけで、そして挙句にこのわがままだ。

　この迷惑の償つぐないはいつか必ずする。だが、俺達の決定だけは貫つらぬき通すしかない。

　だってこれは、まぎれもなく作家・永遠野誓の考えなのだから。

「…………わかった。先生の作品を最高傑けつ作さくと信じている私には断腸の思いではあるが、先生自身の決意がそこまで固い以上、私にはもう何も言えないからな。残念だが〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉は、次の巻で最終回ということで進めていくことにする」

「「……ありがとうございます」」

　俺と涼花は篠崎さんに同時に礼を言う。深々と頭を下げて感謝の意を表すが、どれだけそうしても足りないくらいだ。

「礼を言うのはまだ早いぞ先生」

　だが篠崎さんはそう言って、俺達の頭を上げさせる。

　そうしてやはり鋭い視線のまま俺を見つめてくるが、その瞳ひとみには今までとはまた違った厳しい色合いが含ふくまれていた。

「現シリーズを終了させるという先生の話に一応納得はしたが、それはまだ半分だけだ。もう半分の方の話はまだ終わってはいない」

「もう半分の方……」

「もちろん、新シリーズの話だ」

　そこで篠崎さんは小さく息を吐はいてから「いいか先生？」と続けた。

「先生は現シリーズを、自分の意思とはいえ半ば打ち切りという形で終わらせることになる。現状大人気のシリーズを急に畳たたむ必要性などどこにもないのだから、誰の目にだって不自然に映る。それはわかるだろう？」

　コクリと頷く俺と涼花。

「つまり、新シリーズを出すにしても、今大人気なシリーズをわざわざ終了して、そいつを差し置いて出すという形になる。少なくとも、読者の目にはそう映らざるを得ない。そしてそういった違い和わ感を克こく服ふくして受け入れてもらうには、必然的に新シリーズは現シリーズを超こえた作品にならなければいけないのだ」

　それは容易なことではない、と篠崎さんはまたコーヒーを啜った。

　篠崎さんの話は、まったく反論の余地のないものだった。今の大人気シリーズをいきなり畳んで新シリーズを出すということは、つまり前シリーズを超えるものがなくてはいけないということになる。

　それは完全に正しい。読者の目線でも、出版社としての立場でもだ。

　だから、俺はそういった言葉が返ってくるのは想定していた。実際に篠崎さんの口から語られるとやはり重みを感じるが、それでも何の考えもなしに、俺達はここまでやって来たわけじゃない。

「……これを見ていただけますか？」

「これは？」

　俺が鞄かばんから原げん稿こうの束を取り出すと、篠崎さんはかすかに目を細めた。

「こいつは、俺が次のシリーズをどんな感じで書いていくのか、それを確かめるために試ためしに書いた原稿です。内容はもちろん妹モノのラブコメ……。これを篠崎さんに読んでもらって、今の俺が新シリーズにかける意気込みを測ってもらいたいんです」

　そう、そいつは俺の作品の原稿だった。俺がラノベ大賞を取り、そして辞退した時に応おう募ぼした原稿──つまり、今の俺の実力を証明するためのものだ。

　俺はこれから永遠野誓を継つぐ。そして、今の大人気シリーズを超える新シリーズを立ち上げないといけない。そのためには、まずは担当編集者に納得してもらわなければ始まらないのだ。だから、篠崎さんにはまず俺自身の原稿を見てもらう必要がある。

「……なるほど、用意がいいな」

　篠崎さんは薄うすく笑えみを浮うかべ俺の原稿を手に取ると「では早さつ速そく読ませてもらおうか」と言って、足を組んだ。

「十分ほどもらおう。その間よければ外で休きゆう憩けいでもしてもらってかまわないが」

「いえ、このまま読み終えるのを待ってます。でも、十分で大丈夫ですか？」

「作品を味わうには不十分だが、その良し悪あしを判断するには問題ないさ」

　篠崎さんはそう言ってページをめくり、すぐに作品に集中し始めた。

　俺と涼花は、そんな篠崎さんの姿をただ黙だまって見守る。

　俺の作品を読んでどんな結論が下されるのか。それを考えると、とてもじゃないけど目を離はなすことはできなかった。

　そうして時間は瞬またたく間に過ぎていき、やがて篠崎さんは「ふぅ……」と一息ついた後、原稿をテーブルに置いてゆっくりと顔を上げた。

「ど、どうでしたか？」

　俺は手のひらに汗あせを感じながら、緊張とともにそう訊たずねる。

「結論を言うと、これではダメだな」

　だが篠崎さんはそんな緊張なんて知らないとばかりに、サラリとそう返した。

　俺はそれを聞いて、全身の力が抜ぬけていくような気がした。

「な、なぜです!?　どうしてですか！」

　だが次の瞬しゆん間かん、俺が何かを言う前に涼花が猛もう然ぜんと立ち上がってまくしたてた。

　必死な顔で「説明、説明をお願いします！」と篠崎さんに詰つめ寄る涼花。

「説明と言われてもな。さっきの話で言うと、この作品では今のシリーズを超えることはできないということだ」

「そ、その作品を次のシリーズにするということではありません！　あくまでもそれは試作品であって、新シリーズでは、お兄ちゃんはもっと素す晴ばらしい作品を書きます！　そうですよねお兄ちゃん!?」

　今度は俺の方に前のめりになりながら、そう同意を求める涼花。

　確かにその作品をそのまま新シリーズにするなんて思ってはいなかった。あくまでもそれは、俺の今の実力を確認してもらうためのものでしかない。

　そもそもそいつは別の出版社のラノベ大賞に応募して大賞を受賞し、そして辞退した作品だ。そいつを皇ファンタジーでリサイクルなんてことはできないし、そんなことは微み塵じんも考えてなかったから、その作品そのものがダメだと言われるのはまったく問題のないことなんだ。

　……けど、篠崎さんが言ってるのはその作品自体についてじゃない。その裏側、もっとも重要な点をダメ出ししているんだ。

「そういう話ではないのだよ妹さん。この作品はもちろんのこと、そこから伝わってくる熱量というのか魅み力りよくというのか……。とにかくそういった、読者を惹ひきつけるような強い力が、この原稿からは読み取れないということなのだ」

「そ、それはおかしいです！　だってその作品は──」

　と、そこで涼花は慌あわてた様子で言葉をのみ込む。

　おそらく、別のラノベ大賞で受賞した作品なんだからと言いかけたのだろうが、それは口には出せないことだ。

「……っ！　と、とにかく、その作品はとてもよく書けていると思います！　妹の私の意見ではなく、客観的に見ても素晴らしい作品だと思います！　それを全面否定するというのは、編集者としていかがなものでしょうか！」

　涼花はそう言って猛然と抗こう議ぎするが、

「すまない、妹さん。言葉が足りなかったようだ。私が言いたかったのは、あくまでも今の先生のシリーズと比べると、ということだ」

　篠崎さんは表情一つ変えず、落ち着いてそう返した。

「確かに妹さんの言う通り、絶対的な評価をするならば、この原稿は実によく書けていると私も思う。皇ファンタうジー文庫ちのラノベ大賞に応募してきたら、大賞を狙ねらうことだって十分可能なクオリティだと言えるな」

「だ、だったら──」

　涼花は口を開こうとするが、篠崎さんは「だが」と遮さえぎって続ける。

「問題なのはだ、妹さん。私達が今、永遠野誓の新シリーズのことについて話し合っているという点なのだ」

「……どういうことですか？」

「仮に、この原稿が永遠野誓ではないまったくの新人のものだったとしよう。もしそうだったら、私は一も二もなく今すぐイラストレーターを見つけてきて、この作品を世に出そうとするだろう。それくらい、これは素晴らしい作品だ。……だが、永遠野誓の新シリーズとして出すということなら、まったく話が違ちがってくる。この程度のクオリティでは、とてもじゃないが話にならないということだ」

「そ、そんな……っ」

　涼花はそれを聞いて、愕がく然ぜんとした表情で息を吞のむ。

「いいか妹さん。妹さんは詳くわしく知らないかもしれないが、永遠野誓という作家は伝説的な存在なのだ。普ふ通つうの作家と同じ基準では語れない。先生の作品は、どこか次元の違う熱量が込められていた。それが多くの読者を惹きつけ、これだけの大人気シリーズになった理由だ。だから、次のシリーズは、それをさらに超えるくらいのものでなければならないのだ」

　しかし──と、篠崎さんはテーブルの上の原稿に目を落とす。

「この原稿から感じられる熱量は、それに比べるとまるで足りない。これでは今のシリーズを超えることなどできない。普通の作家の作品としてならいざ知らず、永遠野誓の次回作という位置づけでは、この程度ではダメなのだ」

「そんなはずは……っ！　この作品には、ちゃんとお兄ちゃんの気持ちが込められているじゃないですか！　それを篠崎さんは感じられないんですか!?」

「いや、感じるよ。確かにこの原稿からは妹への愛がヒシヒシと感じられる。だが、先生の作品を最初に読んだ時ほどの衝しよう撃げきはなかったな」

　篠崎さんはそこで初めて表情を変えて、どこか苦し気に眉まゆをひそめた。

「……正直なところ、今私はとても残念な気持ちなんだ」

「な、何がですか」

「私は先生に出会った時、この人は天才だと思ったのだ。もちろん今もそう思っている。だが、その先生が新しいシリーズを見み越こして書いた作品がこの程度のものだったのかと思うと、無む性しように虚むなしい気持ちになってな……。やはり才能というものは一瞬のきらめきにしか過ぎないのかと……」

　本当に残念そうに、噛かみしめるように言う篠崎さん。

　だが涼花はふるふると首を振ふって、

「い、言ってることがよくわかりません。どういう意味なんですか」

「この業界、大ヒットを飛ばした作品というのは過去いくつもある。それらは全すべてラノベの歴史に燦さん然ぜんと輝かがやいて記き憶おくされている。もちろん先生の作品もその中の一つだ。そして、そういった作品を残した作家もまた、その素晴らしい才能を称たたえられる」

「そ、それがどうしたのですか。当たり前のことのように思えますが」

「ところが実は、これは当たり前のことではないのだよ。素晴らしい才能を持った作家だから素晴らしい作品が書けた──自信満々にこう言えるなら、ラノベ編集者という職業はこれ以上楽なものはない。そうじゃないから、いろいろ苦労が絶えないのさ」

「…………？」

　涼花は篠崎さんの言わんとしていることを測りかねているように、訝いぶかしげな表情のまま黙っている。

「端たん的てきに言うとだな、その図式が成り立つのならば、その才能のある作家は立ち上げるシリーズが全て大ヒットしてしかるべきということになる。……だが、現実ではそんなことはまずあり得ない。ある作品でラノベ界の金きん字じ塔とうを打ち立てた作家でも、その次のシリーズがそれほどだったなんてことは枚挙に暇いとまがないほどだ。ようするに、ある大ヒット作品を生み出せたとしても、それは１００％作家の才能ではなくて、時の運やその他の要素が強く影えい響きようして絡からみ合った結果に過ぎないということだ」

「そ、それはある意味では当然のことではないのですか？　運も実力のうちという言葉もありますし」

「その通りだよ、妹さん」

　篠崎さんは、涼花の反論に深く頷うなずいた。そして何度も「その通り、その通りなんだ」と繰くり返している。……けれど、

「……だが、先生だけは違うと思っていたんだよ、私は」

　やがて篠崎さんは、そう言って寂さびしそうに笑いながら俺の方を見つめた。

「いや、思いたかったと言った方が正しいかな……。初めに先生の作品を読んだ時、私は比ひ喩ゆじゃなくて本当に心臓が止まるほどの衝撃と感動を受けたんだ。この読む者の胸を貫つらぬいていくような、妹に対する溢あふれんばかりの愛。私は間違いなく、この人は天才だと思ったよ。少なくとも、妹モノに関してはね」

「そ、それは、どうも……」

　涼花はまだ不満そうな顔をしつつも、顔を赤くして視線を逸そらす。

「そして同時に思ったんだ。この人の才能は特別だと。この作品だけでは終わらない、こと妹モノに関しては、それこそ無限に素晴らしい作品を書き続けることができる、それだけの本物の才能を持った人なんだと」

　そこまで言って、篠崎さんはどこか自じ虐ぎやく的な笑みを浮うかべた。

「……だが、そんなのは結局私の独りよがりの妄もう想そうに過ぎなかったのかもしれない。そう思うと残念でね……。とはいえ、やっぱり現実はそうらしい。私が勝手に先生を神格化しすぎて、勝手に一人で期待していただけのバカだったということか……」

　篠崎さんはそこで首を軽く振ると「すまない」と頭を下げた。

「思い返すと非常に失礼なことを言っていたな、私は……。そこは謝罪する。すまなかった。ただ誤解してほしくないのは、私は先生や、他の多くの名著を残した作家達をバカにしているんじゃないということだけは信じてほしい。……ただ、私はそんな神のごとき圧あつ倒とう的な才能を持った作家が現れるのを切望していただけなんだ。そして、その可能性を先生の作品に見たと思った。……だが、それも私の願望が見せた幻まぼろしだったらしい。先生の最初の作品があまりにも強い輝きを見せてくれたから、そう信じたくなったのだろうな」

「篠崎さん……」

　涼花はなんと言ったらいいのかよくわからないという顔で、自じ嘲ちよう的な笑えみを浮かべる篠崎さんを眺ながめていた。

「とにかく、それだけ先生の最初の作品は素晴らしかったということだ」

　篠崎さんはそう言って、仕切り直すように再び表情を引き締しめる。

「だからこそ、それを超こえるとなると大変なことだと私は言いたいのだ。どうすればいいのかなんて見当もつかないほどにな。……少なくとも、この原げん稿こうからは、次のシリーズにつながるようなビジョンは見いだせなかった。それでも──」

　──現シリーズを終しゆう了りようするという先生の意思は変わらないのだな？

　篠崎さんはもう一度、本当の最終確かく認にんとでもいうように、その問いを発した。

　俺はしばらく微び動どうだにしなかったが、それでもやがて無言で頷いた。

　なぜなら、隣となりにいた涼花が挑いどむような目で篠崎さんを見み据すえていたからだ。

「……やれやれ、まさか仕事納めの日にこんな話をする羽目になるとはな」

　どうしたものかな……、と篠崎さんは珍めずらしく困った顔を見せる。

　そうさせているのが俺達のわがままのせいかと思うと心苦しかったが、それでも撤てつ回かいするつもりはなかった。そうするしかなかったからだ。

「な、納なつ得とくができません！」

　とその時、涼花が再び抗議の姿勢を見せた。

「新シリーズを出すなら現シリーズを超えなくてはいけないという話はもっともかもしれませんが、篠崎さんは現シリーズを持ち上げ過ぎではないですか！」

「そんなことはないさ。確かに私個人の思い入れはある。だが評価は売り上げや人気といった客観的な数値としてちゃんと出ている」

「な、なら、新シリーズが現シリーズを超えなくてはいけないという前提がそもそもおかしいのではないですか？　篠崎さんは先ほど、人気作を書いた作家さんの次回作が必ずしも同じようにはならないとも言いましたよね？　それが当然のことであるならば、篠崎さんも認めたようにこの原稿は今すぐにでも出版できるレベルのクオリティを持っているんですから、これからお兄ちゃんが立ち上げる新シリーズも十分出版に耐たえるはずではないですか」

「妹さんの言い分も一理はあるが、それは随ずい分ぶんと向上心のない話ではないか？　少なくとも作家は常により面おも白しろい作品を書こうという気き概がいが必要だ。それは才能以前の話だよ。それでも、確かにそんな前提に立たずとも、一定のクオリティを保っているならばよしとしてもいいかもしれない」

「そ、そうでしょう？」

「だが、それも何度も言うが普通の作家ならの話だ。先生はとにかく最初のインパクトが大きすぎた。だからこそ、次回作への期待も大きい。そんな読者の期待を裏切ることは、最悪の場合作家として致ち命めい傷しようになる可能性もある。そんなことは私だって望んでいないし妹さんもそうだろう？」

「で、ですが……」

「それに、やはり今のシリーズの終わり方が一番大きな問題だ。これがちゃんとシリーズとして満足のいく形で終了できたならまだしも、打ち切り同然で終わるというのがよくない。その結果出てきた次の作品が読者の期待に沿わないものだったら、それによるダメージは計り知れないぞ」




　──けれど、もう書けないものは仕方がないじゃないですか！

　──それはこちら側の事情であって、読者に考こう慮りよさせるべきものではないよ。

　──で、ではどうすればいいのですか。現シリーズの終了は決まったことです。

　──……だとしても、やはり新シリーズはこのままでは出すことはできないだろうな。

　──そんなこと……！




　涼花と篠崎さんが激しく言葉をやり取りしている。

　涼花は俺に永遠野誓を引き継ついでほしくて、なんとか新シリーズの立ち上げを篠崎さんに許可してもらおうと一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　一方で篠崎さんは、論理的な理由でそれは難しいと繰り返していた。そこにはいつものフザケタ気配はまるでなく、編集者として、あくまでも現実を冷れい徹てつに見据えた目線があるだけだった。

　俺はそんな二人の様子を、ただ黙だまって眺めていた。

　自分のことなのに、傍ぼう観かんしているだけなのかと思われるかもしれない。

　実際、俺は先ほどから一度も発言しておらず、そう思われても仕方がない状じよう況きようだ。

　だけど、俺はさっきからずっと考えていた。

　涼花と篠崎さんのやり取りを思い返し、その言葉の一つ一つを何度も何度も頭の中で繰り返しながら、自分がどうすべきなのかを考えていたんだ。

　……確かに、篠崎さんの言っていたことは全て正論だ。

　新シリーズを出すには、現シリーズを超えなくてはいけないこと。

　それはルールではなく、作家としての姿勢と読者への期待に沿ったものだということ。

　けど、俺の書いた原稿からはそのビジョンが見えないという一言。

　それだけ涼花の作品がすごいものだったという評価。

　そして、このままでは新シリーズは難しいという現実……。

　どれもこれも、俺は反論することができず、ただただ押しつぶされるばかりだ。

　そんな中でも一ひと際きわ印象に残ったのは、篠崎さんのあの告白だ。

　時の運や偶ぐう然ぜんに左右されずに面白いものを書く『本物の才能』ってやつを篠崎さんはずっと切望していた。そして永遠野誓の作品と出会い、この作者は本物の才能を持っていると信じた。そう思わされるほど、涼花の作品には大きな輝きがあったんだ。

　だけど、俺の原稿を読んだ篠崎さんは、それは幻だったと残念がっていた。そんなものは自分の思い込みでしかなかったのかと、寂しそうに笑っていた。

　……俺には、その『本物の才能』ってやつが実際にあるのかどうかわからない。

　だけど、少なくとも篠崎さんは、俺の作品にそれを見み出いだすことができなかった。

　それはつまり、俺には永遠野誓を引き継ぐ資格がないということだ。

「……っ！　…………っ!?」

「…………。………………」

　俺が自分の思考に集中している間もずっと、涼花は篠崎さんと論争を続けていた。

　涼花は、永遠野誓を引き継ぐ力が俺にはあると心から信じているようだった。

　だからあんなにも必死に、篠崎さんに食い下がっている。俺の代わりに、俺の夢をかなえようと戦ってくれている。

　本来、それは俺がしないといけないことだ。自分自身の夢をかなえるために、何としてでも食い下がらないといけない場面のはずだ。

　……だが、実際には俺は動けないでいた。それは、今まであえて目を逸らしていた現実ってやつが、楔くさびのように深く俺に突つき刺ささっていたからだ。

　才能の差。

　俺と涼花の間にある壁かべは、やはり超えることのできないものなのかもしれない。

　俺自身の夢と涼花の夢のため、俺は永遠野誓を引き継ぐ決意をしたけれど、やはりそれは実際には不可能なことなのかもしれない。

　ずっと心の奥底にくすぶっていて、でも見ないようにしていた現実ってやつが、全身に暗く冷たく絡からみついてくるような感覚。

　……やっぱり、俺には永遠野誓を引き継ぐことはできないのか……？




　──私は天才ではありません。




「…………っ！」

　だがその時、俺の頭の中に涼花の声が響ひびいた。




　──私にあったのはお兄ちゃんへの想おもいだけ。いわゆる文才のようなものは私にはありません。お兄ちゃんへの想いがこもった作品以外のものは、私には書けないんです。




　それは、涼花が俺に永遠野誓を引き継いでほしいと言った時に口にした言葉だった。

　思い返してみると、涼花はずっと自分には才能なんてなかったと言ってきた。

　じゃあなんであれだけスゴイ作品が書けたのかというと、それも何度も説明していた。

　たった一つの理由で、だ。




　──私の作品はお兄ちゃんへの想いを書き綴つづったものです。




　……そうだ。涼花は確かにそう言っていた。

　涼花があの作品を書いたのは、才能なんかじゃなくて想いからだと。

　俺への気持ちを形にしたものが、あの作品だったんだと。

　涼花は最初からずっと、そう言っていたじゃないか。

　じゃあ、

　じゃあ、……つまりは？

　……篠崎さんは俺の作品を読んで、これではダメだと言った。涼花の作品にあったような熱量は感じられないと言った。

　その熱量ってのは──ようするに涼花の俺への想いってことだ。

　つまり篠崎さんは、涼花の作品に込こめられた想いほどのものを、俺の作品からは見出せなかったということになる。

　俺はあの作品を──あの妹モノを書いた時、涼花への自分の想いを自覚して、それを込めたつもりだった。

　だが、それが到とう底てい涼花の作品に敵かなわないということは……？

　俺に永遠野誓を引ひき継ぐ資格がないということは……？

　……それって、つまりはこういうことを言われてるわけなんだよな……？




　俺の涼花への想いは、涼花の俺への想いに比べると弱い──と。




「………………」

　そこまで思考が至った時、俺はぐちゃぐちゃだった頭の中が、急に真空状態にでもなったかのような感覚に陥おちいった。

　今までの迷いや弱気が一気に吹ふき飛び、ついでに冷静さや思考能力も吹き飛んだ。

　だが、脳内は確かに空っぽになったが、その奥底──心の中では何かが熱く、力強くうごめいているのが感じられた。

　それが何なのか最初はよくわからなかったが、だんだんと形になってきて、やがてその感情の正体がわかってきた。言葉にすると、ただ一言だ。

　──ふざけるな。

　それは怒いかりというよりも、負けられないといった感覚だった。

　ふざけるな。認められない。そんなことは認めてたまるか──そんな言葉が頭の中にふつふつと湧わき上がってきて、続いて思考が激しく舞まい戻もどってきた。

　……俺の想いが涼花のよりも弱いだと……？

　……想いを形にした俺の作品が、涼花のそれよりも熱量を感じられないだと……？

　……俺達は両想いだ。二人で一人の存在だ。なのに対等じゃなくて、俺よりも涼花の想いの方が強いって言ってるわけだよな……？

　ふざけるなよ!?　そんなこと認められるわけないだろ!?

「……ざっけんな……！」

　俺は拳こぶしをギュッと握にぎりしめながら、自分自身に言い聞かせる。

　……俺は、涼花のことが好きだ。涼花のことを、心の底から愛している。

　……この想いは誰だれにも負けない自信がある。どんな事態になろうと、決して捨てることはないと断言できる。

　……それこそ、その涼花相手にだって、想いの強さは決して負けていないという自負があるんだ。涼花が俺のことをどれだけ好きだろうと、俺はそれ以上に涼花のことが好きだと胸を張って言える。涼花のことが自分の命よりも大切だって即そく答とうもできる。

　……なのに、なのに、だ……！

　篠崎さんは、そんな俺の想いの結けつ晶しようを不十分だと言った。

　涼花の想いよりも弱いと、熱量が足りないと、そう言ったんだ。

　永遠野誓の名を──涼花の想いを引き継ぐには不足だと、そう判断したわけだ。

　……なるほどなるほど。

　……確かにそれが才能の話だったら、俺は確かに何も言い返せなかっただろうさ。

　……才能の話だったら、天才と言われた作家を引き継ぐなんてとてもじゃないけどできないからな。そりゃ諦あきらめる以外にないよな。

　……だけどな、これは才能の話じゃない。想いの話なんだ。

　篠崎さんは一つだけ勘かん違ちがいしていることがある。

　それは、永遠野誓という作家が何の天才かってことだ。

　ラノベのじゃない、妹モノのでもない。

　それはな、好きな人をどこまでも愛する天才だ。

　溢あふれるほどの想いを物語という形にまでしてしまい、それでも果てることのない無限の愛情を持ち続ける天才なんだよ。

　で、俺はその分野に関しては絶対に負けるつもりはない。

　それこそ、その愛する妹の涼花に対しても、決してだ。

　だから──

「…………はぁ」

　……俺は今、この状況からは絶対に引き下がれないってことなんだよ!!

「篠崎さん、俺の話を聞いてもらえますか」

　俺は大きく深呼吸をした後、今までの沈ちん黙もくを破ってそう言った。

「む……？」

「お、お兄ちゃん？」

　突とつ然ぜん口を開いた俺に、言い争いをしていた二人は驚おどろいたような顔でこちらを見る。

　だが俺は、胸の中をうごめく激しい感情とは裏腹に、どこまでも落ち着いた調子で切り出した。

「……確かに、篠崎さんのおっしゃることはその通りかもしれません。今渡わたした原げん稿こうを読んだ限りでは次のシリーズが不安になるというのも、篠崎さんがそう言うのならそうなんでしょう」

「お兄ちゃん!?　それは──」

　俺の言葉に涼花が何か言おうとするが、俺はそれを手で制しながら、篠崎さんの方に向き直って続けた。

「けれど、俺は絶対に新シリーズを立ち上げたいと思っています。ですから、今は篠崎さんを納得させられなくても、いつか必ず永遠野誓の名にふさわしい作品を書き上げてみせます」

　俺は真まっ直すぐに篠崎さんの目を見み据すえながらそう言った。

　篠崎さんもまた、微び動どうだにすることなく俺を見つめ返している。

「……その意気込みはいいがな、先生。この業界でモノを言うのはやはり作品そのものなのだ。今のままでは、とてもではないが安心とは言えないぞ」

　もちろん、これくらいで篠崎さんに首を縦に振ふってもらえるとは思っていない。

　意気込みだけではどうにもならないことだって、この世にはたくさんあるだろう。

　でも、

　……それでもこの件に関してだけは、俺は決して引き下がってはいけないんだ。

「……篠崎さん。篠崎さんは、永遠野誓の作品をすごくほめてくれていますよね。金きん字じ塔とうだとか伝説的だとか」

「ああ、大げさな表現だとは思わないがね。あれだけの作品は今後当分は世に出てくることはあるまい。それくらい、先生の作品は素す晴ばらしいものだ」

　篠崎さんは、さも当然といったようにそう答えた。

「……ありがとうございます。そこまで言ってくれてありがたいんですけど、……実を言うとあの作品は、俺のものであって俺のものじゃないっていうのが自分自身で持ってる感かん触しよくなんですよね」

「お、お兄ちゃん？」

　俺の発言に、涼花は驚いたような顔で慌あわてる。

　涼花にしてみれば、俺は急に何を言い出してるんだといった感じなのだろうが、今は説明している暇ひまはなかった。

「……それはどういうことかな？」

「そうですね……。言うなれば、俺は今までずっと妹からの愛に甘えていたってことですかね」

「妹からの愛？」

「はい。俺はあの作品を無我夢中で書き上げました。自分の中にある気持ちをそのまま物語っていう形で表に出したんです。……その時は特に何も考えてはいませんでした。素す直なおに想いを形にしたってだけで満足していました」

「その物言いだと、今は違うことを考えているということかね」

「ええ、今になって振り返ってみると、その時の気持ちというか、想おもいってのが具体的に何だったのかっていうのがわかってきたんですよ。昔はそんなことはまるで気にしていなかったんですがね」

　涼花はさっきから、呆ぼう然ぜんとした表情で俺の話を聞いていた。

　俺が何を言っているのかまるで理解できないといった顔だが、それはある意味では当然のことだ。だって、あの作品を書いたのは俺じゃなく涼花であって、俺がその時の気持ちを語るなんてことは不可能なことだからだ。

　……しかし、それでも俺は語らないといけない。

　二人で一人の作家として、そしてこれから永遠野誓を引き継つぐ者として、これからの永遠野誓から見たこれまでの永遠野誓を言葉にしておく必要が、俺にはあったのだ。

「……それで、その想いというのは？」

　唐とう突とつな話にもかかわらず、篠崎さんは真しん剣けんな顔で俺の話を聞いてくれていた。

　だから俺もまた、真剣に答える。

「さっきも言った通りのことです。俺は妹からの愛に甘えていたんだなって気づいたんですよ。妹は俺のことをとても愛してくれていました。それこそ、物語という形にしてしまえるくらいにね」

「お、お兄ちゃ……！」

　涼花の顔がボフッと爆ばく発はつしたが、俺は続けて、

「俺はその溢れんばかりの愛を受けて、ラノベを書きました。そしてそれは運よく大ヒットして、永遠野誓は伝説的なラノベ作家となったんです」

「素晴らしいサクセスストーリーではないか。そのような愛をくれた妹さんには感謝しなければいけないな」

「まったくその通りですね。ただ、今俺が言いたいのはそういうことじゃありません」

「というと？」

「俺が言いたいのは、……そう考えてみると、あの作品を書き上げたのは俺の力ではなく妹の力だったってことですよ」

　篠崎さんは、俺の言葉の真意がよくわからないといった感じで眉まゆをひそめる。

「ようするに、あの作品は妹がくれた愛のおかげで書けたものです。俺はそれをただ単に形にしただけ。だから、今思えばあの作品は俺のものであって俺のものじゃない」

　ただ──と、俺はこれからの永遠野誓としての言葉をつなぐ。

「……これからは、それだけではダメだって思ってるんですよ」

「……どういうことだね」

「今までは、妹からの強い愛のおかげでラノベを書いていました。そのことに何の疑問も持っていませんでした。……でも、これからはそれだけじゃ不十分だってことに気がついたから、俺はどうしても新シリーズを始めたいと思ったんです」

「不十分とは、何がだ？」

「妹から兄への愛は今も十分にあります。……けど、兄から妹への愛はどうでしょうか、という話です」

　篠崎さんはそれを聞いて、かすかに目を細める。

「それも当然、これまでの作品に込こめられていると思ったが？」

「そう感じてくださったのはうれしいですが、俺としてはそうは思ってません。これまでの作品は、全すべて妹からの愛の方が勝まさっていました。……でも、これからはそれじゃダメだと思い始めたんです」

　俺はそこで、ようやく自分の気持ちをストレートに口に出す。

　これからの永遠野誓としての言葉だ。

「……これからは妹からの愛だけじゃない、兄からの──俺からの妹への愛も同じくらい形にしていきたい。そうしないとダメだって強く思ったんです。だから、俺はどうしても新しい作品を書かないといけないんです……！」

　自然と、身体からだに力がこもってくる。

　俺は込み上げてくる感情を残らず言葉にしようと口を開く。

「……そう思って、俺はその原稿を書きました。でも、篠崎さんはそれではダメだと判断しました。……確かにそうかもしれません。その原稿からは今までのような熱量が感じられないかもしれません……！」

　けど、

「今はまだ不足かもしれないけど、俺はいつか必ず現シリーズに追いついて、そして追い越こしてみせます！」

「……その言葉を信じる根こん拠きよは？　なぜそう言い切れる？」

　篠崎さんのその問いに、俺はもう止まることができなかった。

「俺は……！　俺の妹への想いは、誰だれにも負けることがないと信じているからですよ！　俺は世界で一番『妹』を愛している自信があるからです！」

　……そうだ、俺は世界で一番涼花を愛している。

　……世界最高のラノベを書けるかと問われたら、そんなのはもちろん無理だと答えるしかない。自信がないし、俺にはそんな特別な才能なんてものもない。

　……けど、世界で一番『妹涼花』を愛しているかと問われたら、俺はそうだと即そく答とうする。

　……だから俺は断言できるのだ。想いをラノベという形にすることに関してだけは、絶対に追いつき、そして追い越してみせると。

　だから──




「だから俺は、今のシリーズを超こえる、世界最高の妹モノを書いてみせます!!」




　俺は、大声でハッキリと、そう宣言できるのだ。

　シンと静まり返った室内に、俺のハァハァという荒あらい息づかいだけが木こ霊だまする。

　俺はそのまま篠崎さんに向かって深々と頭を下げながら、

「……そのために、お願いします篠崎さん……！　どうか俺のこの想いがかなえられるように協力してください……！」

　そうやって、心からのお願いをして、口を閉じたのだった。

　俺は目をつぶり、頭を下げた姿勢のままい続ける。

　それからどれくらいの時間が経たったのかわからない。一いつ瞬しゆんだったかもしれないし、結構な時間だったかもしれない。

　だが、やがて篠崎さんのものらしいため息が聞こえてきたかと思うと、

「いい加減、頭を上げてくれ、先生」

　今度はそんな声が聞こえてきて、俺はゆっくりと顔を上げた。

「……はぁ、まったく。本当になんでまた、こんな話が最終日に舞まい込んでくるのか」

　篠崎さんはそう言って、やれやれと肩かたをすくめてから腕うでを組んだ。

「それは……、本当にご迷めい惑わくをかけていると思っていますが……」

「そういうことじゃないよ、先生」

「え？」

　俺はもう一度謝ろうとしたが、篠崎さんはそれを遮さえぎった。

　そしてポカンとしている俺に対し、もう一度ため息を吐ついてから口を開いた。

「先生が私にとって初めて担当した作家さんだという話は、以前にもしたと思う。そうしてこれまで一年半以上、私は先生に対してずっと思ってきたことがあるのだ」

「そ、それはなんでしょうか？」

「……実に楽な相手だ、ということだよ」

「…………は？　楽？」

　俺は、篠崎さんがいきなり何を言い出したのかわからずに困こん惑わくする。

　だが篠崎さんは、そんな俺を気にした風もなく続ける。

「担当編集というものは普ふ通つうはかなり忙いそがしいのだ。作家さんの原げん稿こうに目を通し、ダメなところを指し摘てきして戻もどす。それもただダメ出しするだけじゃなく、じゃあ代わりにどうすればいいということも考え、今の流行なども分ぶん析せきしつつ的確な意見を返さなくてはいけない。それで一発で満足のいくものが返ってくればいいが、延々とそれを繰くり返してやっぱり没になる場合だってある。他にもイラストの発注、スケジュールの調整、その他もろもろ目白押しだ。それを複数の作家相手にやらないといけないんだから、人によってはものすごく時間がとられる場合もある」

「は、はぁ」

　……担当編集の苦労ってのは、まあ理解できる話だけど、なんでそれを今？

「だがな、そういう観点からいくと、先生は非常に楽な相手だったのだ。なにしろ出てくる原稿が毎回初稿の段階でほぼ完かん璧ぺきなんだから、文句のつけようがない。あっても細かい調整ばかりで、ほとんどあってないようなものだ。締しめ切りもこっちが決める前に原稿が上がってくるから指定したことなどないし、調整すべきスケジュールがそもそもない。確か最初の方に一度だけ、超ちよう余よ裕ゆうを見て引いた締め切りラインを超えたことが一度だけあったが、それも指摘した次の日に原稿が返ってきたからな。トラブルらしいトラブルはそれくらいで、後はもう何もない。まさに優等生だ」

「そ、そいつはどうも……」

「初の担当がそんなだったから、その後に他の作家さんも見るようになってからは苦労したよ。先生を基準に考えてたら、それはもうトンデモナイことになってしまってな。そういう意味では先生は困った人だな。編集の能力が全く育たない。なにせ丸投げにしてても何の心配もないのだからな」

　そう言って「ふふふ……」と小さく笑う篠崎さん。

　一方で俺は、やっぱりなんでそんな話を今しているのかわからない。

「あ、あの、それはどういう」

　そこで俺はその真意を訊たずねようとしたが、

「……だが、残念ながらこれからはそうはいかないようだ」

　篠崎さんは俺の言葉を遮るようにして、そう言った。

「まあ、いつまでも楽をさせてはくれないということだろうな。それにしたって今日みたいな年末のギリギリの日に、こんな大仕事が舞い込んでこなくてもいいものだが、これも今までのしわ寄せということかもしれん」

「え？　え？　そ、それは、つまり……？」

　なお混乱したままの俺に、篠崎さんはふっと微び笑しようを浮うかべると、

「ようするに、今になってようやく、永遠野誓先生相手に担当編集者としての仕事をしないといけなくなってしまった──……いや、できるようになったということだよ」

　どこかスッキリした雰ふん囲い気きで、そんなことを言ったのだった。

　俺はしばらくの間呆ぼう然ぜんとしながら、その言葉を頭の中で反はん芻すうしていたのだが、

「そ、それって……！」

　やがてようやく理解し始めると、思わず篠崎さんの方に前のめりになった。

「……本来、作家と編集は二に人にん三さん脚きやくで作品を作り上げていくものだ。だが先生の今までの原稿には非の打ちどころがなかったからな。……だが、これからは本当の意味で二人三脚でいかないといけないようだ」

「あ、ありがとうございます……！」

　俺はそれを聞いて、また深々と頭を下げた。

　といっても、今度は嘆たん願がんではなく感謝の意を込めた姿勢だ。

　篠崎さんは、俺が新シリーズを立ち上げるのを認めてくれた。

　いや、認めてくれただけじゃない。それに協力してくれると言ってくれてるんだ。

　そんなのは担当編集としては当たり前の姿勢なのかもしれないけど、でもあれだけの迷惑をかけたことを考えると、それはやっぱりありがたいとしかいえないものだった。
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「……本当に、ありがとうございます……！　今のシリーズの打ち切りでも迷惑をかけているのに、俺のわがままを聞いてもらって……！」

　俺は何度も礼を繰り返す。何度言っても足りないくらいだからだ。

　だが篠崎さんはそんな俺を見て「やめてくれ」と苦笑する。

「あれだけの宣言を聞かされたんだから、まあ仕方がない。……それに、妹さんのあんな姿を見せられたら、頷うなずかざるを得なくなるさ」

「あんな姿？」

　俺が首を傾かしげると、篠崎さんは笑いながら俺の隣となりを指さす。

　その方向に何気なく振ふり向くと、

「げっ!?　す、涼花!?」

「…………ふ、ふにゃ……、はぅ……」

　なんと顔と言わず全身を真っ赤に染め上げて、グルグルと目を回しながらフラフラしている涼花の姿が!?

「……あ、愛……！　……い、妹、私を……、お、お兄ちゃんが……！　せ、世界で一にゃん……！　えへ、えへへ、えへへへへへ……！」

「って、おい!?」

　涼花はそのまま俺の方に倒たおれ込んできて、そして俺の服を両手でギュッと掴つかみながら胸に顔を押し付けてプルプルと震ふるえている。

「き、気をしっかり持て！　どうしたんだよ一体!?」

「そりゃ、あんな宣言を──……いや、告白といった方がいいかな？　あんなことを目の前で言われたら、こうなるのも当然だろうさ」

　ニヤニヤと笑いながらそう言う篠崎さん。

　俺はそれを聞いて、今いま更さらながらにカッと顔が熱くなる。

　……た、確かに、言われてみれば俺は、勢いに任せてトンデモナイことを口走っていた気がする……！

「だがまあ、安心したよ」

「え？　な、何がですか？」

「先生と妹さんのその姿を見ていると、今の宣言も信じていいという思いになってくる。だって、こんなシーンが出てくるラノベなら、私は絶対に読みたいと思うからな。……やはりきみ達は最高の兄妹きようだいだ」

　篠崎さんはそう言って、本当に楽しそうに笑う。

　俺もまた、くすぐったい気持ちになりながらも、自然と笑え顔がおになった。

「……さて」

　と、間もなく篠崎さんは笑顔を引っ込めて、また真しん剣けんな顔に戻る。

「あそこまでの宣言をしたのだ。言葉通り、先生にはこれから今のシリーズを超えるものを書いてもらわないといけない」

「はい」

　俺は改めて気を引き締めながら頷く。

　自分の言葉を、そして涼花の気持ちを裏切るわけにはいかない。

「なんにせよ早さつ速そく動き出してもらおう。とりあえず今日からすぐにプロット作成作業に取り掛かかること。でき次し第だい、私に送ってくれ。私も年末年始返上で見させてもらう」

「お願いします。ご迷惑をおかけしますが」

「なに、今まで楽していたしわ寄せが来ただけさ。それに先生にも同じ姿勢で挑いどんでもらう。年末年始どころか、目め途どがつくまで休日も返上で臨のぞんでもらいたい──……と、言いたいところだが」

　そこでなぜか篠崎さんはまたニヤリと笑って、

「……まあ、今日くらいはそのふにゃふにゃな妹さんと存分にイチャイチャしても罰ばちは当たるまい。これからのためにも、大いに道を踏ふみ外はずしていいぞ」

　そんな、いつも通りのトンデモ編集者の顔を見せたのだった。




　　　　▼




「ふぅ……、なんだかまだ顔が火ほ照てっています……」

　皇ファンタジー文庫編集部からの帰り道。

　涼花はパタパタと手を動かして、冷たい空気で顔を冷やしていた。

　かなり元には戻ったが、まだまだ頬ほおは赤いまま。照れた様子の涼花は、やっぱり世界一可愛かわいかった。

「あ、あの……、よかったですね。篠崎さんに全部認めていただけて……」

「そうだな。いろいろ迷惑をかけてるってのに、篠崎さんには頭が上がらないよ。それでも認めてもらったのは、……まあ運が良かったよな」

「いえ、お兄ちゃんの言葉を聞いて、篠崎さんの心が動いたんですよ。……そ、それでですね、あの……」

　そこで涼花は、モジモジと身体からだをくねらせながら、人差し指をチョンチョンと合わせつつ上目づかいで俺の方を見た。

「さ、さっきのお兄ちゃんの、こ、告白なんですけど……！」

「う……」

　告白、と言われて俺の顔がかああぁと熱くなる。

　それだけ恥はずかしいことを口走ったって自覚がある証しよう拠こだった。

「あ、あの告白はどういうつもりだったんですか？　そ、その、妹に甘えていたとかこのままではいけないとか……。お兄ちゃんがあんなことを言うとは思ってなかったので、かなり驚おどろいたんですよ？　私」

「……ま、まあ、なんだ……。聞かなくても、お前のことだから大体わかるだろ……」

「お、お兄ちゃんの口から、ちゃんと真意を聞きたいんです！」

　そう言って、ちょっと拗すねた顔で迫せまってくる涼花。

　そうやって妹からおねだりされたら、俺は断れないってわかってるからズルイよな。

「……だ、だから、つまり、あれだ。お前の想おもいがこもった作品に比べて俺の想いがこもった作品がダメだって言われて、そんなわけあるかって腹が立ったというかな……。よ、ようするにだ、俺がお前のことを好きだって気持ちの方がもっと強いんだってことを証明したかったんだよ！」

　俺は半ばキレ気味に答えながらそっぽを向く。

　もちろんこれが、思いっきり照れ隠かくしだってことはバレバレだった。

「な……っ、なんですかそれは！」

　すると涼花は、カッと顔を赤くしながらも怒おこった表情になる。

「お、お兄ちゃんは私の気持ちより自分の気持ちの方が強いって言いたくて、あんな告白をしたということですか！」

「そ、そうだよ。実際俺の方がお前のことを好きなんだしな」

「そ、それは認められません！　訂てい正せいを求めます！　私のお兄ちゃんへの気持ちの方がもっともっと強いことは明白です！」

「いやいや、俺は物心ついた時からお前のことが一番大事だったんだぞ？」

「わ、私は生まれた時からです！　いえ、生まれる前からお兄ちゃんのことが好きだったんですから、私の勝ちです！」

「なんだよそれ!?　そんなの言ったもん勝ちじゃないか！」

「じ、事実なんですから仕方ありません。そういうわけですので、お兄ちゃんの新シリーズが私の現シリーズを超こえるなどということは不可能です！」

「お前は俺を応おう援えんしてくれてるはずなんじゃなかったんですかねぇ!?」

「それとこれとは別問題です！」

　そんなこれ以上ないくらい恥ずかしい会話が、冬の寒空の下に響ひびく。

　俺達はその後も歩きながら、自分の気持ちの方が強い、勝ってる、なんてことを言い争っていたが、お互たがい顔が真っ赤で、寒さなんて完全に忘れていた。

　そうしてしばらくしてから、俺達は不意にピタッと黙だまって、

「……はは、またこの前と同じようなことやってんな、俺達」

「……ふふ、そうですね」

　顔を見合わせながら、お互いのバカさ加減に笑い合った。

　そう、俺達はバカだった。あらゆる意味でバカだった。思わずバカになっちゃうくらいお互いのことが好きなのだ。そしてその自覚があるのだ。

「……なあ涼花」

　ひとしきり笑い合った後、俺はポツリと続けた。

「なんですかお兄ちゃん？」

「俺の新シリーズの立ち上げ、協力してくれるか？」

　涼花はそれを聞くと、クスリと笑って、

「まあ、お兄ちゃんの好きという気持ちが、私のに敵かなうわけはないと思いますけど」

「く……っ、まだ言うか」

「でも、お兄ちゃんの気持ちがどれほどのものか、私がこの目で見み極きわめてあげます。だから、もちろん協力しますよ」

　そう言って、俺の腕うでに抱だきついてきた。

「……というか、そもそもそんなことを訊きくこと自体がおかしいですよね？」

「何がだよ」

「だって、永遠野誓は二人で一人のラノベ作家です。その作品を書くのに、私が協力しないなんてことがあり得ますか？」

「……そうだな」

　そう、涼花の言う通りだ。

　永遠野誓は二人で一人。だから、その作品も二人で作り上げていくのが当然のことなんだ。今までもそうしていたように。

「……ありがとうな涼花。じゃあ、絶対に篠崎さんの期待に応こたえられるような作品を書かないとな」

「ええ。そして永遠野誓を見事に引き継ついで、ぜ、全世界の人々に私達のラブラブっぷりを見せつけてあげましょう！」

「そ、そういやお前がラノベ作家になったのは、そういう動機もあったんだっけ」

「な、なんですか。悪いですか！」

　むーと赤くなりながら頬を膨ふくらませる涼花に、俺は笑って首を振ふる。

「いや、そんなことないよ。お前の言う通り、俺達の仲の良さを全世界に叩たたきつけるつもりで書かないとな」

「仲の良さではなくラブラブっぷりです」

　涼花はそう反論しつつも、うれしそうに笑っている。

　その時、ふっと一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが訪おとずれ、涼花はまるで自分に語り掛けるように、静かにこう呟つぶやいた。

「……こんな、こんな幸せな時間がくるなんて、思ってもみませんでした」

　それは、俺も同じ想いだ。

　けど、今が最高なんてことはない。これからもっと幸せな時間を見つけていく。

　俺達が永遠野誓である限り、その歩みに終わりはない。

「……お兄ちゃん、新シリーズ、絶対に素す晴ばらしい作品を書いてくださいね？」

「ああ、約束する。楽しみにしとけよ？」

「はい、永遠野誓、ですもんね」

　そう言って、一層俺の腕に強く抱きつき「えへへ」と幸せそうな笑みを浮うかべる涼花。

「でも、やっぱりお兄ちゃんよりも私の好きって気持ちの方が強いんですけどね？」

「ったく、強ごう情じようなやつだな」

　そうして、

　俺達はまたそんな会話を交かわしながら、家路につくのだった。

　これから始まる、新たな道のりのことを思い浮かべて……。








エピローグ









　あれから、およそ一年と数ヵ月後。

　三月上じよう旬じゆんのとある日。




「え～！　ナガミンいなくなっちゃうの～!?」

　以前と同じようにカウンターで溶とけていた江え坂さかさんは、俺の話を聞くなり立ち上がり、驚いたように目を見開いた。

「ええ。東京の大学に合格したんで、春からはそっちで下宿することになりまして」

　俺がそう答えると、江坂さんは「ほへ～」と感かん嘆たんの声を漏もらした。

　……さて、俺は今、久しぶりに丸まる猫ねこ書店へとやって来ていた。

　何のためかというと、江坂さんに挨あい拶さつをするためだ。なんだかんだでお世話になった人だから、いろいろ報告しておこうと思ったのだ。

「そっか～、合格おめでとうナガミン～。でも、やっぱり寂さびしくなっちゃうね～。ナガミンは一年前にバイトもやめちゃったから、余計に寂しいよ～」

　相変わらず間延びした口調だが、江坂さんは本気で寂さみしがっているようだった。

　ちなみに、江坂さんが言ってた通り、俺はずっと続けてきたここ丸猫書店でのバイトを一年前に辞やめていた。

　理由は二つ。永遠とわ野の誓ちかいを引き継ぐために執しつ筆ぴつ活動に集中するためと、高校三年生になって受験勉強をしなければならなくなったためだ。

「……そうですね。バイトを辞めた後も、ちょくちょく本を買いにきて会うことはできましたけど、これからはそれもできなくなりますから、確かに寂しくなりますね」

「お～お～、ナガミンもお姉さんと会えなくなるのが寂しいんだね～。可愛かわいい可愛い～、ギュッとしてあげよう～」

　そう言って、江坂さんは俺に抱きついてくる。

　本当は二十歳はたちを超えた女子大生なのだが、見た目が完全に小学生でしかないので、傍はたからは俺をあやしてるというより甘えてるようにしか見えない。

「はふ～、ナガミンは温かいな～。冬の間、ナガミンがいなかったから、もう私は寒くて寒くてカウンターから動けなかったよ～」

「江坂さんが働かないのは気温と無関係でしょ……」

　俺のツッコミもどこ吹ふく風な江坂さん。……サボり癖ぐせは相変わらずのようだな。

「でも～、ナガミン変わったね～。なんだか前より落ち着いた雰ふん囲い気きになったよ～。大人の男になったってやつなのかな～」

「……そうですか？　自分ではわかりませんけど」

「いやいや変わったよ～。も～成長が早いんだから～。大人なお姉さんの私が言うんだから間ま違ちがいないよ～」

「江坂さんは変わってないですね。……見た目も言動も」

　なにそれ～と頬ほおを膨らませる江坂さん。……やっぱり変わってない……けど、それが不思議とホッとする。久しぶりに会えてよかった。

　俺はその後もしばらく、江坂さんといろいろ話をした。主に、俺がバイトを辞めてからの一年のことだ。

「そっか～、じゃあ新シリーズもそろそろ目め途どがつきそうなんだね～。前のシリーズが急に終わった時はどうしたのかと思ったけど、よかったよ～」

「ええ、まだどうなるかはわかりませんが」

「それに加えて受験まで成功させるとか～、ナガミンは努力家だな～。いい子いい子～、お姉さんがほめてあげよう～」

「……無理に背せ伸のびして頭を撫なでようとしなくていいですから。とりあえず、今日はその報告に来ました」

「ん～、了りよう解かい～。じゃあ東京に行ったら、有名イラストレーターさんといっぱい知り合いになって、私にエロ絵を描かいてくれるよう頼たのんでおいてね～」

「それは嫌いやです」

　も～、ナガミンは相変わらずいけずだな～、とそんな会話を交わしつつ、俺は丸猫書店を後にした。去り際ぎわに、よければ訪ねて来いと江坂さんの通う大学の研究室の場所を教えてもらったが、それが某ぼう超ちよう難関国立大学の理科学系のもので俺は驚きよう愕がくする。

　……そういやどこの大学に通ってて何を勉強してるかずっと知らなかったけど、江坂さんってこんなに頭が良かったのか……!?

　軽いショックを受けつつも、俺は丸猫書店を出て家路につく。

　……この道を歩くことも今後なくなるかと思うと、やっぱり少し寂しいな。

「……と、電話？」

　そんなことを考えていると、スマホの着信音が鳴った。

　見ると、舞まいからのものだ。少々嫌な予感がしつつも、俺は電話に出る。

「もしもし？」

『あ、祐ゆう!?　あんたの大学合格祝いの件で話があるんだけど！』

　すると、いつも通りの騒さわがしくも唐とう突とつな感じの舞の声が聞こえてきた。

「……いや、待て、そんな件は初めて聞いたんだが、なんだそれ？」

『え……？　あ!?　これまだ秘密だったんだっけ！』

『もう、何をやっているんデスか舞。せっかくサプライズでやろうと思ったのに』

『そうですよ炎えん竜りゆう先生。桜さくら、先生の驚おどろく顔を楽しみにしてたんですよ？』

『まあ、バレてしまったものは仕方がない。別の方法で先生を驚かせればいい』

『別の方法って、また何か変なこと考えてるんじゃないでしょうね、お姉ちゃん……』

　しかも、さらに電話口から聞き覚えのある声がいくつも聞こえてくる。

　……Ｗピース先生に水み無な月づきさんに、神かん坂ざか姉し妹まいも？　こ、これって……。

「な、なんでみんなの声が聞こえてくるんだ？」

『ああ、今みんなで一いつ緒しよに私のマンションにいるからよ。サプライズパーティーの話し合いをするついでに、引ひっ越こしの手伝いもしてもらってるの』

「あ、そうなのか──……って、引っ越しって？」

『あ、マンションって言っても今まで住んでたところじゃないわよ？　東京でこれから住むマンションの話』

「え!?　お、お前が東京で!?　なんでまた!?」

『決まってるでしょ。高校はもう卒業するんだから、これからはプロラノベ作家としてさらに活かつ躍やくするために上京するのよ。……そ、それにあんたも東京で下宿するんでしょ？　だったら当然私も同じようにするわよ！』

「何が当然なんだ!?」

　自信満々に言い切る舞だが、相変わらず意味不明だった。

『まあまあ、そういうわけで、今私達は舞の新しいマンションに集まってるというわけなんデスよ。で、せっかくだから先生のお祝いのためのパーティーも計画していたというわけデス』

『うん。それで最初はこの炎竜先生のマンションでパーティーを開こうってことになってたんだけど、それより先生のところに押しかけた方が楽しいってことになったんです』

『そう。でも、そういえば先生の下宿先をまだみんな知らないことに気がついた』

『だからこうやって電話で訊きこうって話になったんだけど、……まあ一発でバレちゃったわね。でも、そういうわけだからあんたの東京での住所、教えなさいよ』

「……さ、サラッとまたトンデモナイことを……！」

　全員好き勝手なことをさも当然とばかりに言ってくるので、いろいろツッコみたいのにツッコむタイミングさえない。

　……頭が痛くなってくるが、考えてみればこれもいつものことか。ここ最近は、みんな受験やらなんやらに気をつかって控ひかえめにしてくれてたんで忘れてたが……。

「……無事終わった途と端たんにこれかよ……。まあいいけどさ。それにしても、相変わらずみんな仲がいいな」

『……まあね。あんたが作ってくれたつながりよ』

「今現在の永遠野誓は過去の人だけどな」

　前シリーズが突とつ然ぜんの最終巻を迎むかえてもう一年近くになる。

　あの時は舞達にも色々と言われたが、……その日々も今となっては懐なつかしい。

『ふん。でもまたすぐに復活するんでしょ？』

『そうそう。先生がこのまま終わるわけないデスもんね。次の作品が決まったら、その時のイラストレーターは是ぜ非ひまた私を指定してくだサイ！』

『先生の新作、桜もすっごく楽しみにしてます！　アニメ化したら、ヒロイン役は絶対取りにいきますよ！　もちろん妹キャラですよね！』

『みんな先生とのつながりを手放すつもりはない。心底から慕したっているから。ちなみに、熱意では弟で子しである私が一番強い』

『はいはい対たい抗こうしないお姉ちゃん……。ま、あんたが新作に取り組んでることはみんな知ってるんだから、自じ虐ぎやく的なことは言うんじゃないわよ。と、友達からの忠告ね』

　やっぱりみんな勝手なことを言っているが、そこからは永遠野誓に対する愛情が込こめられているのが伝わってくる。

　あれから一年以上。永遠野誓の前シリーズは終わりを迎えたが、新シリーズはまだ世に出ていない。それでも、みんなの中では永遠野誓は生きていて、その帰き還かんを信じて待ってくれている。

　……その気持ちが俺の力になる。胸が熱くなってくるな……。

『とにかく、早く住所を教えなさいよね！　これからほぼ毎日通うことになるだろうから最短ルートを構築して、場合によってはもう一度引っ越しだって考えてるんだから！』

『東京に出たら、これまで以上に先生の家に入いり浸びたれマスねー。いっそのこと、先生の部屋に住んでしまうのもいいかもしれマセんね！』

『あ、それナイスアイデアですね！　みんなのシェアハウス！　楽しそうです！』

『……ふ、大学生のアダルトな生活を師し匠しように伝授してあげる』

『お姉ちゃんの生活なんて高校の時とまったく変わってないじゃない……』

「俺の感動を返せよお前ら!?」

　だが、やっぱりすぐにいつもの調子に戻もどってしまった。

　俺は今度は思いっきりツッコミを入れつつ、心の中ではどこかホッとする。

　告白があっても作品が途と切ぎれても、卒業しても引っ越しをしても、結局みんなとのつながりは変わっていない。

　それがいいことかどうかはわからないけど、でも俺はそんな関係が楽しかった。

　……きっとみんなも同じように思ってくれているのだろう。

　俺はその後もゆっくりと家までの道を歩きつつ、みんなとの電話で会話を続けた。

　ほとんどはみんなのトンデモ発言に翻ほん弄ろうされるいつもの流れだったが、みんなの近きん況きようもそれぞれ聞かせてもらった。

　舞はクラスメートだから教えてもらわなくても知ってるが、大学進学はせず、高校卒業後はラノベ作家に専念するそうだ。新しく立ち上げたちょっとバイオレンスな愛で戦うラブコメのシリーズが好調で、前作のスカマガに引き続いて相変わらずの人気作家だ。

　Ｗピース先生もエロゲ会社の原画家さんとして活躍を続けている。永遠野誓の前シリーズが終わって以降はラノベの挿さし絵えは担当してないが、俺が新シリーズを出す時は絶対に担当すると意気込んでいる。絵のクオリティもさらに上がって頼もしい限りだ。

　水無月さんはさらに人気を伸ばし、今や押しも押されぬトップ声優の仲間入りだ。もともと元気な女の子キャラが得意だったけど、一年前くらいから繊せん細さいな気持ちの表現にも磨みがきがかかって評価はうなぎのぼりだ。

　秋あき乃のさんは相変わらず流りゆう星せい文庫でラノベ作家としてがんばっている。確かな地力で人気を伸ばし、今度はついにアニメ化だそうだ。さらにまた新シリーズも考えてるって話だから、こっちもうかうかしてられない。

　神坂妹は秋乃さんのラノベを中心にイラストレーターとして活躍しているが、いよいよ漫まん画が家かとして独立デビューに向けて動き出すそうだ。秋乃さんと同じ女子大に進学し、そろそろ自分の夢を追いかけるんだとか。

　みんなも少しずつ変わってきている。前進してる。

　こっちもそろそろ結果を出さないといけないなと思いながら、俺はみんなとの会話を終えた。とりあえず、新しい住所に関してはまた後で連れん絡らくすることにした。

　そうして、気がつくともう家の前まで来ていた。

「ただいまー」

「お帰りなさい、お兄ちゃん」

　俺は玄げん関かんのドアを開ける。すると、涼すず花かがいつものように出で迎むかえてくれた。

　一年前と比べてほんの少しだけ背が伸びて、そして髪かみもわずかに伸びていた。

「えへへ、お兄ちゃん」

「？　どうしたんだ？　えらくうれしそうじゃないか」

　俺が靴くつを脱ぬいでいると、涼花は笑え顔がおで覗のぞき込んでくる。こういう時の涼花は、何かいいことがあったんだってすぐにわかる。

「実はさっき、篠しの崎ざきさんからメールが来たんです」

「え!?　そ、それで、なんて!?」

「新作の原げん稿こう、正式にＯＫが出たそうですよ」

　俺はそれを聞いて、飛び上がって喜ぶというよりも、安心して力が抜ぬけていくような気分だった。自信はあったけど、ついにやったか……！

　……長かった。あれから一年以上。本当に長かった……。

「……やったな、涼花！」

「はい、やりました。おめでとうございます、お兄ちゃん」

「二人の力、だろ？」

「……はい。えへへ」

　俺は涼花とそんなやり取りを交かわしつつ、この一年以上のことを振ふり返った。

　あの時、篠崎さんから許可はもらったものの、その後の道のりは半はん端ぱじゃなくキツかったんだ。
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　容よう赦しやのないダメ出し。涼花の作品との比ひ較かく。完かん璧ぺき以外許されないハードル……。

　書いては没ぼつ、書いては没の繰くり返しで、覚かく悟ごはしてたけど何度も心が折れそうになった。

　その度たびに涼花に励まされ、二人でああでもないこうでもないと取材をしながらがんばってきたんだ……。しかもそれだけじゃなく、受験勉強までこなさないといけなかったから、本当に忙いそがしいってレベルじゃなかった。

「いやー、……マジで、恐おそろしくハードな高校三年生だったな……」

　俺は万ばん感かんの想いを込めながらそう言った。

　涼花がいなければ、きっと持ちこたえられなかっただろう。……なんせ受験勉強まで手伝ってもらったからな……。なんで二年生の涼花にって思うかもしれないが、俺の妹さまはそういう人間なんだよ。多分今大学受験しても余よ裕ゆうで合格するぜ？

「……ま、でもなにはともあれ、そういった苦労が今ようやく報むくわれたわけだ」

　俺は肩かたの荷を下ろしたような気分で、安あん堵どのため息を吐ついた。

「お兄ちゃん、まだ気を抜いてはいけません」

　だが涼花は真面目まじめな顔で、そんな俺に注意をしてきた。

「篠崎さんからＯＫはもらいましたが、まだまだ突つき詰つめていかないといけません。現時点でも誤字や脱だつ字じがほら、こんなにもあります。他にも表現の仕方や描びよう写しやなど、さらにクオリティを上げることはできるはずです。もっともっと完璧に仕上げないと」

　さらに、どこからか原稿の束を取り出して、それをめくりながら熱心に語る。

　原稿にはそこかしこに付ふ箋せんが貼はられたり、マーカーで線が引かれたりしているのが見えた。

「……もしかしてそれ、いつも持ち歩いてるのか？　しかもボロボロで、随ずい分ぶん読み込んでるみたいだが」

「と、当然じゃないですか。永遠野誓を引き継つぐお兄ちゃんの作品なんですよ？　お兄ちゃんの私への気持ちが詰まった最高の物語なんですよ？　い、いつだって読みたいに決まってるじゃないですか！」

　俺が訊たずねると、涼花は真っ赤になって拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。

　そんな風にうれしいことを言われると、俺はもう素す直なおに謝るしかなかった。

「ごめん。ありがとうな、涼花」

「……お兄ちゃん。えへへ、えへへへへ」

　俺が頭を撫なでると、涼花はあっという間に機き嫌げんを直して俺に抱だきついてきた。

　涼花のぬくもりが、三月とはいえまだまだ寒い外から帰ってきた身体からだに心地ここちいい。

　俺と涼花はその後、俺の部屋へと移動して今後のことを話し合った。

　作品のことはもちろん、四月から俺が下宿することも。

「……こうやって、このお部屋でお兄ちゃんとお話しするのも、もう少しでできなくなるんですね」

「帰省した時は相変わらずここは使わせてもらうけどな」

「まあお兄ちゃんの下宿先へはほぼ毎日行くつもりですし、おそらく休日には毎回泊とまると思いますけど──……それでも、やっぱり寂さびしいです」

　しゅんとして俯うつむく涼花。

　だが、すぐに顔を上げた時にはもう寂しそうな雰ふん囲い気きはなく、

「とはいえ、一年後には私も東京の大学を受けますから、一いつ緒しよに暮らすことになるんですけどね。その時は二人で暮らせるマンションに引ひっ越こしましょう！」

　ふんすふんすと力強く息巻いていた。

　こういう何事にも前向きなところに、涼花の強さを感じる。

「……そうだな。まあなんにせよ、今は新シリーズに集中しようぜ。やっと受験も終わったし篠崎さんのＯＫも出たし、これからはやっとまともにラノベ作家として活動できるってもんだ」

「ええ、お兄ちゃんの長年の夢でしたからね」

　ふわりと、どこまでも優やさしい笑みを返す涼花。

　だが間もなく「あ」と何かを思い出したような顔になって、

「そういえば言い忘れてました。篠崎さんからのメールに、原稿の内容以外のことも書いてあったんです」

「原稿の内容以外って？」

「作品のタイトルを、そろそろ考えておくようにって。これはとても重要なことですよお兄ちゃん。短い一文やわずかな単語で、お兄ちゃんの妹への愛を表さないといけませんからね」

　早さつ速そく一緒に考えましょう！　と意気込む涼花。

　だが、

「ああ、それなら、実はもう考えてあるんだ」

「え？　そうなんですか？」

　俺がそう言うと、涼花は意外そうな表情を見せる。

　そしてすぐに「どんなのですか？　教えてください」とねだってくる涼花。

　……タイトルに関しては、前々からこうしようってのをもう決めていた。

　今までの涼花との時間を振り返って、自分の本当の気持ちに目を背そむけていたことや、それでも最後には向き合えたことなどを思い返すと、俺の中でそのタイトルは自然と浮うかび上がってきたんだ。

「ねえお兄ちゃん、そのタイトルは？」

　涼花は待ちきれないとばかりに俺の手を握にぎってくる。

　俺はそんな涼花を──世界で一番可愛かわいくて大切な妹を見つめて、笑顔を見せながらこう言ったのだった。




「そのタイトルは──」








俺が好きなのは妹だけど妹じゃない　完










あとがき









　こんにちは、恵え比び須す清せい司じです。

　改めまして「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」これにて完結です。

　……いやー、こうやってあとがきを書いていると、いろいろと感かん慨がい深ぶかい気持ちになってきます。最後まで書ききることができた達成感。無事に終しゆう了りようを迎むかえることができたという安あん堵ど感。これで終わってしまうんだなぁという一いち抹まつの寂しさ。それらすべてをひっくるめた不思議な充じゆう実じつ感などなど……。

　なにはともあれ、祐ゆうと涼すず花かの物語にしっかりと決着をつけることはできたと思います。不器用で素す直なおになれない兄妹が一体どうなっていくのか、作者の私も不安なところはありましたが、それでも最後は望む結末に導くことができて、今はとても満足しています。

　さて、今いま更さらですが最終巻はいかがだったでしょうか？　この本を手に取って読んでくださった皆みな様さまがどのように感じたか、現時点では知ることはできませんが、楽しんでいただけたなら幸いです。

　二人の物語はこれで終わりとなりますが、それはあくまでも私が書くことのできる範はん囲いでの終わりでしかありません。祐と涼花はもちろん、舞まいやＷピース先生や水み無な月づきさんや神かん坂ざか姉妹しまい、篠しの崎ざきさんや江え坂さかさんも、この物語を愛してくださった皆様の心の中にずっと生き続ける──いえ、生き続けてほしいと思っています。

　元来私は、発表した後の作品は作者の手を離はなれてしまうという考えの持ち主でもあるので、そういう意味でも、生み出した子供達がついに本当に巣す立だって行ったんだなぁという気持ちです。この後のみんながどのような未来へと歩き出したかは、生みの親の私でもわかりません。なので、今後何年後かにでも、ふとした拍ひよう子しに祐や涼花達のことを思い出したら、今頃あいつらは何をやってるんだろうと想像でもしてやってください。そうやって皆様の心の片かた隅すみにでもこの物語が残っていたとしたら、それ以上の喜びはありません。

　それにしても、思えばこのシリーズが始まっておよそ三年半くらいですが、そんなに時間が経たってしまったのかと驚いています。一巻を試し行こう錯さく誤ごの中で書いていた時期を、まるで昨日のことのように思い出せます。それなのに気づいたらもう三年以上です。中学や高校に入学した生徒が卒業してしまうくらいの期間が過ぎ去ってしまったのかと考えると、改めて濃のう厚こうな時間を過ごさせてもらったんだなぁという気持ちになります。

　それもこれも、このシリーズを支えてくださった多くの方々のお力添ぞえのおかげです。

　編集サイドには最初から最後まで、迷めい惑わくをかけ通しでした。延々と試行錯誤に付き合ってもらい、お世辞にもまとまっているとはいえないプロットを毎回読み込んでくださり、そしてその都つ度ど適てき切せつなアドバイスをいただかなければ、この作品が世に出ることはなかったと思います。イラストレーターのぎん太郎さんにも、一巻からこの最終巻まで、ずっと素す晴ばらしいクオリティのイラストを描き続けていただき、感謝してもしきれません。

　そしてなにより、ここまでこのシリーズにお付き合いいただいた読者の皆様がいたからこそ、シリーズ完結にこぎつけることができたと思っています。本当にありがとうございました。この手のお礼は何度も言ってきましたが、今回はこれまで以上の万感の想いを込めさせていただきたいと思います。




　最後に、これからのことについて少し。

　実はこの最終巻と同時に、私の新作も発売されます。そっちの方にも、あいも変わらず「妹」の文字があるわけですが……、よければ手に取ってやってください。

　それでは、またどこかでお会いできる機会があることを願って──





二○二○年一月十九日　恵比須　清司
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